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    「──うん、今日も素晴らしい出来ですね」


    　暖かな春の日差しに照らされ、目の前で青々と実っている野菜たちに、思わず僕は頬ほおを緩めた。とはいっても、恐らく他人から見たら引ひき攣つった笑いにしか見えていないかもしれないが。


    　不ふ々ふ動どう悟ご老ろう。16歳。三さん白ぱく眼がんで目つきは鋭く、額には大きな傷きず痕あとが走っている。


    　額の傷──これだけでも十分迫力があるのに、さらにそれを助長するかのように僕の体格は同年代と比べても逸いつしているのだ。


    　身長、[image: ]センチメートル、体重[image: ]キログラム。まるでスポーツをするために生まれてきたかのようなガタイをしていた。


    　また表情の乏とぼしさも際立ち、いつも無表情で怖いと言われる。睨にらんでいるつもりもないのに、いつも眼光が鋭過ぎだとも……。


    　こちらが全力で笑みを浮かべたつもりでも、泣いた子供は数知れず。警察にも職務質問を何度受けたか分からない。ただ街を散歩していただけなのに……。


    　以前、前を歩いていた女性がハンカチを落としたので拾って声をかけたら悲鳴を上げられ、傍そばにあった交番からお巡りさんが出てきて事情聴取となった。誤解はすぐに解け、女性とお巡りさんから謝罪を受けたが、僕にとっては、決して珍しくない体験談なのである。


    　そんなコワモテ高校生の僕も、今日から晴れて二年へと上がり後輩を持つ立場となった。


    　僕は今、学園に行く前に日課である畑の草むしりを早朝からしている。


    　中学の頃から、この家の庭で小さな農園を作って野菜を育てているのだ。


    　幸い庭は広い。というより家の敷地面積が広い。思う存分、自分好みの畑を作れる。


    　ちなみに今住んでいるところは祖父母の家だ。


    　父はすでに他界し、母親は仕事で海外勤務が多いため、日本に残りたいという僕の要望により、小学校六年生の時から祖父母の家に預けられている。


    「もう少しでキュウリは収穫できますね。ホウレンソウとタマネギはもう採っても良さそうです」


    　他にもいろいろ育てているが、食べるのがもったいないほど可愛かわいがっているので、いつも収穫時期になると嬉うれしさと同時に寂さびしさもまた少なからず感じる。


    「ゴローさん、ゴローさーん！」


    　不意に家の中から自分を呼ぶ声が聞こえる。


    　見ると縁側で祖母である不々動ねねが手を振っていた。


    　小さく華きや奢しやな身体からだつきをしていて、可愛らしいお祖ば母あちゃんといった風ふう体ていではあるが、幼少の頃からずっと続けてきた剣道の腕は凄すさまじい。


    　見た目からはとても『剣道の申し子』と呼ばれた剛の者だとは思えない。


    「そろそろ朝ご飯の支し度たく、手伝ってくださいなー」


    　要望通り、僕はお祖ば母あちゃんと一緒にキッチンへ入り朝食の準備をしていく。


    　手早く調理していき、食卓へと料理を運ぶ。


    　すでにお祖じ父いちゃんも起きていて新聞に夢中になっている。


    　お祖父ちゃんはどちらかというと、僕と同じガッシリとした体格をしている。お祖母ちゃんと同様に剣道の腕は今も衰おとろえ知らずで、家にある剣道道場で毎日竹刀しないを振り、通ってくれている子供たちにも『師匠』と慕したわれている。


    　さすがに現役ほどではないが、それでも同年代の人と比べても逞たくましく、引き締まった筋肉の鎧よろいを纏まとっているのだ。


    　名前は不ふ々ふ動どう源げん治じ。名前からして強そうである。


    「おはようございます、お祖父ちゃん」


    「む？　うむ、おはようゴロー。今日も良い天気だな」


    「そうですね。とても晴れやかな快晴です」


    「今日からお前も高校二年生だ。後輩に舐なめられんようにバシッと決めてこい」


    　そもそも今までこの容姿で舐められたことがないんですが……。


    　初対面の人物には、必ずといっていいほど一歩引かれる。この前、白スーツにサングラスを身に着けた、明らかに堅かた気ぎではなさそうな強こわ面もての男性に、『ウチで働かねえか？』と言われた時はかなり焦あせったものだ。


    「ゴローちゃん、そろそろあの子を起こしに行ってくれますか？」


    　お祖母ちゃんからのお願いに、僕は二つ返事で了承しその場を離れていく。


    　向かった先は僕の自室。扉を開けてすぐベッドへと歩を進める。


    　そこにはスゥスゥ……と、心地ここち好よさそうに眠っている幼女が一人。


    　この子は僕の妹──不々動珠たま乃の。もうすぐ５歳になる。


    　相変わらず天使のような寝顔だ。


    　目に入れても痛くないほど可愛かわいいとはこのことだろう。よくぞ自分に似ずに、美人である母親の血を濃く受け継いでくれたと本当にホッとしている。


    　ああ、何時間でも見ていられますね。


    　……おっと、それはまた今度にして今はこの子を起こさなければ。


    「ほら、起きてください」


    　身体からだを優しく揺らしながら声をかけると、珠乃は可愛らしい声を出す。


    「んんにぅ…………にぃ……やん？」


    「はい。おはようございます、珠乃」


    「……は……よぅ……にへへぇ」


    　朝っぱらからこんな向日葵ひまわりのような笑顔が浮かべられるだろうか。


    　この笑顔さえあれば、きっとすべての戦争がなくなるだろう。


    「にぃやん、だっこぉ」


    「いいですよ。よっと……まずはトイレに行きますか」


    　これがいつもの流れだ。


    　さっそく珠たま乃のをトイレへと連れていき、洗面所で顔と歯を洗わせる。


    　そして着替えさせて、食卓へと一緒に向かった。


    「はよぅーなのぉ！　ばぁやん、じぃやん！」


    　元気一杯の挨あい拶さつをする珠乃に満面の笑みで応じるお祖じ父いちゃんたち。


    　この四人が、現在この家に住んでいる全員だ。


    　それからみんなで食事を取り、学園へ行く時間が来たので準備をする。


    　珠乃は幼稚園だが、いつも家の前まで幼稚園バスが来るので安心して先に家を出られるのだ。


    　特注で作ってもらった大きめの籠かご付き自転車に乗り、しっかりとヘルメットを装着する。


    　プロレスラーのようなガタイの少年が制服に身を包み、自転車にヘルメット装備で漕こぐ姿はどこか異様な光景に映ると思う。


    　ああ、どんなに異様でも、できればスマホで写真を撮るのは止やめてほしいです。


    　この前、『インスタントメモリー』──略して『インメモ』という画像・動画配信ができるＳＮＳに、明らかに僕であろう人物が通学している風景がアップされていたのにはビックリした。


    　タイトルが『巨人がママチャリで激走』である。


    　激走なんて危ない真似まねなどしていないというのに。


    　しかも何な故ぜか、五百人もの人が『いいね』という高評価をしていることにも驚きだった。


    　ああいうことは本人に許可を取ってからにした方が良いと思いますが。


    「さあ、安全第一で今日も頑張りましょう」
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    　先日始業式を終え、今日が新しい学年での初登校。


    　ピカピカの一年生はこれから訪れる高校生活に、それぞれ期待に胸を膨ふくらませて浮かれており、二年生は高校で初めてできる後輩の存在に興きよう味み津しん々しんといった様子。


    　三年生は受験まで残り一年を切ったことで、中には焦あせりを覚えている者や憂ゆう鬱うつを抱えている者だっているだろう。


    　そんな中、僕は二年生としてどう過ごしていけばいいのか少し迷っていた。


    　一年生の時は、ひたすら運動部の勧誘から逃げ回っていた気がする。さすがに一年間断り続けてきたので、もう勧誘をしようとは思わないだろう。


    　というよりそろそろ諦あきらめてほしいのですが。


    　僕が通う神奈川県にある【真ま志し羽ば学園】は、比較的都会に存在する。長い坂道の上にあって、通学には結構辛つらい道程だ。坂の傾斜もそこそこあるので、徒歩でも十分に疲れてしまう。


    　そのためバスを利用して通う生徒が多い。自転車通学の生徒も、そのほとんどは漕こがずに押して歩いていた。


    　その中で、僕は一定速度で自転車を漕ぎながら急な坂道を上っていく。


    　今日は天気も良いので気分も上がってくるというものだ。こんな時は思わず鼻歌でも嗜たしなみたいところ。


    　いや、ここは流れに身を任せ鼻歌を行おう。


    「フン、フフンフン、フンフーン、ラララー、ララー」


    　気持ち良く僕が歌っていると。


    「おい見ろよ、何かすっげえ怖そうな奴やつが呪じゆ文もんみたいなもん唱えながら坂道を上がってくるぞ！」


    「マジかよ。何だよあの図体にあの眼めぇっ、怖こぇぇぇ！」


    「つーかママチャリでこの道を何であんな平気な顔で、しかもその速度で漕げるんだってばよ」


    「けどちゃんとヘルメットしてるあたり意外にも良い人だったり……？」


    　新入生たちがザワついていますね。何かあったんでしょうか？


    　気になってキョロキョロを周囲を見回してみる。


    「うわっ、目が合っちまった！　何だよあの眼力！　殺し屋かよ！」


    「ヤ、ヤベエ……俺ってば、とんでもねえ学園に来たんじゃねえだろうな」


    「さ、さすがはあの有名な『巨人』だぜ。新学期早々超目立ってやがる」


    「ああ、それにあの額の傷は百人の不良と抗争した時についたって噂うわさだし」


    　どうやら何か目立つ存在でもいるようだ。


    　もしかして有名なアイドルや俳優がここを通ってるんでしょうか？　あまり詳しくはないので僕には分かりませんが。


    　僕としてはアイドルの方よりは、ヒーローショーなんかに出てくる特撮ヒーローとかの方が盛り上がる。この前行かせてもらった【大だい角かくデパート】の屋上でのヒーローショーは良かった。年とし甲が斐いもなくワクワクしてしまったのを覚えている。


    　ただまあ、あまり近づくと子供たちが怯おびえてしまうので、建物の隅からこっそりと覗のぞくことになってしまったのは残念だったが。


    　そのあとに警備の人に見つかって少々問題になったのは忘れたい事実である。


    　おっと、そろそろ門へ着きます。


    　両端に植えられた立派な桜から舞い落ちる、美しい桃色の吹雪ふぶきが生徒たちを歓迎する中、僕も皆と同じように門を潜くぐり、自転車置き場がある方向へと進んでいく。


    　自転車置き場からはグラウンドを確認することができ、そこでは野球部などの運動部が朝練で声を出していた。


    　確かこの学園ではバスケットボール部と剣道部が強かったはず。


    　家が剣道の道場を開いているので、昨年は剣道部からの勧誘が一番猛もう烈れつだった。


    　確かに剣道は幼い頃から祖父母に鍛えられてきたが、学園の部活までビッシリと浸つかるつもりはない。何な故ぜなら僕にはもっとやりたいことがあるから。


    「──あら、不ふ々ふ動どうくんじゃない」


    　自転車にロックをかけていると、不意に凛りんとした声が鼓膜を震わせてきた。


    　振り向くとそこには一人の女子生徒が立っている。


    「おはようございます、多た華か町まち先輩」


    　丁てい寧ねいに頭を下げて挨あい拶さつをする。


    「ええ、おはよう」


    　彼女の名は多華町紗さ依い。最上級生の三年生であり、一年の頃から生徒会役員を務め、二年で生徒会長に就任し今年も続けて務めることになった。


    　文武両道、才色兼備などといった言葉は彼女のためにあると思わせるほど、人目を惹ひきつける美人だ。


    　まるで絹のような美しい黒髪が腰まで伸びている。ナチュラルメイクを施ほどこしたその顔は、トップモデルにも負けないほど整っており、切れ長の瞳ひとみで見つめられるだけで、男子ならドキッとしてしまうかもしれない。


    　スタイルも女性が羨うらやむほどスレンダーで、スカートから覗く折れそうなほど細長い脚は黒のストッキングで包まれていてまさに美脚。


    　しかもこれは噂うわさでしかないが、彼女の実家は大金持ちで、自家用ジェット機まであるとかないとか。まるでアニメや漫画にでも出てくるお嬢様みたいだ。


    　先輩こそ、非の打ち所の無い完かん璧ぺきな美少女といえるだろう。


    「ふふ、あなたは今日も大きいわね。少し小さい日もあっていいと思うのだけれど？」


    「その日によって大きさが劇的に変動したりはしないと思いますが……」


    「あらそう？　そっちの方が面おも白しろいのに」


    　そんなことを言われましても……。相変わらずこの方はよく分かりませんね。


    　からかわれているのだと思うが、そもそも彼女の言動のレベルが高過ぎてなのか、ついていけない場合がある。


    「それはそうと不ふ々ふ動どうくん。続きは書けたのかしら？」


    「えと、何──」


    「何を、と聞くつもりじゃないでしょうね？」


    「えっと……やっぱりアレ、ですか？」


    「私が続きといえば、アレについてに決まっているでしょう？　ああ、本当にイケナイ子ね、あなたは。これほどまでに私の心を魅み了りようしてしまっているというのに」


    「は、はぁ……」


    「しかもいまだにその惚とぼけた顔。ではハッキリと言うわ」


    　おほんとわざとらしく咳せき払ばらいをした多た華か町まち先輩がスッと右手を差し出してくる。


    「さあ、あなたが書いた例の小説の続き、つべこべ言わず渡しなさい」


    　そう、彼女が欲しているのは僕が書いた小説だった。


    「ああもう！　昨日から続きが気になって気になって眠れないのよ！　肌が荒れたらあなたに責任取ってもらうわよ」


    「いや、それは……」


    　理り不ふ尽じん過ぎやしませんか？


    「というよりどうしてあんな気になる終わり方をするのよ！　互いに想い合っていた主人公とヒロインが敵同士になってしまっただけでもモヤモヤしてたっていうのに、さらに戦場で再会したところで終わるなんて反則だわ！」


    「す、すみません……」


    　僕は思わず頭を下げた。


    



    　僕は一年前ほどから『小説家になれぃ！』というＷＥＢ小説投稿サイトを利用し、『不ふ動どうゴロー』というほとんど本名みたいなペンネームを使って、無料で小説を書いて投稿してきたのだ。


    　昔から俳句やら短歌、そして感想文などで賞をもらったりしてきたこともあり、あることをきっかけに、中学に入ってからはノートに自作の小説などを書いては楽しんでいた。


    　高校生になった時、件くだんのサイトの存在を知り、興味本位で利用したのである。


    　すると今まで一人だけで完結していた小説創作だったものが、リアルタイムで読者たちからの反応を受け取ることになり、それがかなり衝撃的だった。


    　初めて感想をもらった時は嬉うれしくて、その日はずっと鼻歌を歌いっ放しだったのを覚えている。


    　特に最初に感想を書いてくれた『ハナハナ』さんは、それからも一話投稿するごとに熱心に反応をくれたので僕も凄すごくありがたかった。


    　それからこの一年、自作小説を書き続けてきたというわけだ。


    　多た華か町まち先輩との出会いは、そんなある日のこと。昼休みに屋上の一角にあるベンチの左端に座り、スマホでサイトの中のマイページを開いて、今後の物語の設定などを書いていた時だ。


    　不意に左隣から気配がしたと思い顔を向けると、そこに彼女──多華町先輩が立っていた。


    　生徒会長であり学園でも一、二を争う有名人の登場に、僕はしばらく固まってしまっていたが。


    　そんな僕よりも驚いた表情をしながら、


    「あ、あ、あなたはもしかして、ふ、不ふ動どうゴローなのっ!?」


    　と、そこら中に響き渡るような大声で言ってきた。


    　当然間違っていないので、「二年の不ふ々ふ動どう悟ご老ろうですが」と返したが、多華町先輩はビシッと僕のスマホを指差して言う。


    「違うわ！　私が言っているのは、あなたが『小説家になれぃ！』で小説を投稿している不動ゴローなのかってことよ！」


    　マイページに映されているのは、間違いなく『不動ゴロー』というペンネーム。このページを開くことができるのは、パスワードを知っている本人くらいだ。


    　つまり、このページを見ているということで、僕が『不動ゴロー』だと多華町先輩は気づいたということである。


    　バレてしまっては仕方ないと、『そうです』と認めた直後、多華町先輩がすぐさま自身のスマホを取り出すと、少し操作したのちに画面を見せつけてきた。


    　その画面は僕が開いていたページと同じ構成になっていて、名前の欄に『ハナハナ』と刻まれていたのである。


    「……え？　も、もしかして先輩が……『ハナハナ』……さん？」


    　半信半疑ではあったが、多華町先輩は大きく頷うなずいた。


    　信じられない偶然だが、まさか『ハナハナ』さんが多華町先輩だとは、あまり感情を表に出さないと言われる僕だが、その時は愕がく然ぜんとした表情をしていたはずである。


    　そんな奇妙な出会いから僕たちは会話をするようになった。


    　そしてことあるごとに多華町先輩は、僕の書く小説の続きを要求してくる。投稿する前に書かき溜だめしているであろう小説の続きを早く読ませろとねだってくるのだ。


    　確かに僕は小説を投稿する前に、余分に二回か三回分程度の投稿分をすでに書き上げている。


    　何かあった時に続きを書けないかもしれないので、時間がある時に保険として書かき溜だめしているのだ。


    　その事実を知った多た華か町まち先輩は、誰よりも早く僕の小説の続きを読みたいと要求してくるようになったというわけである。


    



    



    「あの多華町先輩、続きは今夜の七時に更新しますので」


    「待てないわ！　データならあなたのスマホに入っているでしょう？　それを要求するわ」


    　確かに時間がある時に誤字などをチェックするために、パソコンで書き上げた文章をメールでスマホに送っている。


    「授業とかありますし」


    「あなたの小説が読めるなら授業の価値なんて低いわ」


    　それはつまり、授業中に読むという宣言でしょうか。さすがに学生として間違っているのでは？


    　そもそも生徒会長が率先して授業をサボるような発言はいかがなものでしょうか……。


    　そこで周りが少しざわつき出したことに気づく。


    　誰にも慕したわれる生徒会長が、こんな不愛想で強こわ面もての自分と二人っきりでいたら、明らかに良くない誤解をされてしまう。下へ手たをすれば警察が出動する事態になりかねない。


    「あ、あの多華町先輩、とにかく話はまたあとでということで」


    「はあ？　どうして……はぁ、仕方ないわね」


    　僕が周囲へチラチラと視線を送ることで、熱くなっていた彼女も周りを見てくれたようだ。意図せずこの場が賑にぎやかになるのは彼女にしても面倒ごとだろう。


    　以前、多華町先輩が僕のクラスに来て、直に小説の続きを催促した時は大騒ぎになった。


    　僕はこの見た目だから誰も寄りつかなかったが、先輩は周囲から数多くの質問を投げかけられたらしい。そのせいで普段の十倍以上の疲労を感じたという。


    　だから、できる限り目立つ行為を避けようとしているみたいだと聞いている。僕の前では結構暴走して忘れてしまいがちではあるけれど。


    「じゃあ放課後────逃げちゃダメよ？」


    　若じやつ干かん不機嫌さを露あらわにしながら、最後にそんな言葉を残して去っていった。


    　やれやれ……先輩は熱心ですね。


    　それが自分の小説に対してなのだから正直に言って嬉うれしい。しかし、ただでさえ目立つ存在である自分なので、これ以上話題になるようなことはあまりしたくないというのが本音だ。


    　できれば多華町先輩とは直接会ったりせずに、メールとかだけでやり取りしたい。その方が彼女も穏やかに過ごせるだろう。


    　まあ、考えててもしょうがないですね。早く教室へ向かいましょう。


    



    



    　クラス替えによって、一年の時から一新されたクラスメイトたち。


    　ただやはりというか、僕が教室へ入ると例外なく皆からの視線を浴びてしまう。


    　もう慣れたとはいえ気分が良いものではないのは確かだ。


    　女子はちょっと怯おびえている子もいるのでショックである。


    　僕は黒板に書かれている座席表に従って自分の席へと向かう。幸い一番後ろの席だったので安あん堵どする。


    　僕が前の方に座ったら、後ろの人が黒板が見えないという悲しい事件が起きるからだ。


    　先生が来るまで多少時間があるみたいなので、自分の席に着いた僕は、カバンから一冊のライトノベルを出して読み始める。


    　今僕がハマっているライトノベルはラブコメものだ。


    　というより、あまりバトルファンタジーものは読まなかったりする。


    　自分が書くのはバトルファンタジー一択のくせに、どういうわけか読むのはラブコメや日常系というできる限り人が死なないような穏やかな物語ばかりだ。


    　何というか、バトル系は簡単に人が傷ついたり死んだりするので、読んでいると心がきゅーっと締め付けられて悲しくなってくる。


    　それでも、自分はそういうものを書く……というかそういうものしか書けないのだが。


    　いや、だからこそか。平和なラブコメものを僕の魂が欲しているのかもしれない。


    　──『妹が世界一カワイイとしか思えない』──


    　特に最近では妹ものを好んで手にしている。


    　この『妹カワ』はアニメ化もしている人気作品で、出てくる妹が本当に可愛かわいくてほっこりするライトノベルなのだ。


    　まあ世界一カワイイ妹はうちの珠たま乃のだが、それでも世界二位くらいのランクは上げたくなるくらいこの妹キャラは好きである。


    　また出てくる兄は、自分の身長が低過ぎるというコンプレックスを抱えており、それでも健けな気げに頑張ってプロのバスケット選手を目指しているのだ。


    　後半部分はともかく、前半の身長に対するコンプレックスというのが、正反対ながらどこか自分と似通っていて、感情移入できるから読み易やすいのかもしれない。


    　シリーズで十冊も出ており、アニメも第一期、第二期と絶好調で、このまま第三期まで行くのではと楽しみにしている。


    　すると周囲がざわざわとし始めたので、また自分のことかと思い顔を上げた。


    　しかし、皆の視線は僕へ集まってはいなかった。


    　視線のすべてが集つどうのは、教室に入ってきた一人の少女であった。


    　サイドポニーに結っている桜色の髪が、歩く度たびにユラユラと揺れる。外見はギャルっぽく、メイクや装飾もどこか煌きらびやかだ。耳にもキラリと光るピアスをしている。周りに愛想の良い笑みを振ふり撒まいていた。


    　その笑顔にやられた男子たちは頬ほおを染めて嬉き々きとしている。少し開いている胸元も、彼らをそうさせている原因の一つだろう。


    「ハッホー、また一年よろ～」


    　ギャルさんが手を振りながら、女子の集団へと合流する。言葉から察すると、彼女たちはどうやら去年も同じクラスだったのだろう。
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    「やったぜー！　あの桃ももノ森もりももりと同じクラスなんてラッキー！」


    「だよなだよな！　ああ、この一年で仲良くなって俺の彼女にしたい！」


    「バッカ、お前みたいなモブが何調子こいてんだよ！」


    「んだとこらぁっ！」


    　男子たちが色めき立っている。


    　それほどまでの有名人なのかと、注目を浴びる彼女が気になり、一目見ようと視線を向けた。


    　確かにルックスは目を惹ひく。まるでカリスマオーラでも出ているかのようだ。特に声がスッと耳を心地ここち好よくくすぐってきて、男子にとってはとても魅み力りよく的てきだと思う。


    　ふむ。男子たちが騒ぐのも分かりますが…………うん、珠たま乃のの圧勝ですね。


    　我が妹の方が百倍可愛かわいい。特に最近彼女が陽気に見せてくれる仕草。


    『にへへ～、た～まのんのん！』


    　太陽のような眩まぶしい笑みを浮かべ、小さな頭を左右に振りながら言うその仕草を見た時は、思わず膝ひざから崩れ落ちたものです。あまりの可愛さに。


    　ちなみにこのセリフは、最近珠乃がハマっている、子供に絶大な人気を誇る美少女アニメ──『魔法少女　マジカルまかろん』で、主人公が魔法少女に変身する際に口にする言葉だったはず。アレは『ま～かろんろん』と言っていたが。


    　可愛らしいキャラクターと同じポーズを取る珠乃だが、その愛らしさは見る者を天国へと誘いざなってくれることだろう。


    　まあ何が言いたいのかというと、妹が世界一カワイイとしか思えない。ということ。


    　そう結論付けて、僕は読書に勤いそしむことにしようとしたが、そのギャルさんがキョロキョロと教室内を見回し、その視線が僕を捉とらえる。


    　そのまま何な故ぜか僕の方へ近づいてきて……。


    「ねえ、あなたが噂うわさの巨人くんだよね？」


    「え？」


    　巨人という言葉に、反射的に顔を上げた。


    　すぐ近くにギャルさんが立っていたのでさらに驚く。


    「ねえ、立ってみてくれる？」


    「はぁ、構いませんが」


    　言われた通りに席から立つ。


    「うひゃ～、マジでデカイし。何センチあんの？」


    「[image: ]センチメートルですが」


    「わお！　２メートル超えとかチョーウケるんだけど～」


    　何がウケるのか自分にはよく分からないが、周りがそわそわし始めていることに僕は気づく。


    「ちょ、ちょっとももり！　怒らせたらどうするのよバカ！　止やめときなって！」


    「あはは、心配し過ぎだって理り菜なってば」


    「そだよ舞まい川かわの言う通りだって！　無理矢理押し倒されちゃうよ！」


    　ギャルさんの友達らしき人たちが血相を変えて注意する。特に真っ先に声を上げたギャルさんと風ふう貌ぼうが似通っている、舞川理菜と呼ばれた友人さんは一番心配そうだ。


    　……それにしても、一体僕はどういう目で見られているのでしょうか。


    　いえ、考えなくても分かってしまうのが悲しいです。


    「あの、もういいですか？」


    「へ？」


    「いえ、ですからもう座ってもいいですか？　本の続きが読みたいので」


    　するとギャルさんは、明らかに衝撃を受けたような驚き顔を浮かべた。


    「……ね、ねえ、アタシのこと知ってるでしょ？」


    「いえ、知りませんが」


    「は……はい？」


    「「「「はい？」」」」


    　ギャルさんだけでなく、クラスメイトたちまで目を丸くする。


    　え、知らないと変なのでしょうか？　そこまでの有名人という……こと？


    「……マジでアタシのこと知らないの？　去年の文化祭でも結構活躍したんだけどなー」


    「はぁ。すみません。文化祭の時は妹の面倒を見るのに忙しかったので」


    　この学園の文化祭は、外からお客さんを招くことができる壮大な規模になる。


    　妹を楽しませたいと思い、僕は彼女のエスコートをずっと文化祭時にやっていたのだ。


    　もし何か有名なイベントがあったとしても記憶にない。


    「ふ、ふーん……ちょっとショックかなー」


    「すみません。ですが興味がないものはさすがに知らないので」


    「きょ、興味ない……っ、は、初めて言われたんですけど……！」


    　愕がく然ぜんとした表情を浮かべるギャルさん。少し言い過ぎたかもしれない。


    「あ、失礼な物言いになってしまってすみません。えと……本の続きが気になっているので、もう座っていいですか？」


    「え？　あ、う、うん。いい……よ」


    　どうやらもう話が終わったようなので、僕は再度読書に意識を集中した。


    　僕に対する視線は感じるものの、先程と違って静せい寂じやくが場を包む中、扉が開き先生が姿を見せる。


    　そして二年になって初めてのホームルームが始まった。


    　本日は授業といっても、クラス内の決め事やら役員などを決め、親交を深めるためのちょっとしたオリエンテーションだけ。


    　故ゆえに午前で今日の日程は終わる。本格的な授業は明日からだ。


    　ホームルームが終わるとすぐにオリエンテーションが行われ、クラスからそれぞれ必要な委員を決めているところである。


    「では最後に飼育委員を決めたいと思いまーす」


    　有り余るほどの人気でクラスの委員長に就任したギャルさんが、黒板の前に立って進行を務めている。


    「う～ん、やっぱコレもクジ引きで選ぶしかないってことかぁ」


    　美化委員や保健委員なども率先して手を上げた者はおらず、結局クジで決まった。


    　ちなみに委員長はクラスのほぼ全員からの推薦でギャルさんになったのである。


    　そして、ここまで黙していた僕がスッと手を上げた。


    「！　え、えっと……巨人くんが……するの？」


    　嘘ぉ……といった感じで誰もが僕を見つめてくる。


    　しかし別におかしなことではない。みんなは知らないと思うが、実は去年も飼育委員を務めたのだから。


    　この学園ではたくさんの動物が飼育されている。何でも動物との触れ合いは心を豊かにするからという学園長の言い分らしい。


    　牛、馬、兎うさぎ、鳥、犬、猫などなど。まるで小さな動物園である。


    　昔から人には好かれないが動物には好かれた。この体格なので小動物など怯おびえてしまうのではと思うが、何な故ぜか外にいても野良猫やらが寄ってくるのだ。


    　僕も動物が好きなので、小学生からずっと飼育委員を続けてきた。


    　いつか動物がメインの小説でも書けたらいいですよね。


    「いけませんか？」


    「え？　う、ううん、いけなくなんてないし！　はい、じゃあ男子の飼育委員は巨人くんにやってもらうことになりました！　ハイみんな、拍手～！」


    　まばらに拍手が起こる。


    　しかし、少し耳を澄ませば、


    「おい、まさか動物を食う気じゃ……」


    「剥はく製せいにして売ったりとか？　闇オークションなんかに」


    「あの見た目で飼育委員とかギャップが酷ひでえ」


    　などと口々に勝手なことを言ってくれる。


    　はぁ。本当に僕のことをどんな目で見ているのでしょうか……。


    　皆の評価についガックリと肩が落ちてしまう。


    「じゃあ女子の飼育委員だけどぉ……」


    「あ、あの……」


    「ん？　わお！　もしかして、繭まゆ原はらさんがしてくれるのー？」


    「その……えと……は、はい」


    　手を上げたのは物静かそうな、おさげ髪が似合う女の子だった。


    　明らかにあたふたとしながらも、勇気を振り絞って手を上げたといった様子である。


    　……あれ？　あの人は……。


    　確か先程あった自己紹介の時間で、繭原糸いと那なと名乗っていた。


    　喋しやべり方もか細くおどおどしていたので少し印象的だったのを覚えている。


    　それに前髪が長く、目元が隠れているので、素顔がよく分からないのも記憶に残った。


    　ですが……うん。やっぱり見覚えがありますね。


    　自己紹介の時から、どこかで会ったことがあるような気がしていたのだ。


    　しかし、ハッキリとは思い出せない。どこかですれ違ったことがあるのかもしれない。


    　すると僕が繭まゆ原はらさんを見ていたこともあり、右斜め前に座っている彼女が振り向き様にこちらを見たことで目が合ってしまう。


    　直後、慌あわてたように繭原さんが顔を逸そらし目を伏せた。


    　ああ、もしかして怖がらせてしまったのでは……？


    　このガタイでこの目つきなので、まるで小動物のような彼女を怯おびえさせてしまった可能性が非常に高い。


    　繭原さんとは、できるだけ目を合わせないようにしましょう。


    　その方が彼女のためだと思い、僕は重い溜ため息いきを吐つき前を見据えた。


    　こうしてオリエンテーションも終了し、放課後を迎えることになった。


    



    



    　放課後になり帰宅しようと思い、下駄箱まで足を運ぶと──


    「あ、あの……」


    　不意に背後から声が届き、自分のことかなと振り返った。


    　するとそこには一人の女子生徒が立っている。


    　あれ？　確かこの人は……。


    　水色のおさげ髪。その遠慮がちな佇たたずまいからも、クラスメイトの繭原糸いと那なさんだとすぐに分かった。


    「……もしかして今自分を呼び止めましたか？」


    「え、えと……その………………っ」


    　何か小さな声でブツブツ言っているが聞き取れない。


    　少し近くへ行こうと一歩近づくと、繭原さんは逆に一歩遠ざかってしまう。


    　どうやら近づくのは止やめておいた方が良いようだ。


    「何かご用でしょうか？」


    「っ…………私…………ご、ごめんなさいっ！」


    　何な故ぜ謝られたのか分からないが、尋ねる前に繭原さんは、クルリと背を向けて去っていった。


    　何か用があったのでしょうか？


    　それとも下駄箱に用事があったが、僕のこの図体に怯えてしまい逃げ出してしまったのかもしれない。だとすると申し訳ない。


    　すぐにここを去るべきですね。


    　そう判断し靴を履はき替え帰ろうとしたのだが──


    　下駄箱から自転車置き場へと向かう道中、不機嫌にも口を尖とがらせている生徒会長に捕まってしまった。


    「放課後、逃げるなって言ったわよね？」


    　完全に忘れていました、はい。


    「あの、ですから先輩、小説の続きは今日の夜に……」


    「ああ、それはもういいわ」


    「更新する予定で……って、は？」


    　続きを催促するために現れたのでは……？


    「いいえ。良くはないけれど、今はそれどころではないの。少し私に付き合ってもらっていいかしら？」


    「はぁ、それは別に構いませんが」


    　特に切せつ羽ぱ詰つまった私用などはない。


    　多た華か町まち先輩のあとについて行くと、第六校舎の裏手にある倉庫へ到着した。


    　ちなみにこの学園はかなりの規模で、第一～第七校舎まで存在し、第六校舎は主に文化系の部活関連の部室で構成されている校舎である。


    　倉庫の扉が開いており、入り口の近くには大きなリヤカーがポツンと置かれていた。


    　そして倉庫の前には生徒が二人ほど立っている。


    「助すけっ人と、連れてきたわよ」


    「お疲れ様です、会長」


    「わわー、ほんとーに噂うわさの人を連れてきたんですねー！」


    　多華町先輩の言葉に対し、二人の生徒がそれぞれ反応を返す。


    　キリッとした秘書然とした眼鏡をかけた女子生徒に、どこかぽやぽやっとしているゆるふわ系の女子生徒。同じ赤茶色の髪もそうだが、どことなく顔立ちが似通っているように思えた。


    「紹介するわ二人とも。この子が不ふ々ふ動どう悟ご老ろうくんよ」


    「……どうもです」


    「不々動くん、この二人は私と同じ生徒会役員で、副会長の柴しば滝たき夏なつ灯ひと書記の柴滝秋あき灯ひよ」


    「？　お二人とも同じ苗みよう字じ……ですか」


    「察しの通り、この子たちは姉妹よ。夏灯の方は私と同級生で」


    「アキは噂の巨人くんと同じ学年だよー」


    　多華町先輩の言葉を受けて教えてくれたのは、妹さんの方だった。


    「こら秋灯、巨人くんではなくて不々動くんよ」


    　と多華町先輩に注意をされると、「ごめんなさーい」と軽やかに謝罪を返す。


    「えっと……何な故ぜ自分が呼ばれたんでしょうか？」


    　いまだにハッキリしてこない目的を多華町先輩に問う。


    「実はね、先生から倉庫の整理を頼まれたのよ。一応昨日のうちにいらないものをリストアップしておいたのだけれど……」


    　彼女が言うには昨日新一年生を迎える入学式があり、その流れで生徒会役員は、その際に教師からいろいろ仕事を頼まれたそうだ。


    　その仕事の一つに、長年あまり整理をしていなかった倉庫の片づけがあった。


    　とりあえず必要なもの、不必要なものを教師の立ち合いのもとリストアップし、作業は今日行うことになっていたらしい。


    　不必要なものは処分するということで、ここから少し遠い場所にあるごみ置き場へと運ばなければならない。


    　しかし昔の文化祭で使った看板や、何に使ったか分からない折れ曲がった鉄の棒やら結構大きくて重いものがあるとのこと。


    　女子だけでは作業効率が悪いということで、多た華か町まち先輩が誰か頼りになる者を考えたところ僕に白羽の矢が立ったというわけである。


    「なるほど、そういうことでしたか」


    「悪いわね。できるなら他の男子でも良かったのだけれど……」


    「会長に恩を売って良からぬ見返りを求める者たちが多いので、それは却下させてもらいました」


    　冷淡にも思える雰ふん囲い気きで言葉にしたのは姉の方の柴しば滝たきさんだった。


    「うんうん。会長ってばモテモテだからねー。是ぜ非ひともお近づきになりたいって男の子たちが多いんだよー」


    「ちょっと秋あき灯ひ、私はそんなにモテモテではないわよ」


    「わわー出たー。無自覚美少女ー。去年だけで三十二回も告白されておいてこれだもんなー。ねえねえ不ふ々ふ動どうくん、キミもそう思うよねー？」


    「そうですね。多華町先輩は綺麗で魅み力りよく的てきですから、男子にモテるのも不思議ではないかと」


    「んにゃっ!?　な、ななななな何アホなこと言うてんねんっ!?」


    　僕の発言を受け、あまり見せない動揺っぷりを露あらわにする多華町先輩。


    　どうも彼女は元々京都が実家らしく、普段は標準語だが時折こうして関西弁が出てしまう。


    「……？　何かマズイことを言ってしまいましたか？」


    「!?　～～～～～っ！」


    「わわー、こっちも天然さんだねー」


    「なるほど。演技にも見えませんし、会長が推薦するだけはありますね。興味深いです。ああ、それにしても関西弁の会長、実に可愛かわいらしいです」


    　多華町先輩は顔を真っ赤にして俯うつむき、柴滝妹さんはニヤニヤ楽しそうで、柴滝姉さんは納得だといった様子に加えてうっとり顔で首肯している。柴滝姉さんからはどことなく危ないものを感じるが。


    「と、ととととにかく！　不ふ々ふ動どうくんには倉庫整理を手伝ってほしいんや！　……おほん。手伝ってほしいのよ」


    　あ、言い直しましたね。


    「はい。そういうことでしたら微力ながらお手伝いさせて頂きます」


    　ではさっそくということで、まずは一番大きい看板をリヤカーへと運ぶことになった。


    　見た感じ、一人で運べそうなので、先輩方にはもっと軽いものを運ぶように頼んだ。


    「よいっしょ……と」


    　僕の身長くらいの鉄製の看板だが、持った感じで60キログラム程度なので問題ない。


    　僕は淡々と看板を運び、率先して大きくて重いものからリヤカーに積んでいく。


    　それを唖あ然ぜんとした様子で見守っている女子三人。


    「…………」


    「わわー、力持ちさんだねー。もう全部運び終わりそうだしー」


    「これは素晴らしい戦力になりましたね。さすがは会長の采さい配はいで……会長？」


    　顔を俯うつむかせて全身を小刻みに震わせている多た華か町まち先輩のことが気になったのか、柴しば滝たき姉さんが声をかける。


    　すると、突然バッと顔を上げた多華町先輩が自慢げに胸を張りながら言う。


    「さすがだわ！　さすが不々動くん！　私の目に狂いはなかったというわけね！」


    「ええ、会長はご立派です」


    「うんうん。お蔭かげで楽できますよー」


    　いや、お三人とも、できれば口より手を動かしてほしいのですが……。


    　明らかに働いているの僕だけになっていますし。


    　やれやれと鼻の頭をボリボリとかきながら作業を続けていく。


    　そうして彼女たちだったら数時間ほどかかるであろう作業を最短でこなし、一時間程度で倉庫整理は終了した。


    「本当に助かったわ不々動くん。あなたのお蔭でとても早く終わることができたわ」


    「いえ。先輩にはいつも貴重なご意見を頂いていますので。そのお礼ということで」


    「そ、そう？」


    「あれあれ～？　意見って何～？」


    「そうですね。私も気にはなります、会長」


    　僕たちの会話を聞いていたようで、柴滝姉妹が追及してくる。


    「べ、別に何でもないわ。そんなことよりまだ別の場所で他の子たちが仕事してるんだから手伝いに行くわよ！」


    　どうやら他の生徒会役員がまだ別の仕事に従事しているようだ。


    「自分はもういいんですか？　何でしたら他の方の仕事とやらも手伝いますが」


    「いいえ、もう十分よ。ありがとう。あとは私たちだけでも大丈夫だから」


    「それならもう帰らせて頂いても？」


    「わわー、ほんとーに見返りとか要求しないねー」


    「ええ、他の男子ならこれみよがしに会長に対して卑ひ猥わいな要求をするはずなのに……彼は本当に男なのでしょうか」


    　酷ひどい言われようですね。ただ単に恩返しのつもりでやっただけなのに……。


    　というよりこの程度で卑猥な要求をする男子なんていないとも思いますが……多分。


    「こら二人とも、不ふ々ふ動どうくんはそんな人じゃないわ！　この私が唯一認めている男の子なのよ！」


    　それは光栄な話だが、少しむず痒がゆさを感じる。


    　こんなにも嬉うれしい言葉を言ってくれるとは……。


    　これは、この先も多た華か町まち先輩たち読者の方々が楽しんでもらえる小説作りに励まないといけない。


    　僕が帰る前に、多華町先輩から「このお礼はいずれするわ」と言葉をもらい、僕はそのまま自転車置き場へと向かった。


    　自転車に乗り校門へと走る。


    　すると、門のところに人垣ができていた。


    　一体何事かと身長を活かして原因を探ってみると……。


    「……あれは」


    　門の前に車が停まっており、皆の視線を一身に受けて、車へ真まっ直すぐ向かう一人の少女がいた。


    　あの人は確か……桃ももノ森もりさん？


    　本日初めて知った有名人らしいクラスメイトの名前。まだ学園に残っていたようだ。


    　彼女は明るい笑顔を振ふり撒まき、男子たちが見守る中、車へと乗り込んでいく。


    「うっわーっ！　やっぱ可愛かわいいよな桃ノ森ももり！」


    「ああ！　あの笑顔を見てるだけで興奮するわー！」


    「当然だって！　何たって今を時めく大人気アイドル声優なんだからな！」


    　これはビックリです。


    　野次馬さんたちの話を聞くに、どうやら桃ノ森さんは声優をしているらしい。


    　しかもこれだけの人気を博す大人気のアイドル声優として。


    　なるほど。クラスでの皆の態度がこれで納得できた。


    　アニメや漫画は嗜たしなむが、声優事情には詳しくないのでまったく知らなかったのである。


    　確か去年の文化祭で活躍したとか言ってましたよね。そういえば有名な声優さんを呼んで公開生アテレコをするというイベントがあったことを思い出しました。


    　もしかしたらその時にも彼女が参加していたのかもしれない。


    「あの若さでもう社会で活躍しているとは素晴らしいことですね」


    　いつか自分も社会に出たら立派な仕事に就いてみたい。


    　ただ……と気になることが一つあった。


    　それは桃ももノ森もりさんが終始振ふり撒まいていたあの笑顔だ。


    　僕には、「これが笑顔です」というマスクを素顔に貼り付けているように見えた。


    　営業スマイルとも言えるかもしれない。それは彼女が人気声優だから仕方ないのかもしれないが、友人であろう者たちの前でもその笑顔だったのが気にかかった。


    　心の底から笑ったことがあるのでしょうか？


    　不意にそんな疑問が浮かぶが、自分もまた表情筋が死んでいるとまで言われたことがあるので完全にブーメランになってしまう。


    　いや、きっとたまたまなだけで、桃ノ森さんは僕と違って綺麗な笑顔を浮かべられるだろう。


    　そう思いながら僕は家に向かってペダルを漕こぎ始めた。
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    　はぁ、マジで疲れたし。


    　何で学園でまでアイドル声優しなくちゃなんないっての。


    　車の後部座席に腰を沈めると大きな溜ため息いきが自然と出る。


    「桃ノ森さん、学園生活はどうですか？」


    　尋ねてきたのは車の運転をしている柊ひいらぎ美み琴ことさんである。


    　彼女はアタシの芸能人としての活動をサポートしてくれているマネージャーだ。


    　本来なら新人のアタシに専属のマネージャーなどつかないが、トントン拍子で人気が出てしまい、今が売り出し時だとばかりに事務所がマネージャーをつけた。


    　こうして授業が終わり、仕事がある時は迎えにも来てくれるので助かっている。


    　ただこの柊さん、良い人だし美人なんだけどー、仕事人で冗談が通じない真ま面じ目めさんなので、あまり会話が楽しかった経験はないんだよねー。


    　まあこちらのプライベートにも深入りしてこないので楽といえば楽だけど。


    「別に、普通ですよー」


    「そうですか。何も問題がないようなら良かったです。さっそく仕事の話なのですが」


    　信号待ちになった時、柊さんがアタシのスケジュールがビッシリと書かれている手帳を開きながら説明し始める。


    「本日は《月刊アニメニア》と《声優シンデレラ》の表紙撮影が一件ずつ、アニメのアフレコでは先日渡していた二つの作品を録ることになっています」


    　今日もまた夜遅くまで仕事でいっぱいらしい。


    　声優は自分が小さい頃から夢に描いていた職業なので嬉うれしいことだが、少しハードスケジュールが重なり過ぎていて疲れを感じているのも確かだった。


    「あとですが……」


    　え、まだあるの？


    　思わず目を丸くしてしまう。


    　信号が変わり、柊ひいらぎさんは手帳を助手席に置くと車を動かしながら続ける。


    「以前お話しさせて頂いた『妹が世界一カワイイとしか思えない』の第三期アニメ化が決定されましたので、メインヒロインも続けて桃ももノ森もりさんにお願いしたいとのことです」


    「へぇ、頑張ってんですねあの変人も」


    「変人呼ばわりはどうかと。それにこの役のお蔭かげで人気に火がついて──」


    「いいんですよ。下へ手たに褒ほめたりすれば調子に乗るだけだし」


    　あの変人とは適度な距離がちょうどいい。


    　あまり近過ぎるのはハッキリいってウザいだけ。


    　ちらりと見れば、やれやれといった感じで柊さんは肩を竦すくめている。


    　もう少し大人になってほしいということかなぁ。子供でごめんなさいねー。それにその役は自分で勝ち取ったものじゃないし、心から嬉しくないの。


    　プロとしてはどんな仕事も全力で、なんだけど、やっぱり自分の努力で勝ち取った役の方がやる気は断然違うのも当然でしょ。


    「もう話がないなら少し仮眠取ってもいいですか？」


    「はい。現場に到着したら起こしますので」


    　アタシは軽く溜ため息いきを吐つくと、窓の方に顔を向けて目を細めた。


    　すると不意にある人物のことが脳裏に過よぎる。


    　そういやアイツ、アタシのこと知らなかったのよね。


    　アタシはアイドル声優ということもあり、それなりに学園でも人気者だ。だが認知度でいえば、どうしても勝てない人物が二人ほどいる。


    　一人は生徒会長の多た華か町まち紗さ依い。美術作品かと思うくらいに美しい容姿で、アタシもそこそこルックスには自信があるが、一目見て圧倒されたのを覚えている。


    　まるで神が自分で直接創つくったかのような、まさに時代に選ばれた女性だ。


    　ついそんなふうに思ってしまうほどに多華町紗依は別格であり、その人気はアタシよりも上である。


    　同じ女性として悔くやしいとも思うし、いつか超えてやりたい。


    　そしてもう一人──。


    　彼とは今日初めて対面した。


    　学園では『巨人』と呼ばれている人物である。


    　本人は知ってか知らずか、彼の認知度もまたずば抜けているのだ。


    　まあ彼の外見を一目見れば忘れもしないだろう。


    　あの驚きよう愕がくの巨体は、多た華か町まち紗さ依いとは別の意味で圧倒される存在感を醸かもし出している。


    　きっと今年入学してきた新入生たちにも瞬またたく間まに彼の存在が広がったことだろう。


    『アイドル声優』の桃ももノ森もりももり。


    『完かん璧ぺきな生徒会長』の多華町紗依。


    『巨人』の不ふ々ふ動どう悟ご老ろう。


    　この三人が、学園で人気を三分している。


    　ただ巨人くんの場合はポジティブな人気じゃないでしょうけどねー。


    　そこには畏い怖ふや忌き避ひ感かんみたいな負の感情も含まれていることだろう。


    　まあそんなこといったらアタシや生徒会長だって、他の女子に嫉しつ妬ととかされてると思うけどね。


    　でもそんなアタシのことを巨人くん──不々動くんは知らなかった。


    　それに……だ。


    



    『すみません。ですが興味がないものはさすがに知らないので』


    



    　今まで生きてきて、初めて言われた言葉である。


    　これでもアイドル声優なのだ。いや、たとえ声優をやってなくても、この見た目は少なからず自信がある。だって頑張って自分を磨みがき上げてきたのだから。


    　──ある目的を達成するために。


    　だから実際、一ひと目め惚ぼれをしましたと何度告白されたかも分からない。


    　男子なら多分アタシのような外見がタイプという人は多いと思う。


    　それは今まで過ごしてきた学園生活でも明らかになっている。


    　なのに興味がないときたものだ。


    　しかもアタシが接近しても表情一つ動かさなかった。


    　女子に興味無い？　……そんな男子っているの？


    　高校生男子という生き物は、エッチでバカな存在だってのは知っている。見た目が良い女子が近寄っただけでドギマギしたり、そうでなくとも意識してしまうものだろう。これもまた今までの経験だが。


    　実際今までの男子は胸とかお尻とか絶対に見てきたし。


    　しかし巨人くんは本当に興味がないものを見るような眼まな差ざしでアタシを見つめていた。


    　あんな態度を取る男子は彼が初めてだ。


    　少なくともアタシが変わろうとしたあの時からは──


    「……ちょっと悔くやしいし」


    　誰にも聞き取れないほどの小声で呟つぶやく。


    　すべての男子の視線はアタシのものなんてことは言わないし、そんなのはいらない。鬱うつ陶とうしいだけだから。


    　欲しいものも、認めてもらいたい人も自分の中にはちゃんと存在している。


    　けど……だけどああも興味を示されないのも何だかちょっとムカつく。アタシの言動で照れたり動揺するところを何となく見たいかも。まあ一種の好奇心だけどね。


    　でもどうすれば……と窓の外を眺めていたら、通りかかった公園で遊ぶ二人の子供に意識が向く。


    　男の子がブランコに乗っている女の子の背を押してあげていた。


    　直後、過去の記憶がフラッシュバックする。


    　それは幼い頃の自分と、ある大柄な少年との思い出。


    　ブランコの傍そばで泣きじゃくるアタシと、額から血を流して倒れている少年。


    　アタシのせいで酷ひどいことになっている少年が、それでも健けな気げに笑みを浮かべながらこう言う。


    



    『だいじょーぶだいじょーぶ』


    



    　その時、怪け我がを負ってもなおアタシのために浮かべる笑顔に、アタシの心は奪われた……んだと思う。


    　残念ながら彼はそれから数日後、この街からいなくなった。何でも親が実家に帰省するということでついてきただけとのこと。彼は自分の住む街へと戻っていったのだ。


    　…………あの額の傷。


    　気になったのは巨人くんの額にもついていた大きな傷きず痕あとである。


    　あれだけの血を流したのだから、一生残る傷になっていてもおかしくはない。


    　ただ……あの子は巨人くんみたいに不愛想じゃないもんね。


    　どちらかというとよく笑う活発な少年だった。確かに身体からだの大きさは普通の子と比べても大きかった気もするけど……。


    　ある公園で知り合って、それから一緒に遊ぶようになったのだ。


    　そしてあれがアタシの初恋──多分ね。


    　あの子とアタシは、事件が起こる前にある誓いを立てた。


    　あの子との誓いがあるから今のアタシがある。


    　いつかまた再会した時に、ある言葉を伝えたいから。


    　そう、あの子に認めてもらいたいからアタシは変わることができた。


    　だから絶対にいつか再会して、今の自分を見せてあげるんだ。


    　──とは毎日思ってるんだけど、結局会えてないんだけどね……。あの子もどこにいるか分からないし……はぁ。


    　…………あー、何かちょっとセンチメンタルになっちゃってたわ。とにかく今は巨人くんよ。待ってなさいよー、アタシの名前と存在をキミの脳に刻み付けてあげるから。


    「……フフフ、フフフフフフフフ」


    　突然笑い出したアタシを、柊ひいらぎさんがバックミラーで見ながら明らかに引いていた。
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    　家に帰ると、お祖ば母あちゃんが家の掃除をしていた。その手伝いをしたあとに畑の様子を見に行く。カラスなどの害獣の被害に遭っていないかを確かめるためである。


    　どうやらその心配もなさそうだ。


    　お祖じ父いちゃんがたまに様子を見てくれているようなので助かっている。


    　お祖母ちゃんと一緒に昼食の準備をし、まだ幼稚園にいる珠たま乃の無しの三人で食卓を囲う。


    　二人には学園でのことを聞かれたが、特に変わったこともないことを告げる。


    　お祖父ちゃんは、何を期待しているのか知らないが「つまらん」と言い、お祖母ちゃんは「また一年、怪け我が無く頑張るのですよ」と激励をくれた。


    　昼食を終えると自室へ向かいパソコンの前に座る。


    　今日は平日にもかかわらず、たくさん執筆活動ができるので嬉うれしい。


    　僕は『小説家になれぃ！』のマイページを開き、一応今夜予約投稿を設定していることを確認する。


    　しかし、マイページを開いた瞬間に目を引いた部分があった。


    　このサイトは、小説の感想欄の他に読者が作者とコミュニケーションを取れる手段がもう一つある。それが──《ダイレクトメッセージ》だ。


    　感想欄は誰もが確認できるが、《ダイレクトメッセージ》は送った本人と送られた者にしか閲覧することはできないようになっている。


    　多た華か町まち先輩も最初は感想欄の方に感想を書いてくれていたが、今では《ダイレクトメッセージ》で送ってくれていた。


    　そんな《ダイレクトメッセージ》の欄に『一件、メッセージがあります』と表示されていたのである。


    　また多華町先輩かなと思いクリックして確かめてみた。


    　しかし相手は何な故ぜか〝運営〟からだったのだ。


    「む？　珍しいですね。何も違反はしていないと思いますが」


    　仮に運営の規定するルールを逸いつ脱だつした行為をすれば、運営からまず注意勧告が行われる。あまりにも苛か烈れつな違反をした場合は問答無用でユーザー登録を抹まつ消しようされてしまう。


    　しかし、自分が何か違反した記憶はないのだ。


    　何かサイト全体の更新などの情報であれば、わざわざ《ダイレクトメッセージ》を使わずホームページにその旨むねを伝える文字やバナーなどが設置される。


    　つまりこれは個人的な用件があるということ。


    　僕は運営からのメッセージを開き、中身を確かめた。


    



    『いつも「小説家になれぃ！」をご利用頂き、ありがとうございます。運営の井い山やまと申します。突然のご連絡、失礼いたします。この度たび「株式会社超ちよう学がつ館かん、ドドド文庫　日ひ中なか 縁えん里り」様を名乗る方より書籍化のお申し出がございましたためご連絡いたしました』


    



    　……へぇ、書籍化ですか…………へ？


    　どこか他人ひと事ごとのような感覚で流し読みをしていたのだが、驚くべきワードが記載されてあり思わず仰ぎよう天てんして言葉を失う。


    「しょ、しょ、書籍化？　……いいえ、何かの間違いでしょう。目を擦こすって、再度ちゃんと確認してみましょう」


    　自分が明らかに動揺しているのが分かる。何せあまりにも現実離れした言葉だったから。


    　しかし何度読み返しても、どう見ても見間違いという考えは却下された。


    「し、しかもドドド文庫って、大手の出版社じゃないですか……!?」


    　ライトノベルを買うならドドド文庫と称されるほどの実績を持つ会社だ。アニメ化された作品も数多くあり、僕も何作品も読破させてもらっている。


    　まだ思考が定まらぬ状態のまま続きを読むと、その〝日中さん〟とやらからのメッセージが届いているらしく、ここに記述しておくとのこと。


    



    『不ふ動どうゴローさま。初めてご連絡させていただきます。私、ドドド文庫というレーベルにてライトノベルを中心とした小説の編集をしております、日中と申します。突然のご連絡、大変失礼いたします』


    



    　文面を読んでいくだけで心臓の高鳴りが激しい。


    



    『不動ゴローさまが「小説家になれぃ！」さまにてご連載されている「異世界の十眼使い」、個人的にも楽しく拝読させて頂いております』


    



    　たとえ嘘でもそう言ってくれるととても嬉うれしい。


    



    『今回ご連絡をさせて頂きましたのは、こちらの作品につきまして、弊社より、書籍として刊行をさせて頂くことは可能でしょうか？　ということです』


    



    　……本当の話、なのでしょうかこれは……。


    　確かにこのサイトにて、出版社から声がかかり書籍化したという話は初ではない。


    　ただまだ数えるほどであり、まさか自分に声がかかるとは到底考えていなかった。


    　人気でいえば、自分の作品は累計ランキング上位にも入っていない。


    　最近読者さんが増えてきているのは事実だが、まさかこのような話が舞い込んでくるなど誰が思うだろうか。


    



    『もちろん一度ご挨あい拶さつかたがたお話をさせて頂いた上でご検討、という形でも構いませんので、前向きにお考えいただければ大変幸いでございます。疑問点等ありましたら、下記のメールアドレスはもちろん、お電話でも承うけたまわれますので、お気軽にご連絡くださいませ。突然のご連絡にもかかわらず、不ぶ躾しつけな申し出で恐縮ですが、まずはお返事頂けると嬉うれしいです。何なに卒とぞご検討の程、宜よろしくお願い致します』


    



    　と、日ひ中なかさんの言葉はそこまでで、あとは会社の名前や住所、日中さんの所属部署や連絡先などが最後に書かれていた。


    　すべてを十回ほど読み返したあと、僕は大きな溜ため息いきを一つ吐つく。


    　パソコン画面を凝ぎよう視ししながら、いまだに脳が沸ふつ騰とうしているかのように思考が定まらない。


    「…………いや、こういう良い話には裏があるとお父さんも言っていましたし」


    　今頃天国で、「そうだぞ！　慎重に考えて決断するんだ！」とか言ってそうだ。


    　もしこれが詐さ欺ぎなら、むざむざと信じてお金をむしり取られかねない。


    　ただもしこの話が本当なら──。


    　それもまた可能性としては少ないながらもある話。


    「仮に本当だったとして、自分は作家としてデビューしたいのでしょうか……？」


    　自分はまだ学生だ。


    　デビューしたとて、ちゃんと仕事人としてやっていけるか分からない。


    　もちろん書籍化という話自体は嬉しい。


    　自分の本が世に出るということを夢想しなかったわけではないからだ。


    　もっと多くの人に読んでもらえるなら何と素晴らしいことだろうか。


    　ただやはり自分の今の立場ということもある。


    「…………ふぅ。まずはお祖ば母あちゃんたちに相談しなければなりませんね」


    　僕はそう思い、パソコンをゆっくりと閉じ、その足でお祖母ちゃんのもとへ向かった。


    



    



    「────なるほどな」


    　お祖じ父いちゃんがいつもより少し低い声を出して唸うなるように言った。


    　僕の話を聞いてくれたお祖ば母あちゃんも、どこか不安気な様子である。恐らく僕が口にした詐さ欺ぎかもしれないという言葉に対してのものだろう。


    「まあ詐欺だとしたら、その時は出るとこに出ればいい話だろう。それで？　お前はどうしたいんだ、ゴロー？」


    　ジッと僕のすべてを見抜くような眼力で見つめてくる。


    　武闘派の目つきは、たとえ老いたといえど鋭いものがある。いや、その年輪ゆえ、さらに強さを増しているような気さえした。


    「じ、自分は……」


    　つい言葉が詰まってしまうが、今の自分の考えを素直に口にしてみる。


    「……許可して頂けるならば、この話をお受けしたい…………かもしれません」


    「ふむ。何やら煮え切らぬ態度だな。まあ受けるとして、お前は学生だ。それでもか？」


    「…………はい」


    「これは遊びじゃない。金が絡からむ商売でもある。つまり、プロとして責任を負わんといかんというわけだ。今までのように楽しく小説を書くなんてできなくなるかもしれないぞ？　本当に安請け合いして後悔しないか？」


    「それは……」


    　確かにお祖じ父いちゃんの言うことも正しい。


    　これまでは金銭が発生せず、気軽に読者さんに向けて小説を書いてきた。


    　たった一人の読者さんが増えただけでも一喜一憂している状況である。


    　世に出れば数多くの目に晒さらされるはず。


    　その中には辛しん辣らつな感想を持つ人たちも出てくる。


    　いや、実際にこのサイトでも感想欄で批判をしてくる人が少なからず存在するのだ。


    　そのせいで書くことを止やめてしまう者も珍しくない。


    　万人に受ける作品などはない。


    　きっと批判の数も、今までとは比較にならないだろう。


    　そんな中、読者さんを満足させるクオリティを提供しなければならない。


    　それがプロ──。


    　もし悪あく辣らつな批評などで心が折れた時、商品だということを意識し過ぎた時、果たして今のように楽しく小説を書くことができるか否いなか……。


    　ハッキリ言って分からないというのが現在の答えである。


    「お祖父さん、とりあえずその編集者さん、ですか？　その方からお話を聞いてみてはいかがでしょうか？」


    　今まで静かに見守っていたお祖母ちゃんが提案してくる。


    「うむ。……そうだな。プロになるにしろならないにしろ、その人との話はきっとゴローのためにもなる。お前はどうだ、ゴロー？」


    「お祖じ父いちゃん…………はい。お話を聞いてみたいです」


    　今出せる最善の答えがこれだ。それに一番は、僕の作品のどういったところを気に入ってくれたのか、日ひ中なかさんに聞いてみたい。


    　すべては日中さんとの対話で今後の行き先を決めようと思った。


    「そうか。真ま雪ゆきは何と言っとる？　一応もう連絡はしとるんだろ？」


    　真雪というのはお母さんの名前だ。


    「はぁ、返事はきたんですが……」


    　お母さんには電話よりもメールで送っておいた方が確実なので、いつもそうしているようにメールで今回の件は送った。


    　ただ返事は──。


    『自分のことは自分で決めちゃえ！』


    　──だった。


    　何ともフリーダムな回答で、お母さんらしくホッと息を吐ついたのもあるが、それでいいのかという思いもまたあった。


    「あのバカ……息子のことだろうに。いやまあ、アイツらしいがなぁ」


    　お祖父ちゃんもお母さんの性格を熟知しているので、いろいろ諦あきらめているらしい。


    「とりあえずまあ、話を聞くってことでええな？」


    　お祖父ちゃんに「はい」と答えて、その日の話は終了した。


    



    



    　とんでもない事態から少し落ち着いたところで、幼稚園バスが自宅前に停まり、そこから珠たま乃のが先生とともに降りてくる。


    　時間がある時、いつもこうやって出迎えるのが僕の日課となっていた。


    「お出迎えお疲れ様です、お兄さん」


    「こちらこそいつもお世話になっています」


    　もう顔見知りなので、先生は僕を見ても驚きはせず普通に対応してくれる。


    　ただバスの窓からは、園児たちが「やっぱでっけー！」や「たまのちゃんのおにいちゃんおっきー」など興きよう味み津しん々しんといった感じで僕を見ているが。中には明らかに怯おびえている子もいるのでショックだ。


    「あっ！　にぃやんだ！　にぃやん、たらいまー！」


    　僕を視界に映すとタタタと駆け足で僕に抱き着いてくる。僕は珠乃の両りよう腋わきに手を入れて軽々と持ち上げ抱っこした。


    「おかえりなさい、珠乃」


    「にへへ～、あのねぇ、きょうねぇ、たのちかったのぉ！」


    「それは良かったです。ほら、先生にさよならの挨あい拶さつをしましょうか」


    　珠たま乃のを下ろすと、彼女は礼儀正しく頭を下げながら言う。


    「せんせぇ、さよーなら！　た～まのんのん！」


    「はい、た～まのんのん。また明日ね、珠乃ちゃん」


    　そう言って笑顔で先生は応じバスへと戻っていく。


    　それにしても先生の『た～まのんのん』、可愛かわいらしいと思った。まあオリジナルには到底及ばないが。何な故ぜなら先生には照れがあった。アレは全力で無邪気にやってこそとんでもない威力が生まれるのだから。


    　バスを見送ると、僕は珠乃と手を繋つなぎ、ある質問をする。


    「これから夕飯の買い物に行きますが、珠乃はどうしますか？」


    「いくーっ！」


    　珠乃が持っている可愛らしいピンク色のカバンを家の玄関に置くと、そのままの格好で僕のもとへ駆け寄ってまた手を握ってきた。
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    「ねぇねぇ、おかしかっていい？」


    「そうですねぇ。一つだけならいいですよ」


    「やったーっ！　にぃやん、だいしゅきー！」


    　ギュッと僕の足にしがみついてくる。僕はそんな珠たま乃のの頭を優しく撫なでてやると、嬉うれしそうに笑い返してきた。


    　僕たちは近くにある商店街の方へ向かう。途中何度か人とすれ違った。ご近所さんはいつものように挨あい拶さつをしてくれるが、初顔の人からは不審な目で見つめられた。


    　誘ゆう拐かいじゃないですよ？


    　心の中でそう言い訳をしながら、でもそう思われているのだろうと悲しくなる。


    　まあ実際に何度かこの状況で職務質問はされましたが……はぁ。


    　商店街へ辿たどり着つくと、まずは精肉店へ足を延ばす。


    　ここらでは僕と珠乃はすでに名物と化していることもあり、温かく出迎えてくれるので安心だ。


    　そうして肉、青果店では野菜などを購入して夕飯の買い出しは終了した。


    　珠乃も買ってあげた水みず羊よう羹かんを嬉しそうに持っている。ちなみに珠乃も祖父母の影響を受けたせいで、少し好みが他の幼稚園児たちとは異なっていた。


    　普通はチョコやスナック菓子といったものを好むだろうが、珠乃は和菓子が好きで、その中でも水羊羹が大の好物なのである。


    　これさえ与えておけば、たとえ機嫌が悪い時でもコロリと良くなったりするのだ。


    「珠乃、少し本屋さんに行ってもいいですか？」


    「ほんやしゃん！　おえほんかってくえゆの！」


    　ああー目がキラキラしてます。これは買わないという選せん択たく肢しはなさそうですね。


    「一冊だけでしたら」


    「わーい！　はやくいこ！」


    　グイグイと珠乃に手を引っ張られながら、商店街にあるこぢんまりとした書店へと入る。


    　何度も活用させてもらっている場所で、四十代くらいのご夫婦がお店を切り盛りしていた。


    　規模は小さいながらも品しな揃ぞろえが良く、特にライトノベルが豊富なので、いつも立ち寄らさせてもらっている。


    　珠乃はすぐさま絵本コーナーへ向かい、どれにしようか悩んでいる様子だ。


    　今のうちに僕も買う本を探さないと。


    「……あ」


    　平積みにされているのは今期注目されているライトノベルたちだ。


    　書籍化……か。


    　もし自分の本が出版されたらこの書店にも並ぶのだろうか。


    　そう思いイメージを膨ふくらませてみると、急に何だか恥ずかしくなってくる。


    　現実感は湧わかないが、それでも自分が手掛けた作品がここに並ぶと思ったら、いろいろ複雑な気持ちが渦巻く。


    　嬉うれしさももちろんあるが、本当に僕の作品で良いのかという疑問もまた浮かぶ。


    「……はぁ、いけませんね」


    　まだ書籍化の話を受けるとは決まっていないのに、少し脳内ではしゃぎ過ぎてしまった。


    　僕は今月発売したライトノベルを一冊手に取ると、珠たま乃のがいる方へ向かう。


    　するとそこには珠乃と楽しげに話している一人の少女がいた。


    「へぇ、そうなの～。お兄さんとお買い物に来てるんだね～」


    「うん！　これかってもらうの！」


    　すでに決めたらしい絵本を見せつける珠乃に、膝ひざを折りながら同じ目線で相対している。そんな優しげな笑みを浮かべている少女を見て僕は「あれ？」となる。


    　すると僕の存在に気づいたのか、珠乃が「あ、にぃやん！」と駆け寄ってくる。


    　少女はすぐに立ち上がり、挨あい拶さつの言葉を口にする。


    「い、いらっしゃい……ま……せ……っ!?」


    　だが、僕の顔を見てピキッと固まってしまった。


    「あのね、あのね、このおねえちゃとおはなししてたのぉ！」


    　無邪気な珠乃をよそに、少女は何な故ぜか恥ずかしそうに顔を俯うつむかせてしまった。


    　やはり、この巨体は特に女性を怯おびえさせてしまうようだ。


    　しかし妹がお世話になった以上、一応挨拶はしなければならない。


    「えっと……妹がすみません」


    「い、い、いえ、そそそそその……」


    　……あれ？　この人は確か……。


    　私服の上、エプロン姿だったため気づくのが遅れたが、よく見ればその人物は僕も知っている人だった。


    「あの、間違っていたらすみませんが────繭まゆ原はらさん、でしょうか？」


    「!?　わ、わ、わわわ私のことをご存じなんですか!?」


    「あ、はい。クラスメイトですから」


    　フルネームは繭原糸いと那なだったと思う。


    　長い前髪のせいで目がほとんど隠れて表情は分かりづらいが、どこか興奮している様子が窺うかがえた。


    「それにあの下駄箱でも……」


    「!?　そ、そそそそうですか！　そ、それは恐縮でございますです！」


    「いえ、こちらこそ妹がお世話になったようで」


    「い、いいいいいえ！　わ、私の方も楽しかったので！　あの、その、ですから……っ」


    　何だかとても話し辛づらそうだ。やはりクラスメイトといえど、僕はこの見た目だ。怖いのだろう。


    　だから下駄箱でも、逃げ出してしまったに違いない。


    「すみません。怯おびえさせてしまっているようで」


    「……ふぇ？」


    「すぐに出て行きますので」


    　こういうことは慣れている。彼女のためにも早々に立ち去らねば。


    　そうして珠たま乃のの手を取ってレジへ向かおうとすると、


    「あ、あのっ！　待ってください、不ふ々ふ動どうくんっ！」


    　背後から繭まゆ原はらさんに呼び止められた。


    　振り向くと繭原さんは口元を引き締めて意を決したかのように発言する。


    「お、怯えてなんて……いませんっ！」


    「え……？」


    「私は……私は……………………覚えて、いませんか？」


    「覚えて？　……何を、でしょうか？」


    　情報が少な過ぎて分からない。ただそう言われたことで必死に彼女について記憶を洗ってはいるが。


    「……去年、私もその……飼育委員……でした」


    「飼育委員……」


    「それで去年の夏休み……飼育小屋から馬が逃げてしまったことがあったのを、覚えていますか？」


    「！　……ありましたね」


    　そう。夏休みに動物たちの世話をするのも飼育委員の務めであり、当然僕も数日の期間だが仕事を割り当てられた。


    　その日は酷ひどい猛暑日で、熱中症で倒れる人が多いとニュースも賑にぎわっていたのを覚えている。


    　そしてそんな猛暑が一緒に作業していた他の飼育委員に襲い掛かった。


    　その日は僕を含めて四人の飼育委員が作業していたのだが、飼育委員の一人が馬小屋へ戻す時に倒れてしまったのだ。


    　そのショックからか馬がビックリして暴れ周囲を走り回ったのである。


    「その時……馬が暴れてしまって飼育委員の一人に……突撃していきました」


    「……まさか」


    「はい。それが私です。そして危うく馬に激突されそうになった私を、ある人が身を挺ていして馬から守ってくれたんです」


    「…………」


    「あの時はその……私のせいですみません……でした、不々動くん」


    　思い出した。確かに暴走する馬を止めたのは僕だった。


    　このガタイだからといっても、馬の突進力は半端なく、決して小さくない怪け我がをしたのを覚えている。何せ右肩が脱だつ臼きゆうしたのだから。まあ自分で治したけれども。


    「私を庇かばったせいで怪我までしたのに……私、怖くて……何も言えなくて…………あれからずっと謝らなくちゃって思って……」


    　ポロポロと涙を流し始めた繭まゆ原はらさんを見て、どうすればいいか狼ろう狽ばいし困惑してしまう。


    「え、あの……」


    　マズイです。幸い周りに他のお客さんはいませんが、こんな時どうすれば泣き止やんでくれるのかサッパリ分かりません。珠たま乃の相手ならば頭でも撫なでるのだが、さすがにそれは失礼過ぎてできない。


    　とまあ僕が現状をどうにかしようと悩みに悩み抜いていると……。


    「おねえちゃ？　どっかいたいの？」


    　珠乃が彼女へ近づき無む垢くな瞳ひとみを向けていた。


    「だったらいたいのいたいのとんでけーってしてあげゆ！　いたいのいたいの～とんでけぇぇ～！」


    「！　…………ふふ、ありがとう」


    　珠乃のお蔭かげで、繭原さんが笑顔になってくれて僕もホッとした。


    　本当にこんな時は子供の純粋な言動に救われる。


    　僕は一つ息を吐いて、呼吸を整えてから口を開く。


    「……繭原さん」


    「あ、はい！」


    「どうかあの時のことは気にしないでください」


    「で、でも！」


    「自分の行いで繭原さんが怪我をしなかった。それで自分としては大満足です」


    「っ……不ふ々ふ動どうくん」


    「それに自分は謝られるよりはお礼を言われた方が嬉うれしいです」


    「！　…………はい。不々動くん、去年は助けて頂きありがとうございました。えへへ、やっと言えた」


    　その時、ユラリと揺れた前髪から覗のぞいた彼女の瞳は、とても綺麗に輝いていて、魅み力りよく的てきな笑顔がそこにはあった。


    「うん。やはり笑っている顔の方が素敵です」


    「!?　しゅ、しゅしゅしゅてきなんてっ!?　そ、そのいきなり……だって……しょんなぁ……っ」


    「あれぇ？　こんどはおかおまっかっか？」


    「はぅ!?　み、見ないでくだしゃいぃぃ～っ！」


    　恥ずかしさの限界突破をしたのか、繭まゆ原はらさんは両手で顔を覆おおいながら座り込んでしまった。


    「もう、さっきからうるさいんだけど……って、糸いと那な？　あんた何してんの？」


    　店の奥からエプロン姿の女性が出てきた。


    「あら、いつも来てくれる子じゃない。いらっしゃい。もしかしてうちの娘が何かした？」


    　この女性こそ、店主の一人だ。僕のことも覚えてくれている。


    　あれ、今うちの娘って言いましたよね？


    「お、お母さぁん……」


    　繭原さんも店主の方を見てそんなことを呟つぶやく。


    　よく見れば繭原さんも店主と同じエプロン姿だ。


    「もしかして繭原さん、この書店の？」


    「あ、はい。その……たまに手伝っているんです」


    「今までよく会いませんでしたね」


    「そ、それはその…………私に勇気がなくて」


    「はい？　最後の方、聞き取れなかったのですが」


    「何だい、いつもこの子が来た時、店の奥に隠れてたじゃない。てっきり怖いんだと思ってたけど」


    「お母さぁぁぁぁんっ！　ち、違いますよ不ふ々ふ動どうくん！　ただその、まだ面と向かってお話しする勇気がなかっただけで！　だから下駄箱の時も……あ、あの時逃げてしまってごめんなさいでした！」


    　なるほど。どうやら繭原さんは結構内気な性格のようですね。


    　僕もこう見えて人見知りなところもあるので気持ちは分かります。


    　その時、きゅるるるるぅ～と可愛かわいらしい音が鳴る。


    「にぅ……にぃやん、おなかすいたぁ」


    「ああ、そうですね。では本を買って帰りましょうか」


    「あ、じゃあ私がレジ打ちしますね！」


    「お願いします、繭原さん」


    　嬉うれしそうにレジへ向かう繭原さんを見ていると、「飴あめちゃん食べる？」という繭原さんのお母さんの声がした。そちらへ視線を向けると、飴を差し出された珠たま乃のが、もらっていいのかどうか不安げに僕の顔色を窺うかがっている。


    　僕が「ちゃんとお礼を言うんですよ」と許可を出すと、嬉き々きとして飴を受け取る。


    「あ、これって『妹カワ』じゃないですか！」


    　突然繭原さんが興奮気味に声を上げた。


    「え……ああはい」


    　とはいっても本編ではなく短編集だが。いちファンとしてやはり短編集も読破しておくべきだと思っている。


    「も、もしかして不ふ々ふ動どうくんてラノベが好きなんですか！」


    　まるでお菓子を上げた時の珠たま乃ののような表情を見せる繭まゆ原はらさん。


    「はい、好きです」


    「ほ、本当ですか！　じゃ、じゃあ『転生したらドラゴンになった件』はどうでしょうか！　これは最近流行はやりの異世界転生ものでありながら、これまた流行りの最強ものというわけではなく、スライムにも負けてしまう最弱のドラゴンに転生した主人公が、その知恵を活かして異世界でスローライフを送っていくというもので、痛ましいバトルなどもあまりないどちらかというと日常系ですから──」


    「こーら、糸いと那な。お客さんが困ってるでしょ」


    「ふぇ？　あ、ああ！　す、すみません！　つい私ったら熱く語っちゃって！」


    「ごめんなさいね。この子ったらそのライトノベルに夢中で、語り出したら我を忘れちゃうのよ」


    　見れば繭原さんは「うぅ～」と恥ずかしそうに目を伏せている。


    「いえ、とても参考になります。今後も是ぜ非ひ、繭原さんにはいろいろと教えて頂ければ嬉うれしいです」


    「おやまあ、見た目の割りに優しい子じゃない」


    「ちょ、ちょっとお母さん、失礼だから！　あ、あの不々動くん、今言ったことその……本当ですか？」


    「はい。ただバトルものは読むのが苦手なので、それ以外をお願いしたいです」


    「それだと本当に『転ドラ』はオススメですよ！　先程も言いましたがバトルシーンはほとんどありませんし、あってもすぐ終わっちゃいますから」


    「なるほど。では試しに一巻を買わせて頂きます！」


    「はい！　……あの、良かったらでいいんですけど、読み終えたら感想を教えてくれますか？　その……こういう話ができる友達とかいないので……」


    「構いませんよ。では連絡先も交換しておきましょうか？」


    「い、いいんですか!?」


    「はい。その方がメールとかで連絡しやすいので」


    　多た華か町まち先輩のように感想なども即時送ることができるから。


    　しかし、よく知りもしない男の連絡先など欲しいだろうか？


    「もし嫌でしたら別に……」


    「い、嫌じゃないですっ！　ちょ、ちょちょちょっと待っててくださいね！　スマホ取ってきますからぁ！」


    　繭原さんはバタバタと、足早にレジのすぐ横にある階段を上がっていく。二階がどうやら生活空間になっているようだ。


    「もう、慌あわただしい子ね。許してちょうだいね。確か不ふ々ふ動どうくん、だっけ」


    「はい。不々動悟ご老ろうといいます。こっちは妹の珠たま乃のです」


    「たまのでしゅ！　よろしくなの！」


    「はーい。こっちこそよろしくねー。えっと、不々動くん、あんな子であまり友達もいないみたいなの。仲良くしてやってくれたら嬉うれしいわ」


    「もちろんです。自分もこんな見た目なので友達がその……あまりおらず」


    　あまりというかまったくいません……。


    「確かに怖いもんね。でもこうやって話したら礼儀正しくて良い子なのに。きっとあなたを育ててくれた方は立派なのね」


    　祖父母たちを褒ほめてくれるのは素直に嬉しい。母親はまあ……元気でやっていればそれだけでいいが。


    「お、お待たせしまし……きゃっ!?」


    「危ない！」


    　階段を踏み外した繭まゆ原はらさんが前のめりに倒れてきたところを、咄とつ嗟さに僕が抱き留めた。


    「大丈夫ですか、繭原さん！」


    「っ…………ふぇ？」


    「繭原さん？」


    「ふ、ふ、ふふふふじょうくんっ!?　ち、ちちちちかっ……きゅぅ～」


    　ボフッと頭から湯気を出した繭原さんは目をぐるぐる回して気絶した。


    「まったく、何やってんだいこの子は。不々動くん、ありがとね。ほら、起きなバカ娘」


    　繭原さんのお母さんが自分の娘の無防備な頬ほおをバシバシと叩たたき始めた。


    　見た目も肝きもっ玉たまお母さんという感じだが、こういうところも豪快なので思わず引いてしまう。


    　ていうより大丈夫でしょうか、繭原さんは……。


    「うぅぅぅ……痛いぃ……。お母さんのバカァ……」


    　起きた繭原さんは再びレジ打ちを再開してくれた。


    　そしてしっかりと連絡先を交換し、繭原さんに見送られながらその場をあとにしたのである。


    



    



    　──翌日。


    　いつものように早朝に畑の手入れをし、朝食作りを手伝ってから学園へ向かう準備をする。


    　一応日ひ中なかさんには、メールで後日会う約束を取り付けた。


    　明後日あさつてが土曜日で休日ということで、その日の午前十時に僕の家を訪ねてくれるとのこと。


    　何でも日中さんが住んでいる場所から、僕の家まで結構近いらしい。


    　学園に到着し、自転車置き場に自転車を置いて教室へと向かう。


    　どうやら今日は多た華か町まち先輩が襲しゆう撃げきしてくることはないようだ。


    　まあ彼女が望んでいた小説の続きは、昨日投稿したのだから問題ないと思う。


    　前と違ってそれほど続きが気になる終わり方もしていなかったはずなので。


    　実は昨日のことだが、そんな彼女に僕は「相談事がありますので、お昼にお時間取れますか？」といったような内容のメールを送ったのである。


    　多華町先輩は快く了承してくれて、約束を取り付けることができた。きっと朝に襲撃がなかったのは、その時にでも小説の催促をと考えているせいなのかもしれない。


    　本当はあまり二人きりで会っていると、多華町先輩の評判にも関わってくるので控えたいが、自分が相談できる年の近い相手は彼女くらいしかいない。


    　多華町先輩との約束は忘れないようにと、自分に言い聞かせながら教室へ入ると、


    「おぉ、今日もでけえなぁ」


    「それに怖こぇぇ」


    「けどあの身長、10センチくらい俺にくれねえかなぁ」


    　などなどの呟つぶやき声が聞こえてくる。


    　今日もいつも通りの言葉に軽い溜ため息いきが零こぼれ出てしまう。


    　するとすでに繭まゆ原はらさんがもう登校していたらしく、僕の姿を見ると小さな声で「お、おはようございましゅ」と彼女らしい挨あい拶さつをくれた。


    　なので僕も会え釈しやくをしながら「おはようございます」と返す。


    　そのやり取りを見ていたクラスメイトたちは、不思議そうに首を傾かしげている。


    　それはそうだろう。普通に考えて接点の無さそうな二人の上、クラスの中でも一番大人しそうな繭原さんが率先して僕に挨拶をしたのだ。驚くのも無理はない。


    　挨拶を返されたことが嬉うれしいのか、ぱあっと笑みを浮かべた繭原さんだったが、すぐに恥ずかしくなったようで自分の席に座って大人しくなった。


    　僕も席に着くと、繭原さんに薦すすめてもらったライトノベルを読み始める。


    　昨夜は半分まで読んでから寝た。


    　書店の娘である繭原さんがオススメするだけあり、この本は面おも白しろい。転生ものはバトル系が多く、あまり読んでこなかったが、ほんわかする日常シーンがたくさんあって僕好みだ。


    　ドラゴンのくせにといったら失礼だが、小さな妖精に恋をするというのがまた斬ざん新しんで興味をそそられる。


    　巨体で他のモンスターから恐れられるドラゴンだが、その性格はどちらかというと引っ込み思案で物静かなのだ。


    　何だか自分と似通っている部分があると思い、つい夢中になって読んでしまう。


    　しかし恋……ですか。


    　今までそんな淡い思い出など一つも経験してこなかった自分には理解できない感情だ。


    　だから、ラブコメを書けないということもあるかもしれないが。


    　ドラゴンは妖精を好きになり、どうにか振り向いてもらえるように必死に自分を磨みがく姿はとても健けな気げだ。


    　自分ももし誰かを好きになったら、こんなふうに真まっ直すぐに想いを貫くことになるのだろうか。


    　う～ん…………想像できませんね。


    「……ぇ」


    　まあ恋が人生のすべてでもありませんし、今の僕には関係ないかもしれません。


    「……ね……ら」


    　ただ恋という感情は理解しておいた方が、良い小説を書けるような気もしますが。


    「ねえ……っ、ねえったら！」


    「！　はい!?」


    　そこで初めて自分に向けて誰かが声をかけてきていることを知る。


    　視線を本からその人物へと移す。


    「はい？　じゃないし！　何度も声かけてるのにスルーとかチョー傷つくんですけどー？」


    　机の前に立っていたのは学園のアイドル的存在──桃ももノ森もりももりだった。


    「えっと、すみません。少し本に夢中になってしまっていて」


    「ふーん。それって何？　……ラノベ？　へぇ、巨人くんってば見かけによらず、オタクなの？」


    　ラノベ？　略語を知っているということはライトノベルという存在を知っていることに繋つながる。彼女の印象とはずいぶんとギャップがあったが、そういえば彼女は声優だったと思い出す。


    「どうでしょうか。漫画やアニメもある程度は見ますが」


    「つーか明らかにスポーツマンってキャラじゃん、キミ。スポーツとかはやんないわけ？」


    「はぁ。どちらかというと文化系なので」


    「ぷっ、その見た目で文化系とかギャップが激爆なんですけどー！」


    　げき……ばく？　そんな言葉ありましたっけ？


    　少なくともこの会話の流れで使うような単語は思い当たらない。


    　大人気の彼女が話しかけてきているものだから、誰もがこちらに注目している。


    　しかし、一体彼女は僕に何の用があって話しかけてきているのでしょうか？


    「あの、何かご用でしょうか？」


    「へ？　ああそうそう。ちょっと巨人くんに頼みがあってさー」


    「はぁ。何でしょう？」


    「お昼、一緒に食べない？」


    　ガタッと座っていた男子たちが一斉に立ち上がり、女子たちも目を丸くして僕たちを見つめる。


    　あの繭まゆ原はらさんでさえ何な故ぜか不安そうに視線を送ってきていた。


    「どうどう？　アタシと二人っきりで？　いろいろサービスしてあげちゃうよ？」


    　何だか男子たちの視線が熱烈で痛いのですが……。


    　特に男子たちは「サ、サービスだと……っ！」と口にしながらゴクリと喉のどを鳴らしているし、そんな男子たちに、軽けい蔑べつの視線を送っている女子たちもいて、教室の雰ふん囲い気きが悪い。


    　しかし誘われた以上はちゃんと返事をしなければならない。


    「すみません。お断りします」


    「へ……？」


    「「「「はあぁぁぁぁぁっ!?」」」」


    　突然クラスメイトたちが同じような表情で声を上げたので驚いた。


    　クラスが一体になるということはこういうことなのでしょうか。


    「お、おい、断るのかよ……！」


    「嘘だろ……。普通ＯＫするよな？　俺だったら突然踊り出しても不思議じゃねえ……」


    「つーか何で巨人なんかに、羨うらやまし過ぎるぞ！」


    　男子たちは口々にそんなことを言っている。中には嫉しつ妬との感情も見えるが。


    　女子たちも信じられないというような表情を浮かべている。


    　誘ってくれた本人もまた、笑顔を固めたまま頬ほおを引ひき攣つらせながら僕に向かって続きを話す。


    「へ、へぇ～、断っちゃうんだぁ。ふ、ふぅん……一応理由を聞いてもいいかな？」


    「先約がありますので」


    「せ、先約？」


    　僕にとって約束というのは絶対守るべきルールだと思っている。


    　特に自分からお願いしたものなら尚なお更さらだ。


    「すみません。ですから桃ももノ森もりさんのお誘いは受けられません」


    「そ、そぉなんだぁ……っ」


    「あの、本を読みたいのでもういいでしょうか？」


    「!?　…………いいわよ」


    　そうして僕は何だか静せい寂じやくに包まれた教室の中、一人授業が始まるまで読書に勤いそしんだのであった。


    



    



    　僕は昼休憩に入った直後、自分の弁当箱を持ってある場所へと向かった。


    　そこは生徒会室であり、約束通り多た華か町まち先輩と昼食を一緒に食べるために来たのだ。


    　ノックをすると部屋の奥から聞き慣れた声で入室の許可が聞こえた。


    「失礼します」


    「待っていたわよ、不ふ々ふ動どうくん」


    　生徒会室はなかなかに広く、コの字形に置かれた長卓が中央に位置し、壁際には大量の資料が収められた棚がズラリと並んでいる。また隣にも部屋があり、そこは給湯室的なスペースとなっていて冷蔵庫や調理器具などが置かれていた。


    　そんな室内で僕を待っていてくれたのは生徒会長の多た華か町まち先輩である。


    「すみません先輩、いきなり時間を取ってくれなどと」


    「別に構わないわ。先日のお礼も改めてしたかったもの。本当に助かったわ、ありがとう」


    「いいえ。こちらこそ普段からお世話になっていますので」


    「ふふ。ところで不々動くんが時間を取ってほしいというのは珍しいわね。何か深刻な問題でも起こったのかしら？」


    「それが……実はですね──」


    　僕は書籍化の話を彼女に伝えた。


    「──というわけで、実際問題本当に僕などがプロの作家になっていいものかと……って、先輩？」


    　見れば多華町先輩はまるで凍結の魔法でも受けたかのように硬直していた。


    「あ、あの……」


    　何度か彼女が反応するまで呼びかけるが、いまだ彼女の時は凍ったまま。


    　しかし次の瞬間──バンッ！


    　突然多華町先輩は、テーブルを叩たたきつけて立ち上がった。


    「お、お赤飯やっ！」


    「へ？　はい？　あ、あの先輩？」


    「えらいこっちゃやんか！　何でもっと早はよう言ゆうてくれへんかったん不々動くん！」


    「そ、それはその……すみません」


    　それよりも彼女が明らかに興奮していることに僕は驚いていた。


    「これはあれやね、もう大々的に宣伝せんと！　お赤飯も炊いて、パーティの準備もして。あ、もちろんウチは読書用、保存用、布教用に買うから安心してな！」


    　いや、そこまでしてもらわなくても。というか本当にその三種類で買う人いるんですね。


    「せ、先輩はその……僕の作品が書籍化したら嬉うれしいん……ですか？」


    「あったり前やんかっ！　私は不ふ動どうゴローの一番のファンなんやで！」


    　愚問だと言わんばかりに胸を張る多華町先輩。


    「……あ、熱いですね先輩」


    「へ？　……っ!?　おほん。……少し取り乱し過ぎたわね、ごめんなさい」


    　今更取とり繕つくろっても遅いと思うが、それについては言及はしないでおこう。


    「先程も言った通り、私としては嬉うれしいわ。大好きな小説が書籍になるんだもの」


    「そう、ですか……」


    「あら、もしかしてあなたはあまり乗り気ではないの？」


    「いえ。もちろん嬉しいです。ただ……まだ学生ということもあり、本当に自分などがプロとしてやっていけるのかと思うと……」


    　前に言ったお祖じ父いちゃんの言葉がやはり胸に突き刺さっている。


    　責任という言葉が重く肩にのしかかっているのだ。


    「……そうね。確かに書籍化という言葉だけに浮かれていたけれど、それは多くの人が希望を込めて精一杯作ったもの。そして結果を出すべき商品でもあるわ」


    　多た華か町まち先輩の言う通りだ。


    「けれどね、今のあなたの発言だけは許容することはできないわ」


    「え？」


    「自分などが、って言ったでしょ。それはファンをも裏切る言葉よ」


    「あ……」


    「私は──いいえ、あなたの作品が更新されるのを心待ちにしている読者は、きっとあなたが生み出す文章が、キャラクターが、ストーリーが好きなはずよ。だからこそファンとして、書籍化という事実はとても嬉しい」


    「あ、ありがとうございます」


    　こうして真まっ直すぐ言われるとやはり照れ臭い。


    「だからあなたを支えてくれているファンのためにも、自分を卑ひ下げしたりしてはダメよ。傲ごう慢まんになれとまでは言わないわ。ただ少なくともあなたを応援している者たちがこの世界のどこかに必ずいるということだけは覚えておいて」


    　何な故ぜだろうか。何故彼女の言葉はこんなふうに心にスーッと入ってくるのだろうか。


    　とても心地ここち好よく、それでいて熱くさせてくる。


    　きっとそれは多華町先輩の嘘や偽いつわりなど欠片かけらもない本物の言葉だからだろう。


    「……ありがとうございます。やはり先輩に相談して良かったです。あなたはいつも自分にとって必要な言葉をくれる。本当に感謝しています」


    「ふふふ、当然よ。私はあなたの一番のファンだもの」


    　思い起こせば『ハナハナ』としての彼女もこうだった。


    　褒ほめてくれることもあれば、ちゃんと間違いを指摘してくれたり、こうすればもっと良くなるのではとアイデアも出してくれていた。


    　妄もう信しんしたイエスマンではなく、互いにもっと良い作品を作っていくパートナーのようだったのだ。


    　だから僕は多華町先輩のことを信頼しているし、こうして何かに悩んだ時は彼女に相談をするようになった。


    「まあでも、改めて本当におめでとう」


    「あ、はい。ですがまだ書籍化できるかは分かりませんが」


    「あなたはまだ自信ないの？」


    「い、いいえ。ただその……詐さ欺ぎの可能性もあるようなので」


    「ああ……なるほど。もしそうなら言いなさい。その時は……ウチの全権を以もつてその詐さ欺ぎ師しを滅ぼしたるさかい。フフフフフ」


    　黒い。黒いです先輩。すっごく怖い笑みになってますよ。


    「そういえばその編集者さんが来るのはいつなの？」


    「明後日あさつての土曜日です」


    「へぇ、ずいぶんと急なのね。でも楽しみだわ。本当に書籍化できたら、お祝いのパーティでもしましょうね」


    　自分のことのように喜んでくれる先輩を見て、僅わずかながらプロになる決意が固まりつつある。


    　やはり先輩に頼って本当に良かった。


    　僕こそ今度何かお礼をしなければなりませんね。


    　そうして僕たちは、小説の話で盛り上がりながら楽しい昼食を満まん喫きつした。
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    「むむぅ……どういうことよコレは！」


    　アタシは今、生徒会室の扉の前まで来ている。


    　理由は簡単。だってここに巨人くんが入っていくのを見たから。


    　朝、彼に昼食を一緒にしないかという話をした。


    　まさか一瞬で断られるとは思わなかったけれど。


    　今までの男子なら、それこそ大手を振って喜んだっていうのに。


    　だってこれでもアイドルだし。声優だし。美少女だし。


    　それなのに顔色一つ変えずにごめんなさいされた時は、顎あごが外れるかと思ったし。


    　あれね、多分アタシに告白して振られた連中はいつもあんな感じなのね。


    　別にアタシは振られたわけじゃないし、ただ巨人くんには用があっただけだけど、でもその用事が問題だった。


    　生徒会と巨人くん。あまり接点が無いように思えて不思議だったので、つい出来心で少しだけ扉を開けて中を確認してみたのだ。


    　するとそこには巨人くんと、あの完かん璧ぺき無敵の生徒会長様がいたのである。


    　えっ、どういうこと！　密会!?　いや、巨人くんが何か危険なこととかして呼び出しを受けたの!?


    　などなどいろいろ憶おく測そくが脳裏に浮かぶが、ここからでは会長の顔しか見えないのが残念。


    　しかも声も聞き取り辛づらい。


    　ただ気になったのは、会長が楽しげな表情を浮かべていることである。


    　外ではいつも毅き然ぜんとして女性の憧れのようなカッコいい存在である会長が、まるで家族に接しているかのような柔にゆう和わな笑みを浮かべているのだ。


    　その表情を見て軽くショックを受けた。


    　そんな顔、できるんだ……。


    　恐らく他の生徒だって、この状況を見たらそう思うだろう。


    　そして、それが会長の素の表情だということも何となく分かった。


    　また少し巨人くんの横顔が視界に映ったが、それもまた衝撃だったのである。


    　何せハッキリとは笑っていないが、どこか温和で優しげな雰ふん囲い気きを巨人くんが表情に出していたように感じたからだ。


    　へぇ、会長の前では、そんな顔になるんだ。


    　……何よ、最強の先約じゃない。


    　さすがに相手が彼女では反論もしにくい。


    　他の男子たちだってアタシと会長のどっちを取るかというと、多くが会長を取ることだろう。


    　やっぱ巨人くんもアタシなんかより会長かぁ。


    　何だか普通過ぎてちょっとガッカリした。


    　それと同時に、あんな無表情無感情朴ぼく念ねん仁じんの彼がアタシの前では一切表情を変えないのに、会長の前だけ雰囲気が緩むとかムカっとした。


    　でも、そうよ。やっぱり巨人くんがあの子なわけないし。


    　過去に経験した初恋の男の子。


    　少しだけ巨人くんと被かぶったが、彼ではないと感情が決めつける。


    　一方で、ちゃんと確かめたい……という気持ちも湧わく。


    　そうだ。あの額の傷をいつ頃負ったのか、それさえ確かめれば確信が持てるはずなのだ。


    　でも……。


    「…………はぁ。何してんだろ、アタシ。帰ろ」


    　釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱えたまま、アタシは自分の教室へと重い足取りで戻っていった。
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    　いよいよこの日がやってきました。


    　そう、編集者の日ひ中なかさんが来る日なのです。


    　もしくは詐さ欺ぎ師し……いやまあ、できればこっちの考えは当たってほしくありませんが。


    　朝早く起きて念入りに客間を中心に掃除した。


    　お客様をお迎えしても失礼のない程度には綺麗だと思う。


    　僕は時計に視線を向ける。現在午前九時五十分。


    　約束ではあと十分で、この家のチャイムが鳴るはずだ。


    　……ああ、いけませんね。まるでマラソンでもしたかのように心臓が高鳴っています。


    　すでに出迎えの準備は整っているので、あとは待つだけなのだが……。


    「こらゴロー、そう忙せわしなくキョロキョロするな、鬱うつ陶とうしいわい」


    　縁側に立ちそわそわしていると、居間でゆったりとお茶を飲みながら新聞を読んでいるお祖じ父いちゃんから注意を受ける。


    「そうだそうだー、きょろきょろしゅるなー！」


    　お祖父ちゃんと並んでいるお祖ば母あちゃんの膝ひざに座って、クレヨンで絵を描いている珠たま乃のが、面おも白しろそうにお祖父ちゃんの真似まねをする。


    「──あー、マジカルまかろんだぁ！」


    　珠乃が嬉うれしそうにテレビに映っているキャラクターを指差す。


    　どうやら彼女が今ドハマりしているアニメキャラクターのＣＭが流れているようだ。


    「ま～かろんろん！　まじかるぅ～えぼびゅーしょーん！」


    　キャラクターと同じ掛け声とポーズをする珠乃。


    　本当にこのキャラクターが好きですね珠乃は。……でも改めて聞くと、このキャラクターの声、どこかで聞いた覚えがある気がするんですが。


    「……あ、おわっちゃったぁ」


    　ＣＭが終わって少しガッカリする珠乃だが、今度は美お味いしそうなカレーのＣＭが流れると──


    「かえーだぁ！　おいしそー。かえー、かえー、たっべたいなー」


    　珠乃はいいですね、無邪気で。こっちは人生の分岐点を迎えている気分で落ちつかないというのに。……いや、ここは深呼吸ですね。


    　そう思って僕は縁側に腰を下ろし、正座で精神集中をするのだが……。


    「……………………あの、珠乃？　背中に乗るのは止やめてほしいのですが？」


    「にへへ～」


    　いえいえ、にへへではなく。……はぁ、これでは瞑めい想そうもできません。


    　僕は珠たま乃のを右肩に乗せると、彼女も楽しげにキャッキャと声を上げながら僕の顔をペタペタと触り始める。少しくすぐったい。


    　そうですね。慌あわてたって仕方ありません。


    　僕も男です。不動の精神を以もつて待ち構えていようではありませんか。


    　──ピンポーン。


    「こっ、こっ、こここここ来られたのですか!?　ま、まだあと六分二十四秒もありますがっ！」


    「だから落ち着けというに」


    　そう言われてもお祖じ父いちゃん！


    　ああダメだ。やはり不動の心というのは難しいものだったようです。


    　お祖ば母あちゃんが玄関へ出迎えに行くが、どうやら宅配便だったらしい。


    　詰まっていた息を吐き出し、再度深呼吸をする。


    　そうです。僕は虎です、虎になるのです。……ん？　いやいや、虎になってどうするんですか。戦いにでも行くのですか僕は！　というか僕は虎というよりは熊の方がしっくりくるというか……ああいえ、こんなくだらないことを考えている暇ひまなどありませんね。


    　──ピンポーン。


    　……ふぅ。まだあと二分十三秒もあります。もう慌てませんよ。どうせまた宅配便かご近所さんのどちらかです。


    　僕は心を落ち着かせて、とりあえず珠乃を肩から下ろすと、縁側から居間へ移動し、用意したお茶を口に入れて──。


    「ゴローさん、出版社の方が来られましたよー」


    「ぶほぉぉっ!?」


    「わっつ!?　何しやがるゴローッ！」


    「げほっ、げほっ、げほっ！　ず、ずびばぜん！」


    　まさか今度は本命だとは。


    　思わず口に含んでいたお茶を噴いてしまった。その犠ぎ牲せいになったのはお祖父ちゃんだが。


    　お祖父ちゃんは直接目にお茶が入ったようで、読んでいた新聞を放り投げると、布ふ巾きんを手にしてしきりに目元を拭ぬぐっている。


    「どうぞどうぞ、こちらが客間になっておりますので」


    　お祖母ちゃんが編集者さんを客間へと通していく。


    　僕も急いでそちらへと向かわねばならない。


    　いまだに布巾で目元を覆おおい、僕を見ていないお祖父ちゃんに、再度心の中で謝罪をしながら席を立つ。


    　和室になっている客間の前に立つと、中から軽く談笑している声が聞こえる。


    　さすが僕と違ってコミュニケーション能力に長たけているお祖ば母あちゃんだ。もう笑い声を交えた会話に発展しているらしい。


    　……よ、よし。行きましょう！


    「ふ、不ふ々ふ動どう悟ご老ろう、は、入ります！」


    　意を決して襖ふすまを開けて中に入った。


    　そこにグレーのスーツに身を包んだ女性とお祖母ちゃんがいた……のだが、何な故ぜか二人とも僕の顔を見て時を凍らせたかのように固まっている。


    　……何故そんな驚いたような顔を？　……はっ！　まさか挨あい拶さつの仕方を間違っていたとか!?　少し大きな声を出し過ぎましたか？　いや、やはりこの見た目……あれ？　でもじゃあ何故お祖母ちゃんも？


    　この見た目で驚かれるのは理解できる。初対面なら尚なお更さらだ。


    　しかしお祖母ちゃんも、というのが分からない。


    　すると……。


    「「──フフフフフ」」


    　突とつ如じよ、二人して顔を背けながら笑い始めたのである。


    　………………はい？


    「ほれゴロー、何突っ立ってんだ……って、何だお前その顔は！」


    　後ろからやってきたお祖じ父いちゃんまで、僕の顔を見てギョッとなる。


    「え？　か、顔……ですか？」


    「フフフフ、ゴローさん、はいこれ」


    　と、いまだに笑いながら、お祖母ちゃんが手鏡を渡してくれたので確認してみて納得した。


    　僕の顔には、それはもう誰かさんの芸術作品が刻まれていたのである。


    　まるで出来の悪いピエロのような仕上がり。


    　僕は振り返って犯人である人物に視線を向けた。


    　その人物は、お祖父ちゃんの後ろでにんまりと笑顔を浮かべていた。


    「やってくれましたね、珠たま乃の」


    「にへへ～。にぃやん、おもしろいの～」


    　思えば先程この子を肩に乗せて瞑めい想そうをしていた時、何やら顔を触っていたようだが、恐らく手に持っていたクレヨンで、僕の顔を画用紙にしていたのだろう。


    　確かに手鏡で見れば、クスッと笑ってしまうような化粧になっていた。


    「…………はぁ。顔、洗ってきます」


    



    



    「そ、その、お待たせして申し訳ございませんでした」


    　洗顔後、すぐに客間へと戻り編集者さんに謝罪をした。


    　現在この客間には僕と編集者さん、そしてお祖じ父いちゃんだけだ。


    「いえ、こちらこそ笑ってしまって申し訳ありません」


    　同様に頭を下げてきた。


    　丁てい寧ねいな返しと同時に、この女性がとても凛りんとしていて『デキる女性』をイメージさせる。


    　顔を見ると、ナチュラルメイクではあるが非常に整った顔立ちをしており、ビシッと決まったスーツ姿もそうだが、背中に一本筋が入ったような佇たたずまいは美しいとさえ思う。


    　少し目つきは鋭いが、大人の女性という枠組みにピタッと当あて嵌はまるような二十代の人物だろう。


    「まずは自己紹介をさせて頂きます。私は株式会社超ちよう学がつ館かん、ドドド文庫編集部の日ひ中なか縁えん里りと申します」


    　そう言いながら僕だけでなく、お祖父ちゃんの分まで名刺を差し出してくる。


    　名刺を見る限り、確かに今口にしたような肩書と名前が書かれていた。


    　コレが詐さ欺ぎだとしたらずいぶんと手の込んだことだと思うが、こうして日中さんと相対してみても、他人を騙すような人物には思えない。


    　だとするとやはり今回の話は本当なのだろう。確信に近いものを感じると胸が熱くなってきた。


    「じ、自分は不ふ々ふ動どう悟ご老ろうと申します。『小説家になれぃ！』では不ふ動どうゴローとして活動させてもらっています」


    「はい、存じ上げています」


    　それはそうか。だからこそこの人はここにいるのだから。


    「先んじてメールを送らせて頂きましたが、この度たびはこのような場を設けて頂き誠に感謝致します」


    「い、いえ、こちらこそわざわざご足労頂きありがとうございます」


    　どうも相手が頭を下げるとこちらも下げないといけないような気分になってしまう。


    「それにしても……」


    「……えっと、何か？」


    「あ、いえ、失礼をしました。一応メールで、年齢をお聞きしていましたが、不動先生がこれほど体格の良い方だとは思ってもいませんでしたので」


    「はぁ、よく言われます」


    「がっはっは、まあガタイばかりよぉなっちまったからのう」


    　お祖父ちゃんがカラカラと笑う。少し恥ずかしい。


    「何かスポーツでも？」


    「いえ、文化系なので」


    「ほう、そうなんですか」


    　やはりこの体格だ。スポーツマンという想像をしてしまうのだろう。


    「この子も昔は剣道をしとったんだがね、いかんとも根が優し過ぎて続かんかったんよ。何でも、スポーツとはいえ人を傷つけてしまいかねないのが嫌で……」


    「ちょ、お祖じ父いちゃん、その話はいいですよ。それよりも！」


    　本題にさっと入ってほしいと思い、そう目で訴える。


    「そうですね。ではさっそくこの度たびの書籍化についてのお話をさせて頂ければと思います」


    　書籍化という言葉に、自然と背筋がピンと伸びて緊張感が増す。


    「不ふ動どう先生がご執筆されている『異世界の十眼使い』を。我が社で書籍として売り出していきたいと考えております」


    「ふむぅ。えー日ひ中なかさんよ」


    「何でしょうかお祖父様」


    「お、お祖父様……？　ま、まあええか。一つ聞きたいんだがのう」


    「何でも仰おつしやってください」


    「コイツはまだ高校生で成人もしとらん。ライトノベルっつうものはよく分からんが、大人の社会における商売の話であることは分かっとる。こんなガキでも務まるもんなんかい？」


    　お祖父ちゃんが、まるで剣道で試合する時のような鋭い目つきで日中さんを見つめる。恐らく彼女の考えを見極め答えを出すつもりなのだろう。


    　その様子を察したのか、日中さんも改めて姿勢を正し説明に入る。


    「確かに未成年が社会人と同じように仕事をするということに不安を覚えてしまうのは当然かと思います。しかし中には中学生で作家デビューした方もおられますし、不動先生のように現役高校生の作家というのも決して珍しくありません」


    　不動先生というのは恥ずかしいから止やめてほしい。


    　別に先に生まれたわけではないので、どうにも違和感を覚えてしまうのだ。


    「ふむ、なるほどのう。芸能界みたいな世界ってところか」


    「そうですね。同じというわけではありませんが、確かに似た世界だと思います」


    　確かに最近のラノベの帯に〝高校生作家デビュー作品〟などというワードが刻まれているのも見かける。


    「つまりこんな右も左も分からないガキでも務められる仕事ってことかい？」


    「何ごとも一人では無理でしょう。だからこそ我々大人が全力でサポートするのです。不動先生……いえ、悟ご老ろうさんが辛つらい思いをしないように担当の私が精一杯支えさせて頂きます」


    　先生としてではなく、未成年の僕として彼女は支援してくれるという。


    　それはとても真しん摯しな想いに聞こえ、僕の中で日中さんは頼れる大人として昇格した。


    「……うむ、なるほど。ゴローや、儂わしの質問はもうええ。この人は信頼できる人だ。あとはお前が決めなさい」


    　お祖じ父いちゃんの人を見る目は確かだ。


    　これまで剣道を通じて多くの人と出会ってきた経験からか、こういう時に間違った人選をしたことがない。


    　日ひ中なかさんの眼を見て、その想いを聞いて、彼女なら僕を任せられると判断してくれたのだろう。


    「きょ、恐縮です」


    　お祖父ちゃんの真まっ直すぐな言葉を受けて、照れ臭そうに頬ほおを染めている日中さんを見て、ちょっと可愛かわいらしいと思った。


    　お祖父ちゃんは「あとはお前に任せる」と言うと、部屋から出て行った。


    「ふ、不ふ動どう先生はいかがですか？　書籍化のお話、受けて頂けますか？」


    「……一つだけお聞きしてもよろしいですか？」


    「どうぞ。私に応えられることならちゃんと言葉にします」


    　僕はありがとうございますと礼を言って、直接会って聞いておきたいと思っていたことを口にする。


    「自分の作品ですが、どういった理由で書籍化という話になったのでしょうか？」


    「……それはつまり、『異世界の十眼使い』のどこが市場に通じると思ったのか、ということでしょうか？」


    　僕はゆっくりと首肯する。


    「そうですね。実のところ絶対に市場に通じるとは限りません」


    「え……」


    　じゃ、じゃあ何な故ぜ僕の作品を……？


    「ですが、サイトを活用している読者の反応や将来性を見て決定しました」


    　確かに最近嬉うれしいことに人気が出てアクセス数も増えてきている。


    　感想欄にも書籍化希望などと嬉しいことを言ってくれる人も出てきた。


    　しかしそれくらいなら、まだ書籍化していない他の作品だってそうだ。僕の作品と比べても上位のものだって多い。


    　ならどうして僕の作品が先に選ばれたのだろうか……。


    「しかし、最も重要なことがあります」


    「じゅ、重要……ですか？」


    「はい。それは────私が大好きだからです」


    「え……は……は？　だ、だだだ大好き、ですか？」


    「そうです。今まで数多くライトノベルを読んできましたが、『異世界の十眼使い』ほど私の好みが詰まった作品はありません」


    「ぐ、具体的にお聞きしても？」


    「もちろんです！　んーそうですねぇ──まずは主人公がクーデレというところだな」


    　あれ？　急に口調が変わった？　もしかしたらこっちの方が日ひ中なかさんの素なのでしょうか？


    　しかし無意識のようで、日中さんは話を思い浮かべるように目を閉じて、頬ほおを紅潮させながら続ける。


    「普段は無表情で冷静沈着、時に辛しん辣らつな対応までするというのに、不意に身内には無類の優しさを見せる。特に第二十三話で主人公のトバリが見せた旅仲間の少女──ニアンの救出劇は良かった。助けたニアンの頭を撫なでながら笑みを浮かべたシーンは、頭の中でハッキリと映像化できたものだ。ああ、今思い出してもご飯三杯はイケる！」


    　は、恥ずかしい……。話数まで覚えられるほど読み込んでくれて嬉うれしいのですが、悦に入ったような表情で当たり前のように言う日中さんを直視できないです。
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    「それにトバリがそんな性格なのに、猫舌で甘党というのがギャップがあってキュンとするし」


    　それはただ単に自分がそうだから、とは言い辛づらい。


    「出てくるキャラクターたちは誰もが魅み力りよく的てきで、特に女性キャラが可愛かわいいな。まあ幼女が多いのは客層が偏かたよるかもしれないが」


    　……身近にいる女性。それが珠たま乃のしかおらず、彼女を参考にしてちょっと成長させたり、ツンデレにしてみたり、クールな性格にしてみたりと、そうしていると自然に幼女キャラが増えてしまった、とも言えない。


    　多た華か町まち先輩には、私を参考にしてもいいのよと言われているが、それは何だか恥ずかしいので保留にさせてもらっている。


    「ただ何と言っても、やはり少年漫画を思わせるような熱いバトルと展開が私好みだ。うんうん。今も忘れない。ちょうど三か月前、不ふ動どう先生の小説を読んだ時、とてつもない衝撃が走ったのを覚えている。まだ二十話しか投稿されてなかったが、あまりに面おも白しろくて五十五回も読み直したものだ。お蔭かげで二十話までなら今でも完かん璧ぺきに暗記しているぞ」


    　ご、五十五回!?　暗記!?


    　作者の僕でもそんなに読み返していない。凄すごいというか熱狂的というか、本当にありがたい。


    　ただちょっと興奮気味なので少し気け圧おされてしまっている。常に冷静沈着というイメージが見た目からしてあったので驚きだ。


    「それに……はっ!?　あ、あの、すみませんでした！　つい語るのにのめり込んでしまって！」


    　ようやく自分が興奮気味に話していたことに気づいたようで、日ひ中なかさんは真っ赤な顔を軽く俯うつむかせてしまった。


    「い、いえ。その……嬉うれしいです」


    「！　不動……先生」


    「こうやって自分の作品を読んだ感想を直に聞くというのはあまりないものですから。だから嬉しいです」


    「お、お恥ずかしいところを……」


    「それと、自分のような若じやく輩はい者ものに敬語など不必要です。年齢だって日中さんの方が上ですし」


    「し、しかしそれは……」


    「自分はもともとこういう口調ですが、できれば日中さんは普通に接して頂ければ幸いです」


    「…………ふぅ。君は何というか、考え方も大人びているな」


    　良かった。敬語口調を取っ払ってくれたようだ。


    「おほん。そうだな。私は君の作品を読んでいる時間は間違いなく幸せを感じていた。そしてこの物語をより多くの人に読んでもらいたいと思うようになったのだ。そこで最近のラノベ業界だが、ネットからスカウトするというパターンも増えており、我が社でも本格的に参入していこうという話が上がっていた。これはチャンスだと思い、今回声をかけさせてもらったという次第なのだよ」


    　つまり日中さんが大好きな作品だから書籍化したいということらしい。


    　それはとても光栄なことなのですが、本当にそれで良いのでしょうか……？


    　その旨むねを彼女に伝えると、彼女はそれまで熱っぽかった表情を一転してクールに戻す。


    「なるほど。私だけが好きというのは根拠に乏とぼしい、と？」


    「そ、そうではなく、その……誰かに望まれることは嬉しい……です。言い方が悪いかもしれませんが、書籍化となると商売……お金の話になるはずです。売れる、売れない、そんな世界だと。本当に自分の本が──」


    「世間に認められるか不安だと、そう言うんだね？」


    「……はい」


    　我ながら情けない話だ。


    　確かに一話一話、渾身の力を込めて書き上げている。面おも白しろいという自負はある。


    　少なからず支持してくれる人がいるのも事実だ。


    　しかし、それはあくまでもネット小説サイトの中だけでの話である。小さく狭い世界。


    　それが今度は比べものにならないほど広大な世界の評価を受けることになるのだ。


    　ハッキリ言って…………怖い。


    　本になるのは嬉うれしいが、嬉しいだけで終わらない世界に飛び込むということに、今更ながら恐怖が押し寄せてきた。


    「そうだな。売れるか売れないか。こちらも商売だから、当然売れる本を出版したい」


    　……当たり前ですよね。


    「だが、出せば必ず売れるという作品はない。いや、私たちにも分からん」


    「え？」


    「これまで携たずさわってきた経験を踏まえても、必ず売れるという物語を見いだすのは難しいものなのだよ。だからこそ、私たちは〝面白い〟と自分たちが思い好きになった作品を世に出したい」


    「日ひ中なかさん……」


    「戦ってみないか？　不安や恐怖があるのは当然だ。それを作家だけに押し付けるようなことは絶対にしない。共に背負い、共に戦っていくのが編集者なんだ」


    　……共に。


    「これは偶然ではなく、私が手た繰ぐり寄せた必然の縁だと考える。私はこの縁を大切にしたいと思っている」


    　スッと日中さんが右手を差し出してくる。


    「私を信じて、一歩踏み出してみないか？」


    　彼女の目は真まっ直すぐ僕を見つめていた。


    　不思議な人です。


    　初対面の人は、僕を見てまず恐怖を覚える。


    　こんな見た目だ。目つきも悪い。仕方ないだろう。


    　だけどこんなふうに一切の怯おびえを見せず、それどころか優しい眼まな差ざしを向けてくる人は稀け有うだ。初対面なら尚なお更さらに。


    　だからこそ今まで感じていた不安が、一気に払ふつ拭しよくされたような気がした。


    　──大人の人は凄すごいですね。


    　いや、大人でも僕を怖がる人は多いから、日ひ中なかさんが凄いと言える。


    　そんな実直な彼女だからこそ、ここは信頼してこう言うべきなのだ。


    「──よろしく、お願い致します」


    　僕は差し出された彼女の手を、両手で包み込むように優しく握り返した。


    



    



    　書籍化を受けるということで、日中さんと今後について打ち合わせをすることとなった。


    　何なに分ぶん初めてのことばかりなので、とりあえず忘れないようにと、全すべてメモしながら話を聞いた。


    　印税や出版契約などの話は、保護者であるお祖ば母あちゃんとお祖じ父いちゃんが中心に聞くことになったが、もちろん自分自身のことなので、僕もまた真剣に耳を傾けたのである。


    　そのあとは作品の内容や構成に関することなので、祖父母たちには部屋を出ていってもらった。


    　驚いたのは作家としてするべきことはそれほど多くないということだ。


    　難しい手続きなどは必要なく、ただ担当編集者である日中さんと一緒に、作品を作っていくだけ。家にいるだけでできる作業なのだ。


    　ただ問題は、現在投稿している小説の内容を、一巻分に収めなければいけないということ。


    　平均的に一巻分というのは十万文字前後らしく、その中で読者に理解しやすく読み易やすい形を作ることが必要だ。


    　今までは十万文字程度で一つの話が完結するように意識して書いていなかったので、これが最も難関だなと思った。


    　一巻分は、いわゆる物語の掴つかみとなる話になる。


    　故ゆえに余分な情報やキャラクターなど必要なく、一巻分として完結しているような構成が好ましいらしい。


    　それでいて続きを要望されるような流れを作らなければならない。


    　そう考えた時、今投稿している話ではインパクトが足りないような気がした。


    　基本的な流れは、主人公が旅をし、悪者が現れ、戦って勝利を得る。


    　そういう流れだが、思い返すと淡々とし過ぎていて、一巻分をそのまま収めると消化不良というか物足りなさを感じてしまう。


    　これでは書籍版の一巻としては成り立たない。


    　あくまでも一巻は全体のプロローグであり、かつエピローグに繋つながる伏線だと日中さんは言う。


    　故に大切なのは、本当に必要な分だけ情報を組み込むということだ、と


    　実際問題、読みにくい本というのはある。


    　一巻には少ししか登場しないキャラクターを深く掘り下げたり、技や能力の説明などが濃過ぎて、結局のところ説明書みたいになってしまっていることがあるのだ。


    　だから、そういう作品は実際何度も読み直さないといけなかったり、「あれ？　さっき説明されたキャラっていつ出るの？」など読者を混乱させてしまう。


    　一巻は序盤。つまり最低限の情報だけで事足りるのである。


    「なるほど。ということは今のまま、十万文字をそのまま投稿小説から引っ張ってきても、それは一巻分としては成立しないということですね」


    「不ふ動どう先生の言う通りだ。だからまず投稿小説は一連の流れとして捉とらえ、一巻分のプロットを作ってほしい」


    「分かりました。必要ならば書き下ろした方が良い場合もありますね？」


    「うむ。読者の中にはネット小説そのままを読みたいという方もいるが、やはり書き下ろしの話などを求める声の方が多いからな」


    　まあ、一度読んだ話よりも、新しい方が嬉うれしいのは分かる。僕もどちらかというとそちら派だ。


    　ただ構成上、どうしても削らないといけない話などもあるらしく、何な故ぜこの話を削ったのか、といった嘆きの反応もあったりする。


    　だから作家としてはその見極めも大事だと日ひ中なかさんに教えられた。


    「ただその、プロットを作るといっても、これまで作ったことがないのですが」


    「え？　じゃ、じゃあどうやって話を書いているんだい？」


    「基本的には頭の中で形作るという感じですね。さすがに複雑な設定などは、メモを取ったりして残していますが、プロットみたいに立派なものはありません」


    「ふむ。作家の中にはそういうタイプの方もいらっしゃるが……。しかしこれからはできればキャラクター表や設定などを、いつでも確認できるようにパソコンなどのデータに残しておきたいのだよ」


    「分かりました。確かにその方が便利ですしね」


    　たまにこのキャラって一人称何だっけ？　とかなったりするので、そういう情報を纏まとめておけば時短にもなるだろう。


    「それじゃあ今後不動先生にしてもらうことだが、まずは一巻分のプロット作りだ。できたらメールで送ってもらいたい」


    「はい。問題ありません」


    「うむ。とりあえず伝えなければならないことは全部伝えたと思うが……おっと、もうこんな時間か」


    　二時間ほどぶっ続けで喋しやべっていたようだ。


    「先生の方から何か質問はあるかな？」


    「えっと……特には」


    「そうか。では──」


    　日ひ中なかさんがスッと立ち上がり右手を差し出してきた。


    「これから共に頑張ろう。私は担当編集として全力を尽くす」


    　慌あわてて僕も立ち上がり、彼女の手を取る。


    「こちらこそ、見ての通り青二才ですが精一杯ご期待に沿えるように頑張ります！」


    　まさにこれから本格始動だ。


    　自分の小説が本になる。まだ実感は湧わかないが、改めてこの人なら信用できると、そう思えた。


    「では私は次の仕事もあるので失礼するよ」


    　すると日中さんが「おや？」と襖ふすまの方を見た。


    　釣られて僕も確認すると、襖をちょっとだけ開け向こう側からこちらを覗のぞく小さな視線があった。


    　言うまでもなく珠たま乃のである。


    　じー…………といった感じで、日中さんを見続けていた。


    「おお、可愛かわいいじゃないか。もしかして妹さんかな？」


    「あ、はい。いきなりすみません。来てください、珠乃」


    　僕が言うとそーっと襖を開けて身体からだを乗り出し、トコトコトコと可愛らしい歩調で僕の足を掴つかんだ。


    「紹介します。妹の珠乃です。ほら、珠乃」


    　少し警戒心が見えた珠乃だが、おずおずと前に出てきてペコリと頭を下げた。


    「ふふどうたまの……なの」


    「おお、ちゃんと自己紹介できるのか、偉い子だな」


    　そう言いながら日中さんが珠乃の頭を優しく撫なでる。それでこの人は良い人だって認識したのか、硬くなっていた表情が和やわらいで笑みを見せた。


    「何歳かな？」


    「よんしゃい！　あっ、でもね、あのね、もうすぐごしゃいになるの！」


    「ほほう、５歳か」


    「うん！　おねえちゃはにぃやんのおともだち？」


    「ん？　んーそうだな。お友達だ」


    　確かにそう言った方が珠乃にはいいかもしれない。


    　作家と編集者だって言ったところで理解はできないだろうから。


    「た、たまとも、おともだちになってくえゆ？」


    「!?　か、か、か、可愛かわいい……っ」


    　デキる女性であり、いつもキリッとしているであろう日ひ中なかさんすらあっさり籠ろう絡らくするとは、さすがは珠たま乃のですね。


    　この子の可愛さはまさに天下無双だと思います。


    「……あ、ちょっと待っててもらっていいですか、日中さん」


    「へ？　あ、ああ」


    　僕はこの場を珠乃に任せて台所へと急いだ。


    　途中お祖ば母あちゃんたちに、日中さんが帰ることを告げてから、冷蔵庫に入っている保存容器を取り出し、それを袋に入れる。


    　お祖母ちゃんたちに案内されたようで、日中さんはすでに玄関に立っていた。


    「お待たせしました、日中さん。良かったらこれどうぞ」


    「これは…………きゅうりの漬け物？」


    　保存容器に入れていたのは、僕が栽培しているきゅうりを浅漬けにしたものである。


    　それを教えると、日中さんは目を見開く。


    「驚いたな。庭に菜園があったが、てっきりお祖母様が育ててらっしゃると思っていたのだが。まさか君が作っていたとは。もしかして料理もできるのかな？」


    「はい。料理は趣味……というか」


    「本当に多趣味だ。いや、作家としては多くの引き出しがあればあるほど良い。……しかしなるほど、作中に出てくる料理シーンがいやにリアルだったのはそのためか。納得した。しかし本当に頂いてもいいのかい？」


    「どうぞ。上う手まく漬けられていると思うので」


    「そうか。ならば遠慮なく。容器は、今度来た時にでも返すとするよ」


    　そうして日中さんは僕たちに礼を告げ、優しい笑みを浮かべながら不ふ々ふ動どう家をあとにした。


    　僕が客間のテーブルに出されたお茶碗や座布団などを片付けようとした時、


    「ゴローさん、あとは私がやっておきますから、ご報告……してはいかがですか？」


    　お祖母ちゃんがそう提案してきて、ある部屋の方向を見た。


    　その視線の先は仏壇がある和室だ。


    　僕はお言葉に甘えて、あとをお祖母ちゃんに託し和室へと向かった。


    　いつもは夕方頃に、その日に何があったのか報告がてらお線香を上げる。


    　今日は少し早いものの、確かにこんな大きな出来事なのだから僕は一番に伝えたいと思った。


    「おや、また珠乃が汚れた手で写真立てを掴つかみましたかね」


    　お父さんの写真立ての縁にお菓子のカスがついていたので、ティッシュで丁てい寧ねいに拭ふき取る。


    　そして元の位置に戻してから、僕はもう一つの写真立てを見て言う。


    「こっちは綺麗ですね」


    　そして、仏壇に手を合わせ、自分が作家デビューをすることが決まった事実を伝える。


    　ハッキリ言ってまだ実感こそ湧わかないが、改めて日ひ中なかさんとの話を思い出すと、ジワジワと全身に熱がこもってくる。


    「あ、あの！　少し走ってきます！」


    　僕は興奮して火ほ照てった身体からだを持て余し、ジャージに着替えると感情のままにロードワークへと出掛けた。


    



    



    　ほっ、ほっ、ふっ、ふっ、ほっ、ほっ、ふっ、ふっ。


    　リズミカルに呼吸をしつつ足を交互に出していく。


    　小説の話が思い浮かばなかったり、小説の話に感化されて興奮した時などは、たまにこうして身体を動かし汗を流して発散するのだ。


    　まあ動機がすべて小説に関することなのが僕らしいと、お祖ば母あちゃんたちには言われるが。


    　昔から体力はある方だったけれど、ちょっと走ってくると言って軽く10キロ走破して帰ってきた時は、お祖母ちゃんたちは酷ひどく驚いたものである。


    　同時に何で武の道に向かわないのか甚はなはだ残念だとも言っていた。


    　これだけ身体が熱くなったのは、きっと珠たま乃のが生まれた時以来だろう。


    　あの時も小さな珠乃を見て興奮し、外で全力疾走してしまい警察官に注意を受けたのを覚えている。


    「ふぅ、ふぅ、はぁぁ～ふぅぅぅ」


    　どれほどの時間走っていたのか分からないが、全身は汗だくとなり、たまに吹く風がとても心地ここち好よい。


    　いつも走っている土手からは、綺麗な夕日を拝むことができるのだが、今はまだその時間ではないのが残念だ。


    　相変わらず前から来る歩行者たちには、あからさまな距離を取られてしまうが、今日はあまり気にならなかった。


    　そのまま土手から伸びている階段を降り、家がある住宅街の方へ向かって走っていく。


    　途中にある自動販売機で、喉のどの渇きを潤うるおすためにペットボトルのドリンクを購入した。


    　桃の香りがアクセントの飲料水で、のど越しがスッキリとするのでたまにここで買って飲むこともある。


    　するとちょうど売り切れの表示が浮かび上がる。


    　どうやら今買ったこれが最後の一本だったようだ。ギリギリ運が良かった。


    　そうして自動販売機に背を向けて歩き出したのだが──。


    「──ああもう！　何で売り切れなのよ～」


    　不意に聞き覚えのある声が耳じ朶だを打った。反射的に振り返って確認してみると、やはり見覚えのある人物が自動販売機の前に立っていたのである。


    　私服ではあるが、その派手な見た目で桃ももノ森もりさんだと一目で分かった。


    　その傍かたわらには見知らぬスーツ姿の女性の姿もある。


    「仕方ありませんね。どこかコンビニにでも寄りましょう」


    「うぅ～、この《天然水ももはす》は、ここらのコンビニには売ってないんですよ……」


    「ああ、そうなんですか。それは……」


    　僕は自分が購入したドリンクに視線を落とす。


    　それは間違いなく桃ノ森さんが所望している《ももはす》だから。


    「別の飲み物ではいけませんか？　その隣にあるスポーツドリンクとか」


    「これから歌のレコーディングですよね？　結構喉のどを酷使するような仕事の時は、いつもルーティンでこの《ももはす》を飲むんです。その方が調子良くて」


    「なるほど……」


    「こんなことなら家にストックしておけば良かった……」


    「と、とりあえず仕事まで時間がありません。今回は諦あきらめてください。すぐそこのコンビニで何か別のものでも買ってきますので、ここで待っていてくださいね！　一人でどこかに行ったらダメですからね！」


    　スーツ姿の女性はそう言うと、足早に近くのパーキングエリアの傍そばにあるコンビニへと走っていった。


    　桃ノ森さんは、自動販売機に背を預け「あ～あ」と項うな垂だれながら肩を落としている。


    　僕は持っていた《ももはす》をギュッと握りしめると、そのまま桃ノ森さんのもとへと歩き出した。
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    　あ～あ、まあ……しょうがないよねぇ。


    　ここの自動販売機は滅めつ多たにお目当ての《ももはす》が売り切れにならないから油断しちゃってた。


    　別に他のドリンクを飲んだところで喉の調子が突然変化したりはしないだろう。


    　これは気の持ちよう。


    　初めての歌のレコーディングの時、有り得ないほど緊張していたアタシに、先輩の声優さんから「落ち着くわよ」という言葉とともにもらったのが《ももはす》なのだ。


    　そのお蔭かげか、緊張も少しマシになって見事に仕事をやり遂げられたので、それからは緊張するような仕事や、歌のレコーディングは決まって《ももはす》を事前に飲む。


    　一種のジンクスのような感じだ。だけど無いものは仕方ない。


    　今から探し回るには時間もかかるし、仕事に間に合わなくなってしまう。


    「これからはネットで注文しとこ。あと……売ってるお店も調べとかなきゃ」


    　でもまさか売り切れになるとは……運が無い。


    　……はっ！　まさかレコーディングが上う手まくいかないっていう予兆ってやつかも!?


    　そうだったらどうしよう……！


    　だ、大丈夫よ。初めての仕事じゃないし、ポジティブにいかなきゃ……！


    　でも元々は引っ込み思案で臆おく病びようだった性格もあって、一度悪いことを考え出したらなかなか止まってくれない。


    　だっていつもはちゃんと買えるのに、売り切れとか見たことないのに……。


    　つまり、これは良くないことが起こる前兆で間違いないのでは？


    「………………何だかチョー不安になってきたんですけど」


    　これからする仕事への恐怖が徐々に込み上げてきた矢先のことだった。


    「──もしよろしければ、これをどうぞ」


    「……え？」


    　目の前に差し出されたのは、自分が求めていたものだった。


    　一体誰だろうと、目前に立っていた人物を見て目を丸くしてしまう。


    「──え？　あ……ええ？　……きょ、巨人くんっ!?」


    　そう、そこに立っていたのはアタシが通っている学園で、アタシよりも有名な『巨人』こと不ふ々ふ動どう悟ご老ろうくんだった。


    「な、何で!?　何でこんなとこにいるのっ!?」


    「この近くに住んでいるものですから。今は散歩……ではありませんね。ランニングをしていました」


    　そう言う彼からは確かに若じやつ干かん汗のニオイを感じる。


    　顔もどこか火ほ照てっていて新鮮みを感じる。


    　ああでもこのニオイ、嫌いじゃないかも……。


    　それに何だか懐なつかしい感じが……。


    　え、別にアタシ汗フェチじゃないよね？　ていうか何考えてんのよアタシ！　それよりも聞くべきことがあるでしょう！


    「えっと……これって《ももはす》だよね？」


    「はい。たまにこの自動販売機で自分も買うんです」


    　聞けばついさっき購入した結果、ちょうど売り切れになってしまったのだと言う。


    「そ、そうなんだ。……ああでも、買ったのは巨人くんでしょ？」


    「構いません。まだ蓋ふたも開けていませんし。これで良かったらどうぞ持っていってください」


    「で、でも……悪いってば」


    「盗み聞きになってしまいましたが、仕事に必要だと聞きました。自分は帰ってからでも大丈夫ですので」


    　正直に言うと助かる。


    　諦あきらめていた欲しいものが手に入るのだから。


    「…………いいの？」


    「はい、遠慮しないでください」


    「じゃあその…………ありがと」


    　彼から《ももはす》を受け取る。


    　まだひんやりと冷たい。


    　買ったばかりというのは本当みたいだ。


    「あっ、じゃあお金！　…………ごめん、財布をマネージャーに預けたままだった」


    　もうっ、何してるのよアタシは！


    「別に気になさらないでください。これくらいどうってことはありませんので」


    「そんなのダメだし！　だって巨人くんからタダでもらう理由なんてないもん！」


    　身内でもないし、多分彼は自分のファンでもない。そんな人から何の見返りもなく受け取る理由がないのだ。


    「そう、ですか。……では頑張っている桃ももノ森もりさんへの細ささやかながらの差し入れということでいかがでしょうか？」


    「え……差し入れ？」


    「はい。今日みたいな休日でも大人と一緒に社会で仕事をしている桃ノ森さんは、僕なんかからすれば尊敬に値する人です」


    「そ、尊敬っ!?」


    　そんなことマジマジと言われたの初めてかも……。


    「自分もあなたを見ていると頑張ろうという気持ちになります。ですからそういう気持ちにさせてくれたお礼も兼ねて。……それでどうでしょうか？」


    「………………ぷっ。あははははは！」


    「桃ノ森……さん？」


    　アタシが急に笑い出したから、巨人くんは普段は見せないキョトンとした表情を浮かべている。


    「ゴメンゴメン！　ああでもおっかしー。巨人くんってば面おも白しろ過ぎというか真ま面じ目め過ぎ」


    「はぁ……すみません」


    「謝るとこでもないし。あはは」


    　何だろうか。見た目はいかつく怖いのに、話すと弟みたいな感じだ。


    　話し易やすいというか、棘とげが一切なくて気楽。


    　ああそっか……。巨人くんには下心がないから……。


    　普通の男子なら、同じことをしてくれても必ずどこかに下心がある。


    　アタシに近づきたい、連絡先が欲しい、もっと話していたいなどなど。


    　男はそういうものだって思っているけれど、やっぱりそれが見えてしまうと冷める。


    　話してても警戒するから純粋に会話を楽しめないのだ。


    　でも、この大きな男の子は違う。


    　本当にただの厚意を向けてくれる。だから自然に喋しやべることができるのだ。


    　ふぅん……やっぱあの子に似てるかも。


    　彼が醸かもし出す雰ふん囲い気きが特に。


    「……じゃあ遠慮なくもらっとくね、差し入れ」


    「ええ、お願いします。では自分はこのへんで」


    「えっ、もう行っちゃうの？」


    「はい。用事は済みましたので」


    　……これだ。下心がないといっても、丸っきり興味がないっていうような態度は、さすがに女として自信を無くしてしまう。


    　もう少しほら、せっかくアイドル声優がここにいるんだからさ、長話に付き合うとかしてくれてもいいと思うけど。


    　ていうかあんな素っ気ない態度とっといていきなりコレってさ、なんか…………ズルいし。


    「それにお連れの方も戻ってきたみたいなので」


    「え？　……あ」


    　そう言って彼が指を差した方向から柊ひいらぎさんが走ってくるのが見える。


    「それではお仕事、頑張ってください」


    　丁てい寧ねいに一礼をすると、彼はそのまま走り去っていった。


    「……巨人くんか。本当に面おも白しろい人だよね」


    　そこへ血相を変えた柊さんが、アタシの両肩を掴つかむ。


    「だ、だ、大丈夫ですかっ!?」


    「え、ええっ！　い、いきなり何ですかっ!?」


    「いやだって！　さっき大きな男の人に言い寄られてましたよね！　何かされませんでしたかっ!?　……って、あれ？　そのペットボトルは？」


    　どうやら巨人くんがアタシに近寄ってきた暴漢か何かと勘違いしているようだ。


    　なるほど。急いで走ってきたのはそのせいだったか。


    「さっきの人はクラスメイトなんですよ。頑張ってるアタシにコレをプレゼントしてくれたんです」


    「ク、クラスメイト……ですか。……さっきの巨大な人が」


    　まあ遠目からでも彼の存在感は強いだろう。


    　柊ひいらぎさんが心配するのも無理はない。


    「本当に大丈夫ですよ。……んぐんぐ」


    　アタシは蓋ふたを開けて《ももはす》を一口飲む。


    「……ん～、おいし」


    「何だかよく分かりませんが、機嫌が直ったようで何よりです」


    「はい。歌でも舞台でも何でも来いって感じですよ！　今のアタシは、絶好調ですから！」


    　それもこれもコワモテの巨人くんのお蔭かげ。


    　マジでありがとね、巨人くん。


    　アタシはすでにもう見えなくなった彼が走っていった路地を見ながら微ほほ笑えむ。


    　うん、これなら今日も頑張れそうだ。


    　……………………あ、どうせなら額の傷のこと、聞いときゃ良かったーっ！
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    　──月曜日。


    　いつも通りに学校に向かい、自転車置き場へと辿たどり着つくと、一人の女子生徒が待ち構えていた。


    「待っていたわよ、不ふ々ふ動どうくん。いいえ、不ふ動どう先生」


    　クスリと綺麗な笑みを浮かべて出迎えてくれたのは多た華か町まち先輩だった。


    「お、おはようございます」


    「ええ、おはよう。これで晴れてあなたはプロのライトノベル作家ね。おめでとう」


    「あの、ありがとうございます。ですが多華町先輩、できれば書籍化の話はまだ内密にお願いしたいのですが」


    「!?　ど、どうして？」


    　僕は書籍化に関して、日ひ中なかさんに注意されたことを説明する。


    　確実に書籍化すると約束をしてくれたが、まだ公おおやけに発表はしないでほしいとのことだった。


    　情報を流すタイミングは、日中さんが指示を出すとのことで、ネットなどにも情報流出は防ぎたいと彼女は言っていた。


    「なるほど。確約されているといっても、何があるか分からないのが世の中だものね。まだイラストレーターも決まっていないのでしょう？」


    「はい。日中さん……ああ、自分の担当編集の方が、現在交渉中とのことです」


    「へぇ、それは楽しみね。ライトノベルはもちろん内容が一番だけれど、カバーイラストを見て判断する人も多いわ。まあ私はジャケット買いはしないのだけれど」


    　表紙に描かれたイラストだけを見て購入することをジャケット買い（通称：ジャケ買い）という。


    　実際にイラストが可愛かわいい、綺麗、カッコいいという理由だけで買う人もいる。世の中には内容は二の次で、イラストがすべてだと断ずる人もいるのだ。


    　ただそれだけイラストは重要視されるということ。


    　だから日ひ中なかさんも、僕の作品の世界観にピッタリの絵師さんを見つけて、何が何でも描いてもらうように交渉しているらしい。


    「安心しなさい。まだ誰にも自慢はしていないわ」


    　自慢て……。どうして誇らしげに胸を張っているのかは分からない。


    「でも書籍化発表すると、きっとサイトの感想欄は荒れるわね。ふふ、楽しみだわ」


    　僕は読者さんの感想には必ず一言返事している。


    　荒れるということは、ビックリするほどの反響があるということ。


    　そうなれば嬉うれしいが、返事をするのも大変である。喜ばしいことではあるが。


    「不ふ動どう先生、実はね」


    「あ、あの多た華か町まち先輩、その……先生は勘かん弁べんしてください」


    「あら、真っ赤になって可愛いわね。冗談よ、ごめんなさい不ふ々ふ動どうくん」


    　どうやらからかわれていたようだ。本当にこの人はもう……。


    「実はね、書籍化のお祝いをしたいのだけれど」


    「お祝い……ですか？」


    「ええ、だってとてもおめでたいことですもの。だからあなたの都合の良い日を教えてほしいのよ」


    「えっと……お気持ちは嬉しいのですが、さすがにそこまでして頂くのは……」


    「どうして？　いちファンとしてこれほど嬉しいことはないわ。できれば今すぐにあなたを世界一周旅行にでも連れていってあげたいくらいだわ」


    「大げさ過ぎませんか？」


    「そうかしら？　お祝いされるのは嫌？」


    「そういうわけではありませんが……」


    　彼女が言うには、本当はもっと大々的にパーティでも開催したいが、それだと僕がいたたまれなくなるだろうとのことで、もう少しこぢんまりとしつつもしっかり祝福したいとのこと。


    「あ、あの……拒否は……？」


    「そんな権利、あると思う？」


    　とても良い笑顔です。だけど目の奥が笑っていない。ハイライトもしっかり働いてほしい。正直寒気が背中に……。


    　こうなった多た華か町まち先輩に何を言ったところで受け付けてもらえないことを、短い付き合いではあるが知っている。


    「………………分かりました」


    　こちらが折れるしかなかった。


    「その言葉を待っていたわ。そうね、不ふ々ふ動どうくんは駅前の商店街にある『シュティレ』ってお店を知っているかしら？」


    「いえ、初耳です」


    「では当日は一緒に行く方が良いかしらね。今日は少し忙しくて無理だから……明日の放課後は時間取れる？」


    「特に予定はありません」


    「そう。ならその日は、放課後ココで待ち合わせして、一緒に『シュティレ』へ向かいましょう」


    「えっ、コ、ココでですか？」


    「何をそんなに驚いているの？」


    「いえ、ですが……自分と一緒にいると多華町先輩に良くない噂うわさが……」


    　悲しいことに学校の噂で、僕に関して良いものはないだろう。


    　殺し屋とかバケモノとか言われているのだから。


    　そんな存在と、こうして話すだけでもイメージが悪いというのに、一緒に帰るなど多華町先輩の綺麗な評価に傷がつくかもしれない。


    　それを心配しての言葉だったのだが、多華町先輩は大きな溜ため息いきとともに鋭い眼まな差ざしをぶつけてくる。


    「前にも言ったと思うけれど、周囲の評価などどうでもいいわ。私は私の欲望のままに行動をするの。今までもこれからも、ね。それで認められなければ、それはそれでいい」


    「先輩……」


    「それにそんな下げ卑びた噂しか信じない者たちの評価なんていらないしね。不々動くんは、そんな自分本位な考えをする私は嫌い？　傍そばにいてほしくない？」


    「い、いいえ！　自分はそういうつもりで言ったわけじゃ……」


    「じゃあその…………嫌いじゃないのね？」


    「え？　あ、あの……」


    「ど、どうなのかしら？」


    　せ、先輩……どうして顔を赤らめて、少し近づいてくるのでしょうか。


    　ああ、フローラルな香りが先輩から漂ってきて、少しクラリとしてしまう。
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    「せ、先輩……その……」


    「嫌い？　好き？」


    「き、嫌い…………ではありません」


    「じゃあ好きなのね？」


    「で、ですから嫌いではない……と」


    　どうしてそこまで嫌いか好きかを明確にしたがるのか。正直心臓に悪い。


    　こんな自分が誰からも好かれる先輩を好きと口にするのもおこがましいし、良い人なのに嫌いなんて口が裂けても言えない。


    「…………もう。ホンマにガード固いねんから」


    「？　何か言いましたか？」


    　顔を背けてブツブツと何か言われたみたいだが聞き取れなかった。


    「……別に何でもないわよ。とにかく明日の放課後はココで待ち合わせ。そして一緒にお店へ向かうわ。これもう確定事項よ。返事は？」


    「………………はい」


    「よろしい。では本日も学業をともに頑張りましょうね、不ふ々ふ動どうくん」


    　それはとてもとても良い笑顔を浮かべながら、彼女は上機嫌で去っていった。


    　何な故ぜかドッと疲れた僕は、思わず深い溜ため息いきを零こぼすのであった。


    



    



    「……ふぅん。今日は本読んでないのね」


    　どういうことでしょうか。


    　多た華か町まち先輩と別れて、自分のクラスに入ったのはいいのだが、クラス……いや、学園のアイドルである桃ももノ森もりさんが近づいてきてそんなことを言ってきた。


    　確かにいつもなら先生が来るまでラノベを読んでいるが、圧倒的威圧力を持つ多華町先輩に対し、終始タジタジだった自分を恥じてぼ～っとしていたのだ。


    「えと、おはようございます」


    「ん、おはよー。ねえねえ巨人くん。一昨日おとといはその……ありがとね」


    「一昨日というと、《ももはす》のことでしょうか？」


    「ん、そう。助かっちゃった。お蔭かげでバッチリ仕事もこなせたしね！」


    「それは何よりでした」


    「それでその……さ」


    　今度は突然聞き難にくそうにモジモジし始める。


    「キ、キミって生徒会長と仲良いの？」


    　桃ノ森さんのその言葉に、すでに登校していたクラスメイトたちはギョッとなっている。


    「仲が……良いですか？」


    「うん、そう。たまたま一緒にいるとこ見たからねー」


    　ニコッと笑みを浮かべる桃ノ森さんだが、どこか感情を読み取らせないというか、やはり仮面のようなものを被かぶっているような薄っぺらさを感じた。


    　一昨日、僕の前で大笑いした時は心の底から楽しそうに笑っていたと思ったのだが。


    　まあ自分のような人間に、人気者の彼女が本気で相手をするわけがないでしょうね。


    「どうでしょうか。悪いというわけではないと思いますが。ただ特別親しい関係というわけでもないかと」


    　そもそも多華町先輩は、誰にでも変わらず接する。


    　友人もたくさんいるだろう。しかし自分がその中にいるのかと思うと、さすがにそれほどの親しさはないような気が……。


    　むぅ……というか友人関係というのは、どこからどこまでのことを言うのでしょうか。


    　特に友達になりましょう、などと言われたことも言ったこともない。


    　考えてみると、先輩と自分との関係は作家と読者という細い繋つながりでしかないのかもしれない。


    　ぼっちの僕としては、それでも十分にありがたい関係ではあるけれど。


    「……ふぅん。一緒にご飯食べる仲のくせして」


    「あ、あの……何か？」


    「ううん。何でもないよー」


    　若じやつ干かん声が小さく、かつ低くて聞き取れなかった。


    「あのさ巨人くんって、何か部活とか入ってる？」


    「……いきなりですね」


    「あー聞いちゃダメだった？　だったらゴメンね！」


    「いえ、そういうことは。……部活は入っていません」


    「何で？　巨人くんってガタイとかいいから、スポーツやればいいのに。聞いた話だと、幾いくつもの運動部からスカウトが来てるって話だし」


    「よくご存じですね」


    「……！　べ、別にわざわざ調べたってわけじゃないからね！　ただその……そう！　巨人くんって結構目立つから、聞きたくない情報とかも入ってきたりするだけだし！」


    　そんなに慌あわてて説明しなくてもちゃんと分かっている。


    　目立ちたくはないが、やはりこの図体は嫌でも目立ってしまうから。


    「すみません。自分のせいで不快な思いをさせてしまって」


    「えっ!?　あ、いや、べ、別に不快なんて思ってないから！」


    「ですが聞きたくもない話なのは事実でしょうから」


    　誰が好き好んで自分の話など聞きたがるだろうか。


    　世界中探しても、家族以外は多た華か町まち先輩くらいではなかろうか。まあそんな彼女でも、僕自身の話というよりは作家としての自分についてだろうが。


    「っ…………はぁ。巨人くんって、もしかしてネガティブ思考の人なの？」


    「？　特にそういうわけではないと思いますが」


    「それに一昨日おとついだって、自分も走って喉のど渇いてたはずなのにさ、簡単に親しくもないアタシになんかに飲み物くれるし」


    「……いえ。そんなに汗はかいていなかったので。それにあれは一昨日おとといも言ったように差し入れみたいなものですから」


    「…………なるほど。思ったよりめんどくさい人っぽいな。生徒会長は何でこんな人と……でも優しいのは優しくて……」


    　ブツブツと、また何か小声で言い出す彼女をジッと見続けていると、そこへ担任の先生が教室へ入ってきた。


    　桃ももノ森もりさんは「また話そうねー」と言って自分の席へ戻っていく。


    　どうも彼女のようなグイグイくるタイプは慣れていない。何を話せばいいか分からないし、きっと彼女を楽しませるようなこともできない。


    『あなたは本当に無ぶ骨こつで人の好意に鈍感よねー。そんなんだと、将来は孤独死しちゃうぞー』


    　以前母さんからのメールでこんなことを言われたのを思い出す。


    　そもそも自分に好意を向けるような他人がいるとは思えないんですが……。


    　無ぶ骨こつなのは自覚しているけれども。


    　ただ、孤独死はさすがに寂さびし過ぎる。


    　いや、自分には珠たま乃のがいてくれます。だからきっと孤独ではありません……多分。


    　仮に成長した妹に「お兄ちゃん嫌い。妹離れしてよ」などと言われた日には、恐らく僕のガラスハートは砕け散り修復不可能にまで陥おちいることだろう。


    　…………珠乃に嫌われないように、良い兄でいましょう。うん。


    　孤独死だけは避けるために。


    



    



    　昼休憩に入ると、僕は弁当箱を持って真っ先に教室から出る。


    　途中、桃ももノ森もりさんの「待って」という声が聞こえたが、きっと僕のことではないはずなので、そのままある場所へと向かった。


    　そこは見晴らしの良い屋上で、その一角にあるベンチに腰を下ろす。


    　今日もこの席を取ることができて安あん堵どする。


    　ここはいつも僕が昼食を取っている場所で、憩いこいのベストプレイスだ。


    　日当たりが良くて、この時期は特に心地ここち好よい風が気分を上げてくれる。


    　屋上は生徒たちの格好の和なごみ空間となっており、多くの生徒が利用する。


    　昼食時は、僕だけでなく他の生徒たちも我先にと数量限定のベンチを手にしようと駆け込んでくるのだ。


    　ただここはフェンスと物置に挟まれていて、周りの視線なども気にせず堪たん能のうできるので気に入っているのだ。


    　僕は自分で拵こしらえた弁当を口にしつつ、日ひ中なかさんに言われた一巻のプロットについて考える。


    　昨日も一応考えて大筋の流れをパソコンに打ち込んでおいたが、もっと精査してより良いものを作りたいので、自分の中で最高ものになるまで考え抜くつもりだ。


    　物語を構成する上で、人によって作り方は様々だと思う。


    　プロローグから順に、キーワードとなる言葉やあらすじなどを起承転結として当あて嵌はめていくやり方もあれば、最初からできるだけ事細かく決めないと書けないという人もいるだろう。


    　そんな中で、僕はまず物語のゴール──いわゆる〝結〟の部分を設定する。


    　そうやって結末を確定させてから、そこに向かう道程を形作っていくのだ。


    　これはプロット作りだけでなく、小説創作そのものでもそうである。


    　自分の作る物語の終わりは、もう頭の中にあるのだ。


    　あとはどうやってそこへ導く話を綴つづっていくかどうか。


    　やはり終着点が見えていれば僕としては書きやすい。


    　ただこれはあくまで自分のやり方であって、正解などは存在しないと思う。


    　作家の数だけ作り方の色があり、だからこそそれぞれの物語には必ず書いた本人の特徴が出てくる。


    　それが本の面おも白しろいところなのだと僕は思う。


    「う～ん……やはり事件のインパクトがこのままだと弱い気がしますね。山場としては物足りない気がします」


    　小説で盛り上がるのは、やはり〝転〟から〝結〟にかけた部分だろう。ここの書き方が悪ければ、いくら掴つかみが良くても読者は離れていってしまう。


    　特に自分のようなバトルファンタジーものは戦いが主軸となるので、そこをいかにカタルシスを感じさせるような演出ができるかどうかだ。


    「…………よし、決めました」


    「何を決めたの？」


    「物語の山場をどうするかです…………は？」


    　反射的に返事をしてしまったが、すぐにキョトンとしながらも僕は、聞こえてきた声の主に向かって顔を向けた。


    「ハッホー、巨人くん！」


    「桃ももノ森もり……さん？」


    「うんうん、桃ノ森ももりだよー」


    「ど、どうしてここに？」


    　一瞬幻覚かと思ったが、どうもそうではないようで、彼女はいつものスマイルを携たずさえてそこに立っている。


    「ほらー、この前一緒にご飯とかどうって言ったっしょ？」


    「…………？」


    「うわ、マジで忘れてる顔だしこれ」


    　うわ、低い。声が圧倒的に低いです桃ノ森さん。


    「え、えっと……すみません？」


    「何で疑問形なのさ。まあいいけど。今回は別に先約とかないんでしょ？」


    「先約？　ありませんが」


    「よし。じゃあ一緒に食べよ、いい？」


    「それは止やめておいた方が良いかと」


    　桃ノ森さんが意気揚々とした様子でベンチに腰を下ろそうとしたが、僕の発言を聞いて足を止めた。


    「どして？」


    「桃ノ森さんに良くない噂うわさが立ちますから」


    「良くない？　……ああ、そういう」


    　察しは良いのか、彼女は目を細めながら溜ため息いきを吐つきつつそう言った。


    「まあ確かに巨人くんってば、いろいろ噂うわさがあるもんねー。中学の頃からずーっと警察のお世話になってるとかー、実は殺し屋だとかー、高一の時に不良三十人を無傷で病院送りにしたとかー」


    「どれも事実無根ですよ」


    　警察のお世話には小学生の時からなっていますが。


    　あれは小学生の頃。迷子の女の子を見つけ一緒に親御さんを探していただけだったのに、すでに体格は高校生くらいで目つきも鋭かった僕を怪しんだ警察の人に、交番へ連れていかれ尋問を受けたのは衝撃的だった。


    　まあ誤解だったと分かり、ちゃんと謝罪はされましたが。


    「あ、そういや巨大な熊と素手で殴なぐり合って勝ったーとかも？　アハハ、さすがにこれも嘘だよねー！」


    「…………」


    「……え？　う、嘘……だよね？」


    「いえ、その……」


    「マジなのっ!?」


    　あれは高校一年生の夏休みだ。


    　家族と一緒に山へハイキングに行った時のことである。


    　そこで珠たま乃のが迷子になってしまい捜しに出掛けたところ、熊と珠乃が対面している状況に遭遇したのだ。


    　あとで調べて分かったが、ツキノワグマという熊の一種で、体長は２メートルもないが、それでも一般人が素手でやりあえる相手ではない。


    　僕はすぐに駆け付け逃げようとしたが、熊は臨戦状態に入っており、その強きよう靱じんな爪が彼女に襲い掛かろうとしていた。


    　カッとなった僕は、無我夢中で体当たりやら殴おう打だなどを繰り出す。


    　気づけば僕も熊も傷だらけになったが、相手が悪いと思ったのか熊はその場から逃げてくれた。


    　そんなことを話すと、桃ももノ森もりさんがジト～ッとこちらを見つめてくる。


    「…………熊殺し」


    「いえ、殺していません。退しりぞけただけですから」


    「そ、それでも凄すごいから！　何それどんな漫画のヒーローさ！　まあヒロインが妹さんってところがちょっと惜しいけど」


    「そんな柄じゃありませんよ。体中に傷を負いましたし、ボロボロでした」


    「……そういえば去年の夏休み、アタシの友達が顔や腕に包帯を巻いた巨人くんを見たって言ってたけど、あれそういうことだったんだ……」


    　てっきりヤクザやマフィアの抗争に巻き込まれたとか思ってたけど、と身震いするようなことを追加してきた。


    「……あ、もしかしたらその額の傷ってその時の？」


    「え？　ああこれは違います。熊にやられた傷で今も残ってるのは胸にあるものだけですから」


    　胸に縦に三本の爪つめ痕あとが刻まれている。


    　いまだくっきりと残っているので、それを見る度たびに珠たま乃のが悲しそうに謝ってくるのは辛つらいものがある。こっちはまったく気にしていないというのに。


    　珠乃は優しい子だから、自分が迷子になったせいだと思っているのだ。


    　ああ、思い出したら珠乃がもっと愛いとおしく思えてきた。今日の帰りに彼女の大好物の水みず羊よう羹かんを買って帰ろう。


    「そ、そうなの？　ふ、ふぅん……じゃあその額の傷っていつからあるの？」


    　何な故ぜかそわそわしながら聞いてくる桃ももノ森もりさん。トイレでも近いのだろうか。


    　それにチラチラと興味深そうに傷を見てくる。やはり顔に大きな傷があるのが怖いのかもしれない。


    「この傷、ですか？　これは──」


    　その時だった。


    　校内放送のチャイムが鳴ったと思ったら、


    『二年Ｄ組の不ふ々ふ動どうくん、至急生徒指導室まで来てください。繰り返します。二年Ｄ組の不々動くん、至急生徒指導室まで来てください』


    　と呼び出しを受けてしまった。


    「すみません、桃ノ森さん。お話の途中で」


    「う、ううん！　呼び出されたんならしょーがないって！　あ、でも、またここに来てもいいかな？」


    「……それは止やめておいた方が良いかと」


    「もう！　それ二度目だから！　ていうか来るったら来る！　聞きたいこともできたし！」


    「……分かりました。では行ってきますので」


    　僕は弁当を片づけると、すぐにその場をあとにする。


    　背後で「はっ、連絡先交換しときゃ良かった！」と聞こえた気がしたが多分気のせいだろう。


    



    



    　生徒指導室に呼び出されるのは何も初めてのことではない。


    　校内に広がる噂うわさが噂のため、その真偽を問とい質ただす必要があり、何度か出頭を命じられている。


    　今回もまた何か新たな噂が出たのだろうと思い、辟へき易えきする思いで向かった。


    　ノックをすると、中から「入ってもいいよー」とフレンドリーさを感じさせる声が聞こえる。


    「──失礼します」


    　一言添えて扉を開ける。部屋の中央にはテーブルが設置されており、それを挟んで二つのソファが向かい合っている。


    　右側に教科書などを収めた本棚が置かれ、左側にはトロフィーや賞状などが飾られた棚があるのだ。元々ここは囲い碁ご部ぶだったらしく、今では部員が一人もいない過去の栄光だけが輝く部屋となっている。


    　そのまま放置するのはもったいないということで、数年前に生徒指導室として使用することになったという。


    「やあやあ不ふ々ふ動どうくん、待ってたよー！」


    「お久しぶりです、友とも枝え先生」


    　黒のスーツ姿をした一人の少女、もとい女性がソファに座っていた。


    　──友枝ゆえ。


    　オレンジ色のおかっぱ頭に、くりっと大きな丸い瞳ひとみと小粒の顔。にんまりと笑うとペコリとえくぼが浮き出てくる。


    　見た目は完全に中学生っぽい……いや、ともすれば小学生に匹敵する身み形なりだが、これでもれっきとした成人女性だ。


    　本人も幼い見た目がコンプレックスのようで、せめてもの抵抗と言わんばかりにイヤリングやネックレス、大人びたスーツなどを着たりしているらしいが、絶望的なまでに似合っていない。


    　どちらかというと、可愛かわいらしいリボンやピンク色のワンピースなどがピッタリの人物である。


    「ほらほら、早く座って座ってー。お茶菓子用意しといたからね！」


    「きょ、恐縮です」


    　友枝先生と対面するソファに座ると、彼女に熱い緑茶を入れてもらう。


    　茶菓子には小皿に豆大福がポツンと置かれている。


    「ん、ん、ん……ふぅぅ～、やっぱり日本人はお茶だよねー」


    　美お味いしそうにお茶を飲みながら生温かい息を零こぼす友枝先生。


    「あ、あの、お話というのは？」


    「あっ、そうだった！　えへへ、ごめんねー、ちょっとまったりしちゃってたよー！」


    　いけないいけないと、舌をペロリと出す姿はとても愛くるしい。


    「あのね、去年わたしってば不々動くんの担任だったでしょー？」


    「はい。去年はお世話になりました」


    「いえいえ、こちらこそだよー。最初見た時はおっきな子だなーって思ってビックリしちゃったしね。あ、そうそう、ビックリしたといえばね、昨日の夕方に出たんだよー。あのにっくきＧがね。しかも二匹も！　うぅ～、一匹見たら三十匹はいるってほんとかな？　引っ越した方が良い？　でもなぁ、引っ越し代もバカにならないしなぁ～」


    「友とも枝え先生、いつものように脱線しています」


    「はっ、おっといけねえぜぃ！　ごめんね！」


    　こんなふうに友枝先生はお喋しやべり好きだ。毎度脱線して本筋とは離れた話をしてしまい、結局本題に入れずに頭を抱えてしまうといったことも珍しくないのである。


    「あのね、去年から生徒指導役も任されてて、こうやってよく不ふ々ふ動どうくんを呼び出してたでしょ？」


    「はい。その節はいろいろご迷惑をおかけしてすみません」


    「ううん。不々動くんが良い子ってのは知ってるもん。だからわたしは何も心配してないよー。それは去年の一年間で、他の先生たちも理解してくれてるしね！　不々動くんは授業もしっかり受けてくれるし、成績だって良い方。特にわたしが担当してる歴史なんか学年トップだし！　鼻が高いよー」


    「それは、ありがとうございます」


    「うんうん。だからね、良くない噂うわさとかあるのはすっごく残念。まあそれは、不々動くんがあまり他の子たちと関わらないっていう理由もあるかもしれないけどね」


    　少し困った感じで苦笑を浮かべる友枝先生に対し、申し訳ないと感じ僕は頭をボリボリとかく。


    「不々動くんとちゃ～んと接すれば良い子だってみんな分かると思うけどなぁ」


    「まあ、この見た目ですから」


    「う～ん、でもね先生としては、やっぱり見た目で人を判断してほしくはないんだ。それに君にも、あまり自分のことを卑ひ下げしてほしくないし」


    「自分は自分を正当に評価しているつもりですが」


    「はぁ。君はこれだからなぁ。わたしとしてはもっと他人と関わってほしいんだけど……」


    「…………先生、また脱線している気がするんですが？」


    「あーそだね。じゃあ本題に入ろうか」


    　友枝先生は諦あきらめたように肩を竦すくめると、ようやく本題を口にする。


    「不々動くん、君が今度プロの作家としてデビューすると聞きました」


    「！　……その話はどこから」


    「君のお祖ば母あ様からだよ」


    　僕としては別にわざわざ教えなくとも問題はないと思っていたが、お祖母ちゃんやお祖じ父いちゃんは一応仕事をするのだからと、学校に連絡をしておいた方が良いと判断したようだ。


    　そして去年世話になり、僕のことをよく知っている友枝先生に話がいき、こうして事実確認と今後の動きなどについて聞くために呼び出したという。


    「そっかぁ、君の趣味が小説を書くことだったことは知ってるけど、まさかプロになっちゃうなんてなぁ」


    「自分でもまだ信じられませんが」


    「あはは、未来の大作家の誕生かな？」


    「そんな……自分はそんな偉大な人物にはなれないと思いますけど」


    「もう！　激しい競争社会に足を踏み入れたんだよ！　少しくらいは自信を持たなきゃダメ！」


    　子供のように頬ほおを膨ふくらませて叱しかってくるが、まったく威圧感がない。


    「えっとぉ、ライトノベル……だっけ？　君の書くジャンルって」


    「はい。縮めるとラノベですね」


    「アニメ化とかもされるんだよね？　凄すごいよね。もしそうなったらわたしもちゃんと観るからね！　あ、もちろん本も読むよ！」


    「アニメ化……ですか」


    　もちろん自分の作品がアニメとして動く想像をしたことがないわけではない。


    　自分の書く作品が、もしアニメになったらと頭の中で楽しむのは、作家として誰もが通っている道のような気がする。ただあまりにも現実感に乏とぼしいのは否いなめないが。


    「それで？　いつ頃、本が発売されるとか決まってるの？」


    「いえ、それはまだ。イラストレーターさんも決まっていませんし」


    「あーそっかぁ。普通の文学作品とかと違って、ライトノベルって漫画みたいに絵がつくんだよね。可愛かわいい女の子の絵とか」


    「そうですね。どうしても需要が男性寄りなので、美少女イラストが多くなっています」


    　ただ最近はカッコいい表紙などが売れたりするとも聞く。僕もどちらかというと、カッコいい系の表紙の方が興味をそそられる。


    　時代時代で変わっていっているのかもしれない。


    「じゃあほんとにプロの作家として仕事をしていくってことで良いんだね？」


    「はい」


    「うん、了解だよ。ただ学業もちゃんとこなさないといけないよ」


    「分かっています。しっかりと両立させるつもりです」


    「そだね。真ま面じ目めな君だからそこも心配してないかな。でも二足の草鞋わらじって思ったより大変だと思うし、何か辛つらいこととかあったら遠慮せずにわたしに話してほしいな」


    「ありがとうございます。その時は是ぜ非ひ」


    「あはは、でもほんとに良かったねー。おめでとう。わたしも嬉うれしいよー」


    　友とも枝え先生は、こんなふうに真まっ直すぐ僕の眼を見て話してくれる。


    　見た目は頼りなさそうに見えるが、生徒の視線に立って、間違っていたらちゃんと叱ってくれるし、嬉しいことがあれば一緒に喜んでくれる。


    　中学の頃は、僕の見た目だけで判断し、噂うわさを信じて突き放してくるような教師が多かった。真実を話しているのに、言い訳はするな、と何度言われたことか。


    　だから本当に友とも枝え先生は素晴らしい教師だと思うし、僕も人として尊敬している。


    　ただ少し残念な部分はあるが……。


    「よし！　これで不ふ々ふ動どうくんのお話は終わり！　さて……次はわたしのお話なんだけどね……」


    　ただならぬ負のオーラを纏まとい始めた彼女を見て、僕は思わずまたか……と肩が落ちた。


    「また…………ね、お見合い相手に断られた……んだよ」


    「は、はぁ……またですか」


    「うぅぅ……何で？　何でいつもお見合い写真を送ったら断られるの！　わたしってばそんなに見た目ダメダメなのかな！」


    　涙目で訴えてくる。
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    「ち、ちなみにそのお見合い写真は今手元にありますか？　差し支えなければ確認させて頂きたいのですが」


    「これだよ！」


    　そう言ってスマホで撮った写真を見せてくれるが……。


    「ね？　ね？　どこも悪くないでしょ？　着物だって綺麗だし！　わたしもちゃんとおめかししてるんだから！」


    　……………………正直、七五三の上位互換にしか見えない。


    　子供が大分背伸びしましたよ、ってな感じの写真だ。


    　着物を着ているというより、着せられているといえばいいのか。


    　化粧も童顔の彼女に酷ひどく似合っていない。まだナチュラルメイクの方が……というかそもそもスッピンでも良いような気もする。


    「うぅ……もう25なのにぃ。四捨五入したら30だよ30！　この間、同級生の結婚式だってあってね……」


    「べ、別に焦あせる必要はないのでは？　そのうち友とも枝え先生を好きになってくれる男性も現れるはずですから」


    「………………そのうちっていつ？」


    「そ、それは……」


    「いい不ふ々ふ動どうくん？　女はね、男と違って歳としを重ねるだけ結婚が遠のいていくんだよ。もう子供を二人も産んでる同級生だっているのに！　わたしだって子供ほしいもんっ！　三人はほしいもんっ！」


    　そ、そんなこと言われましても……。


    　これが友枝先生に対し、唯一といっていいくらいの残念な部分である。


    　まあ確かに友枝先生の見た目は、いくら年齢的に大人といえど何か犯罪臭い。


    　そういう趣味でなければ、普通の性せい癖へきを持つ男性はやはり拒否してしまうのだろう。


    「みんな口を揃そろえてわたしをロリだロリだっていうの。分かってるよ？　自分の見た目がロリ寄りだって」


    　いえ、寄りではなく絶対的にロリだと思います。外見的に。


    「胸だってＢよりのＡだし」


    　それは本当ですか？　まったくもって膨ふくらみが見当たらないのですが……とは口が裂けても言えない。


    「でもねっ！　わたしは尽くすタイプだよ！　家事だってできるし、彼氏が望めばＳＭだって許容範囲の女だよ！　は、恥ずかしいけど露出プレイだって頑張れるから！」


    「あ、あの、生徒の前でそんな話はどうかと……」


    「何で!?　わたしこのまま一生彼氏できないで終わりたくないよぉっ！　童貞は三十歳で魔法使いになれるかもしれないけど、じゃあ処女は何になれるのさーっ！」


    　知りません。というか魔法使いにもなれないですから。都市伝説ですから。


    　というより処女だったんですね。あまり知りたくはありませんでした。何だか悲しくなりますから。


    　きっともう興奮し過ぎて自分が何を言っているのか理解していないのだろう。


    「ちょっとっ、不々動くん聞いてるの！」


    「は、はい！　ちゃんと聞いています！」


    　それからチャイムが鳴るまで延々と愚ぐ痴ちが続いた。


    　そして全すべてを吐き出したかのように、すっきりした顔で眠りこけるのである。


    　まったく、こういうところが子供みたいなのだが、何だかとても憎めない先生であった。


    



    



    　昼休憩後の五時限目の授業が終わり、僅わずかな休み時間に僕は昼に考えておいたプロットを纏まとめるためにノートに物語の流れを書いていた。


    　そこへまたもや桃ももノ森もりさんが話しかけてきたのである。


    「ねえねえ、お昼の時の話なんだけど」


    「すみません桃ノ森さん。今少し立て込んでいますので、お話はまた後日お願いします」


    「後日!?　じゃあ次の休み時間とかもダメなの？　放課後も！」


    「少々やり切っておきたい作業が残っていますので」


    　仕事と口にするとややこしいことになりそうなので作業ということにしておく。


    「それに放課後もすぐに帰ってやりたいこともありますから」


    　パソコンでプロットを完成させて日ひ中なかさんにメールで送りたいし、畑仕事や珠たま乃のの遊び相手など予定は見事に詰まっている。


    「そ、そう……なんだ……」


    　ガックリと肩を落とし、トボトボと自分の席へ戻っていく桃ノ森さんを一いち瞥べつすると、僕はすぐにプロット作りに取り掛かる。


    「お、おいマジか。また断ったぜ桃ノ森の話を」


    「ああ、つーか桃ノ森ってば、何でアイツに構うんだ？」


    「それな。怖いもの知らずっていうか、桃ノ森はすげえ奴やつだぜ」


    　など周囲から会話が聞こえてくるが、相手にせずにノートに字を綴つづっていく。


    　チャイムが鳴るまで書いていたが、やはり時間はまだ足りない。続きは次の休み時間になりそうだ。


    　とはいっても六時限目が終わり、ＬＨＲまでの間のほんの僅かな時間ではあるが。


    　ただあと少しなので、恐らくは書き上げることはできるだろう。


    　つつがなく授業が終わり、そして予定通り、休み時間中に、先生が来るまで昨日作り上げたプロットの修正案はできた。


    　うん。実際は本文を書き上げてみないと分からないが、プロットを見ても申し分ない出来ではないかと思う。


    　これなら一巻分として立派なものが完成できそうだ。


    　ただもちろんこれで完成というわけではなく、ここからこのプロットを日中さんに送り、彼女の意見などを聞いてさらに完成度を高めていく。


    　そうして作家と編集者の二人三脚で、最高の作品を形作っていくのである。


    　僕は自分なりのプロット作りに満足感を得て、気分良くＬＨＲを終えることになった。


    　すぐに席を立ち、急いで帰宅するために教室を出る。


    「あ、待っ……もうっ！　何なのよぉっ！」


    　またも背後で桃ももノ森もりさんの声が聞こえた。よく通る声だ。さすがは声優だと思った。


    　走っている間にスマホが鳴ったので手に取って確認する。


    　どうやら多た華か町まち先輩からのメールらしい。


    『お疲れ様、不ふ々ふ動どうくん。明日の昼食、一緒にどうかしら？　少し頼みたいこともあるので、よりよい返事を期待します』


    　特に予定はないので、了承する旨むねをメールで送った。


    　するとすぐに返信がくる。


    『あら、良い心がけね。私の好きな作家さんを己の自由にできる感覚は想像以上に快感ね。癖くせになりそうだわ。では気をつけて帰りなさい。　Ｐ．Ｓ．　早く次話をアップして』


    　相変わらずメールではどこかサディスティックさを感じさせる。いや、直接会っている時でもよくからかわれるので、メールだけとは言い難がたいか。


    　さりげなく……でもないが、ネットに次の話を載せるよう要求がきている。


    　こういうところは抜け目ないですね、先輩は。


    　思わず苦笑が零こぼれてしまうが、作家としては嬉うれしいものだ。


    　僕は自転車に乗ると、安全運転でかつなるべく急いで家へ帰った。


    「にぃや～んっ！　おかえりなのー！」


    　元気よく玄関まで走ってきて僕を出迎えてくれたのは、我が家の天使こと珠たま乃のだ。可愛かわいらしい青色のワンピース姿で駆け込んできた珠乃は、そのまま僕にがしっと抱き着いてくる。


    「ただいま、珠乃」


    「おかえりなの！　あのね、きょうね、たまね」


    「それより珠乃。まずは手洗いうがいをしないといけませんから」


    「うん！　じゃあたまもいっしょにいくのー！」


    　手を繋つないで洗面所へ向かうと、手洗いうがいをやる。何な故ぜか珠乃まで。


    　そしてキラキラとした目で「あそぼー」と言ってきた。


    「すみません、珠乃。少しだけやらないといけないことがあるので、待っていてもらえませんか？」


    「えぇー」


    「すぐに終わりますから。お願いします」


    「うぅ……ちゃんとあとであそんでくえゆ？」


    「お兄ちゃんが約束を破ったことありましたか？」


    「ううん！　ない！」


    　珠たま乃のには悪いが、ほんの少しの間だけ待ってもらい、すぐに自室へ向かい、パソコンに修正したプロット案を反映させると、再度見直してから日ひ中なかさんに送る。


    　その直後、視線を感じると思って扉の方を見てみると、ほんの少し開けた扉の隙すき間まから珠乃がこっちを見つめていた。夜中だったらちょっと怖いかもしれない。


    「……おわったの？　あそべゆ？」


    　いいえ、やはり可愛かわいいので怖くないですね。幸運の座ざ敷しき童わらしみたいです。


    「ええ。じゃあ一緒に畑で野菜を収穫しますか」


    「えぇー、それおもしろくないのー」


    「手伝ってくれたら、今日買ってきた水みず羊よう羹かんを夕ご飯のあとに一緒に食べようと思っていましたが、残念、お預けですね」


    「みずようかんっ！　てつだう！　たまね、いっぱいてつだうじょー！」


    　少しズルい言い方になってしまったが、本当に可愛い妹である。


    　二人で今日収穫できる野菜を収穫し終えたあと、約束通りに遊び相手となり、夕食の後に動物が出てくるテレビを一緒に観ながら水羊羹を堪たん能のうした。


    　そして寝る前にメールをチェックすると、日中さんから返信があった。


    　できるだけ早くプロットを確認して返事を出すとのこと。


    　僕は『お手数をおかけします。よろしくお願い致します。』とだけ返信し就寝した。
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    　──目を開けると空が広がっていた。


    　身体からだは動かない。どこか重苦しい感覚が全身を包んでいる。


    　そして誰かが僕の名を必死に叫んでいるのが聞こえてきた。


    　すると、ザザザッとテレビの砂嵐のような現象が起き、場面が移り変わる。


    　次に僕の意識が捉とらえたのは、小さな子供が横たわり、その傍そばで僕が泣いている姿だ。


    　それを僕は俯ふ瞰かんしている。


    　ああ、またこの夢ですか……。


    　定期的に見る夢。まるでこの出来事を忘れるなと、神様が言っているかのよう。


    　しかし絶対に忘れるわけがない。夢で見せられなくても、この出来事だけは──。


    「っ………………はぁ」


    　重い瞼まぶたを開けると、今度は見慣れた自室の天井が飛び込んできた。


    　上半身をゆっくりと起こすと、ポタリと掛布団の上に雫しずくが落ちる。


    　それが自分の目から流れ出たことを知り、僕は指で目元を拭ぬぐう。


    　そしてチラリと視線を動かして、壁にかけられたカレンダーを見る。


    　正確にいえば、〝29日〟という日付を、だ。


    「…………忘れませんよ、絶対に」


    　僕は誰に聞かせるでもなく、そんな呟つぶやきを口にする。


    　そして時間をチェックし、もう起きる時間帯でちょうど良かったと息を吐く。


    　そのまますぐにパソコンを開いてメールをチェックすると、早いことにプロットに対する返事が日ひ中なかさんから送られていた。


    　きっとあのあと深夜にかけてプロットを確認してくれたのだろう。しかも感じたことや、注意書きなどが細かく書かれており、それを見て脱帽せずにいられなかった。


    　彼女はいつ寝ているのだろうということよりも、僕が自信を持って送ったはずのプロットに対する指摘の的確さに感心したのである。


    　読者さんにより伝わりやすくする文章の書き方や、キャラクターの心情の部分をもっと増やした方が共感が得られるなどの、明確な読者目線で返事が書かれていた。


    　作家として文を書くと、やはりどうしても作家主体となる文となり、時折読者を置き去りにしてしまうことがある。


    　それは作家としては気持ちの良い言葉でも、読者にとっては分かり辛づらかったり伝わらなかったりすることもあるのだ。


    　ネット小説ならそのままでもいいかもしれないが、より読者を意識しなければならない商業作品としては、やはりそういったところに注意が必要だと教えられた。


    「そう……か。確かにそう言われてみれば、読者目線に立って書いてなかったかもしれないですね」


    　もちろん読んでくださる方々がいるのは分かっているので、当然意識はしているものの、どちらかといえば自己満足の気が強い書き方をしていたかもしれない。


    　それが悪いというわけではないと思うが、作家だけが理解できる物語では商業作品としては成り立たないのだ。


    　やはり売れる、人気を取るためには、読者の気持ちをこれまで以上に大事にしなければならないということなのだろう。


    「勉強になりますね」


    　ということで、今度はプロットの改稿である。


    　日ひ中なかさんの意見を参考にし、さらに質の良いものを作っていく。


    　今までこういった作業は一人でこなしていたが、こうして誰かの意見を交えて一つの物語を作っていくというのも面おも白しろいものだ。


    　今日の休み時間もいつもの読書タイムを返上しなければと思うが、不思議と残念ではなく、それどころか楽しみでさえあった。


    「そういえば今日は結構予定が詰まってますね」


    　休み時間はプロットの改稿に当てて、昼は多た華か町まち先輩に呼び出されている。


    　さらに放課後はその彼女と食事に行くことになっていた。


    　でも本当に彼女と二人で食事に行ってもいいのかと悩む。


    　せっかく築き上げてきた多華町先輩というブランドが、自分のせいで評価を落としてしまうかもしれない。彼女はそんなことを気にしないと、常日頃言ってはくれるが、やはりそんなことになれば申し訳なく思ってしまう。


    　いっそ変装でもして……いえ、逆に目立ちそうですね。


    　そもそもこの大き過ぎる図体だけで衆目の視線を引き付けてしまうのだからどうしようもない。


    　本当にこの身体からだが恨うらめしい。こればかりは偽装しようにもできないからだ。


    「考えても仕方ないですね。それより早く登校の準備をしなければ」


    　溜ため息いき交じりにそう言うと、僕は学園へと向かう準備を整え、家族に挨あい拶さつをしてから家を出た。


    　今日は結構早めに登校したので、教室へ入ると誰も……いえ、僕よりも先に来ていた人がいて少し驚く。


    　だが僕よりもその人物は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


    「……あっ、ふ、ふふふ不ふ々ふ動どうくんっ!?」


    「おはようございます、繭まゆ原はらさん」


    「おおおおおおおおはようございましゅ！　ほ、本日はお日柄も良く！」


    「いえ、今日は残念ながら仏ぶつ滅めつなのですが」


    「えっ!?　あ、あのその…………しゅみません」


    　シュンとなる繭原さんを見ると、何だか指摘したことが非常に申し訳なくなってきた。


    　ここは話題を変えるべきだろうか。


    「……早いんですね、繭原さん」


    「あ、えと……今日は日直ですから」


    　僕は黒板に書かれている日直の名前を見る。確かに彼女の名前が記載されていた。


    「それにしても早過ぎないですか？」


    　日直の仕事は精々、花瓶の水替えや部屋の換気などである。


    　そんなに早く来なくともできることばかりだ。


    「ははは、その……動物たちのご飯も用意してあげないといけませんし」


    　なるほど。彼女は飼育委員だった。


    　ただ当番は週ごとに決められていて、今週は彼女ではなかったはずだ。


    「あ、あのですね。今週の当番さんが風邪かぜで来られなくなったとかで……」


    「そういうことでしたか。では今から向かうところですか？」


    　繭原さんは「はい」と小さく頷うなずく。


    「なら自分もお手伝いします」


    「ええっ!?　そ、そんなの悪いですよ！」


    「いえ、自分も飼育委員ですから」


    「それは……でも、頼まれたのは私ですし……。それに不ふ々ふ動どうくんも用事があって早く来たんじゃないんですか？」


    「気にしないでください。二人でやれば早く済むと思いますし」


    「不々動くん…………いいんですか？」


    「はい。それに繭原さんに薦すすめて頂いたラノベの感想もお話ししたいですし」


    「!?　それ本当ですか！　じゃ、じゃあその……い、行きましょう！」


    　嬉き々きとした表情を見せる彼女を見ると、本当にラノベが好きなんだなと思う。


    　自分としてもこういう話ができる人は多た華か町まち先輩くらいなので嬉うれしいものがある。


    　こうして二人で、飼育スペースが設置されている学園の西南へと向かった。


    　いつ来てもやはりかなりの規模を取っている。


    　学園長が動物好きなのが大きな理由だろう。


    　牛は四頭、馬は三頭とそれぞれに舎が設けられてあり、ウサギ小屋や鳥小屋もある。


    　少し離れたところでは、犬や猫が逃げ出さないように仕切られたスペースで何匹も寛くつろいでいた。他にも池には鯉こいや亀かめなどの姿も見える。


    　いつも思うが、本当に小さな動物園だ。


    　僕と繭まゆ原はらさんは、手分けして彼らの餌えさを用意し、サッとではあるが掃除をした。


    「あ、ありがとうございます不ふ々ふ動どうくん。お蔭かげでいつもより早く終わりました」


    「いいえ、僕も飼育委員ですから当然のことです」


    「……そう言える人だから素敵だと思います」


    「はい？　言える人というのは？」


    「にゃっ、にゃんでもにゃいでしゅよっ！」


    「は、はぁ……」


    　最近、周りの女子たちが小声で話す現場に出くわすことが多い気がする。


    　独り言のブームでも到来しているのだろうか。


    「あ、ああそうです！　ラ、ラノベ！　ラノベの感想を聞いてもいいですか？」


    「ええ、繭原さんに薦すすめられた『転生したらドラゴンだった件』はとても面おも白しろかったですよ」


    「本当ですかっ！」


    　笑顔いっぱいでグイッと接近してくる。

  


  [image: ]


  
    「あ、あの……近いです」


    「!?　ご、ごごごごごめんなしゃいっ！　ああもう私ったら！」


    「本当にラノベが好きなんですね。それに繭まゆ原はらさんの目め利ききも素晴らしかったです」


    「あぅっ！　そ、そんな……私はただのラノベバカというか、読書バカで……」


    　バカという言葉は侮ぶ蔑べつする言語として使われるかもしれないが、一いち概がいにそれだけとは言えない。


    　バカというのは僕に言わせれば求道者である。


    　たった一つを真まっ直すぐ突き進み追求していく一途な人物のことをいうと思う。


    　だから場合によっては誉ほめ言葉にもなる。


    　作家に当あて嵌はめれば、創作バカと言われて怒る人はそうはいないのではなかろうか。少なくとも僕はそうだと認めているし、言われたら嬉うれしい。


    　その繋つながりもあって、読書バカである彼女には好感しか抱いだかない。


    「そのお蔭かげで素晴らしい本に出会えました。本当に感謝しています」


    「はわわっ、そ、そんな恐縮ですっ！　よ、喜んでもらえたなら私はそれで……！」


    「つきましては近いうちに続巻を購入しようと思っています」


    「あ、はい！　『転ドラ』は現在五巻まで出ていますから、取り置きしておきますね。はは、人気ですからすぐに売り切れてしまうので」


    「よろしいんですか？」


    「もちろんです！　予約という形で取っておきますね」


    「それはありがたいです」


    「と、ところでどんなところが不ふ々ふ動どうくん的に面おも白しろかったですか？」


    「そうですね……」


    　それからは時間の許す限り、彼女とラノベの話で盛り上がった。


    



    



    　昼休みに入ると、弁当を持って多た華か町まち先輩がいるであろう生徒会室へと急いだ。


    　休み時間になると、桃ももノ森もりさんがチラチラとこちらを見ながら「今日もかぁ」と肩を落としていたようだが、今はプロット作りに勤いそしみたいのでお話は勘かん弁べんしてもらった。


    　そもそも、そんなに僕に時間を割いてもメリットなどはないと思うが、桃ノ森さんはもしかしたらぼっちな存在を認められない人なのかもしれない。


    　だからわざわざ話しかけて、僕を皆の輪の中に入れようとしているのか。


    　だとしたらありがたい厚意ではあるが、それを受け入れることはできない。


    　僕が輪に入ったとしても、それはきっと歪ゆがみになると思うし、他の人たちに受け入れてもらえるとも思えない。そういうのはすでに中学でも体験したことだ。


    　だからもう──諦あきらめている。


    　桃ノ森さんはきっと優しい人なのだろうが、その優しさは必ずしも救いをもたらすことを約束されてはいない。そうなった時に、桃ももノ森もりさんも傷つけてしまうかもしれない。


    　……とまあ、いろいろ言い訳めいたことを言ったが、要は僕の性格上、集団生活に溶け込めないというだけであって、その根本的な原因を克服しない限り、桃ノ森さんの希望は叶かなわないだろう。


    　そんなことを考えているうちに、生徒会室の前に到着した。ノックして許可を取って入ると、中には多た華か町まち先輩……と、友とも枝え先生の二人がいた。


    「こんにちはー、不ふ々ふ動どうくーん」


    　相も変わらず友枝先生はにこやかでフレンドリーである。


    　一瞬何な故ぜ彼女がここに、と思ったが、そういえば生徒会の顧こ問もんも担当していたことを思い出す。


    　とはいっても多華町先輩曰いわく、たまに生徒会室へ来てお茶会を開き談笑するだけで、変に口を挟んでこないマスコットキャラみたいな存在になっているらしい。


    「こんにちは、不々動くん。どうぞ、席について」


    「はぁ、失礼します。……友枝先生もこちらで昼食ですか？」


    「うん！　ちょっと生徒会に用事があってねー」


    　見れば菓子パンが二つほどテーブルの上に見える。メロンパンとあんぱん、だろうか。


    「その二つで足りるのですか？」


    「十分だよー。身体からだもちっこいからねー。……そう、ちっこいから男の人に見向きもされないけれど……ぐす」


    　ヤバイ。このままだとまたダークサイドに堕おちてしまう。


    「そ、その！　良かったらうちで取れた野菜で作った漬け物を召し上がりますか？」


    　そう言って小さな保存容器を彼女たちの目の前に出す。


    「あら、不々動くんが直々に手掛けた野菜たちね。とても美お味いしそうだわ。先生、せっかくだからご馳ち走そうになりましょう」


    「わー、確か不々動くんって料理もできるんだよねー。うんうん、キッチンに立つ男の子はモテるぞー！」


    　友枝先生の言葉はありがたいが、そういうスキルもすべて外見が壊してしまうので意味がない。


    「はむ……んんー！　このコリコリとした食感に、ほどよい塩加減。ご飯がほしくなるね！」


    「ん……あら本当に美味しいわ、この大根。それに柚ゆ子ずの香りも効いていて絶妙よ。さすがは私の見込んだ不々動くんね、ふふ」


    　そこまで褒ほめられるようなことでもないと思いますが……。


    　しかし、どうやら先生が闇に沈むことは止められたようだ。


    「ところで多華町先輩、メールでは何かお話があるとのことでしたが」


    「ええ。生徒会から、というよりは先生から」


    　先輩が友とも枝え先生の方に視線を向けた。どうやら発信元は先生のようだ。


    「うん。あのね不ふ々ふ動どうくん、今度この街のクリーン作戦があって、うちの学園からも何人か助すけっ人ととして手を貸すことになったんだよね」


    　クリーン作戦、ですか。そういえばもうそんな時期なんですね。


    　定期的に行われる清掃イベントで、地元の学生や住民たちを募って清掃活動を行うのだ。


    　昼には炊き出しなどもあり、そこそこ活気づくイベントだったはず。


    「なるほど。それで生徒会の人たちを手伝いに、ですか？」


    「おー察しが良いね。本当は生徒会や美化委員の人たちだけで十分だったんだけど……」


    「実は当日だけれど、生徒会で参加できるのは私だけなのよ」


    　前に会ったことがある柴しば滝たき姉妹は、揃そろって家の用事があるとのこと。他の生徒会役員も軒並み私用が重なってしまっているらしい。


    「それで多た華か町まちさんに他に誰か手伝ってくれる人がいないかなーって相談したんだよ」


    「その……あなたが忙しいのは重々分かっているつもりなのだけれど、働き者で信頼できる人材といったら私の中ではあなたくらいしか思い浮かばなくて」


    　申し訳なさそうな表情を浮かべる多華町先輩だが、そういうことならこちらとしても断る理由はない。


    「構いませんよ。いつですか？」


    「！　いいの？　妹さんのお世話とかもあるだろうし忙しいのではなくて？　それに他にもいろいろと……」


    　他にというと、執筆作業についてだろう。


    「そだよー。頼んだのはこっちだけど、無理なら無理って言ってくれていいからね？」


    「いえ。特に切せつ羽ぱ詰つまっているといった事態でもありませんし大丈夫です。それに、多華町先輩が頼ってくれたのは嬉うれしいですから」


    「！　不々動くん……！」


    　僕の一番のファンでいてくれる彼女だ。


    　相談にも乗ってくれるし、彼女の存在はとても心の支えになってくれている。


    　だから恩返しの意味でもできる限り力になりたい。


    「もう！　先生感動しちゃった！　そんな良い子には～はいっ、あんぱんを半分あげるね！」


    「えっと…………ありがとうございます」


    　半分、なんですね。ああいえ、別に全部欲しいとかではないのですが。


    「わ、わわわわ私も今日は精一杯おもてなしをさせてもらうわね！」


    　おもてなし？　……ああ、放課後のことか。


    「およよ？　今日？　おもてなし？　どゆこと？」


    「え？　あ、その……別に深い意味はありませんよ？」


    「あの多た華か町まち先輩、大丈夫です。友とも枝え先生は事情を知っていますので」


    「そ、そうなの？　……おほん。先生、実は私も不ふ々ふ動どうくんが作家デビューすることを知っています」


    「おおー、そうなんだね！　さっきの様子からもしかしたらって思ったけど」


    「はい。それでお祝いとして放課後に食事でもと約束しているのです」


    「わおっ、もしかして密会!?　デートッ!?」


    「デッ──ちゃ、ちゃいますよ！　ただのお祝いパーティですから！」


    　そうですよ友枝先生。密会などという怪しげなこと、僕がするわけがないですよ。そんなことをすれば多華町先輩に迷惑になりますから。


    「んんっ、とにかくパーティのことは置いておいて。本当にクリーン作戦を手伝ってくれるのね？　日にちは今週の日曜日なのだけれど」


    「問題ありません。実は自分も何度か清掃イベントに参加したことがありますし、今回も参加する予定でしたから」


    「ああ、そうだったのね」


    「ですから詳しい時間や用意するものがありましたら教えてください」


    「じゃあこれを」


    　と多華町先輩に渡されたのは一枚の紙。


    　そこには日曜日に行う街の掃除に、必要なものや時間帯などが書かれていた。


    「ですが先生、自分一人が助すけっ人とになったところで大して変わらないかと思いますが？」


    「う～ん、だよねー。できればあと数人ほど欲しいんだけど…………不々動くん、当てとかある？　友達とか」


    「すみません。そういった方々が自分の傍そばにはいなくて」


    「「…………」」


    　な、何だか凄すごくいたたまれない空気が生まれた。


    　先生、その可か哀わい相そうな人を見るような目はちょっとキツイです。


    　それと小声で「ご、ごめんね」って言うのも止やめてほしい。


    「んんっ、心外ね。では私は不々動くんの何なのかしら？」


    「多華町先輩？　先輩は先輩ですよ？」


    「そ、そうではなくて……少なくともこの学園で私に最も近しい男性はあなたで、私もまた親しくさせてもらっていると認知しているのだけれど？」


    「……それは恐縮です」


    「…………」


    「…………」


    「……………………って終わり!?　今の話に続きとかないの!?」


    「え？」


    「え？　ではなくて、ほら、自分も実は先輩のことを愛いとしい友人以上だと思っているとか！」


    「い、いえ、そんなおこがましいことは言えませんよ」


    　こうして気にかけてくれるだけで僕としては奇跡のようなものなのに、友人以上だなどと自うぬ惚ぼれるつもりはない。


    　それに多た華か町まち先輩も人が悪いです。愛しいなどと僕が口にできるわけがありません。そんなことを言えば迷惑をかけてしまうこと間違いなしですから。


    　それに僕が愛しいと思っているのは家族──特に妹ですしね。


    「…………はぁぁぁぁ」


    「あはは……はぁ」


    　何やら二人して溜ため息いきを漏もらし肩を落としている。


    「ね、先生。こういう人だからいつも踏み込めないんですよ」


    「う、うん。まあ……不ふ々ふ動どうくんらしいっちゃらしいけどねー。でも多華町さんも苦労してるんだね」


    「分かって頂けますか。はぁ……」


    　二人のやり取りの真意が分からない。これってガールズトークというやつなのだろうか。だったら下へ手たに会話に入るのは邪じや魔まになるので止やめておこう。


    「……まあとにかく、清掃メンバーについては私も当たっておきます。不々動くんも、できたらでいいから誰かに声をかけてほしいわ」


    「……善処します」


    「政治家なのかしらあなたは？」


    　いえ、ごくごく一般の生徒です。ですがその声をかけるという行為が僕にとっては非常に困難なミッションなんです。


    　下手をすれば悲鳴を上げられるし、その場で気絶なんて人もいた。特に女性は。


    　男性に限っても怯おびえられるし、適当に「あっ、用事があったの忘れてたわ！」とか「ご、ごめんなさい、命だけは取らないで！」などと言って、颯さつ爽そうと僕から離れていく。


    　これまで人の命なんて奪った経験はないのですが……はぁ。


    　それから一緒に昼食を取ったあとは、多華町先輩と放課後に自転車置き場で待ち合わせすることを確認して自分の教室へ戻った。


    



    



    「──ああもう、巨人くん！」


    　教室へ入ると、いきなり桃ももノ森もりさんに声をかけられた。


    　何だか膨ふくれっ面つらで、怒っている様子だが……。


    「どうかされたのですか？」


    「どうかされたじゃないしっ！　何で屋上にいなかったの！　何、そんなにアタシと一緒にいるの嫌？　アタシってば君に何かしたの!?」


    「はぁ、いえ。お昼に会う約束をしていた方がいたので」


    「また先約!?　むぅ……それってさ…………生徒会長？」


    「もしかして見られていたのですか？」


    「へ？　あ、そ、そうよ！　たまたま君が生徒会室に入っていくのを見たの！」


    　はぁ。授業が終わり、いの一番で足早に生徒会室に向かったつもりでしたが、どこで僕が生徒会室に入るのを確認したのでしょうか？


    　まさか追って……？　いえ、そんなことをするメリットはないと思いますし。


    　だったらどうして……。


    　いくら考えても分からなかったが、別にどうしても謎解きをしたいわけでもなかったので思考を止めておく。


    「でもそっかぁ……また生徒会長なのね」


    「また？」


    「う、ううん、何でもないわよ！　ところでそのね、君に聞きたいことがあったんだけど……」


    　だがそこでチャイムが鳴ってしまい、僕は「お話はまたあとで」と自分の席へと戻った。


    　不ふ貞て腐くされたような表情を浮かべる彼女だが、こればかりはタイミングなので仕方ない。


    　いつまでも話していると、先生が入ってきて僕だけではなく彼女も叱しかられてしまう。それは申し訳ない。


    　五時限目が終わり、待ってましたとばかりに桃ももノ森もりさんが僕の方へ向かってきた。


    　できればプロット制作に勤いそしみたいが、先程何か話したいことがありそうだったので、プロットは帰ってからにして、今は彼女の話を聞こう。


    「ちょっとだけ話してもいい？」


    「はい、構いませんが」


    「！　ほ、ほんと!?」


    「ええ。授業が始まる前にも何か自分に聞きたいことがあるようなことを仰おつしやっていたので」


    「うん、そうなの！　えっとね……その額の傷なんだけど」


    「……ああ、コレですか」


    　僕は自分の額に軽く触れて応える。


    　傷のことを聞かれると、あの出来事を思い出しつい眉まゆをひそめてしまう。


    「すみません、お見苦しいものをお見せしてしまい」


    「ち、違うし！　別に見苦しいとかそんなんじゃないし！　アタシがその聞きたいのは……」


    　何か聞きにくいことなのか、若じやつ干かん目が泳ぎ僅わずかに口ごもっている。


    「……そ、その傷ってさ…………もしかして小さい頃に怪け我がした……とか？」


    「？　どうしてそのようなことを？」


    「え？　あ、その……ちょっと気になって」


    「はぁ……確かにこれは小学生の頃の傷ですが」
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    　小学生っ!?　それってやっぱり！


    　アタシの大切な思い出のシーンが蘇よみがえってくる。


    　忘れもしない。アタシが小学二年生の頃だ。


    　今とは比べられないほど地味で、友達一人すら作れなかった黒歴史のような自分。


    　でもそんなアタシを変えてくれる人に出会ったのである。


    　それが同い年の少年だった。


    　いつも一人で公園のベンチに座って、楽しそうに遊んでいる子供たちを見て羨うらやましがることしかできなかったアタシに、


    『いっしょにあそぼ！』


    　と言って手を引いて、いろんな楽しいを教えてくれた初恋の子。


    　だけど、アタシの軽はずみな行動で大きな怪我を負わせてしまった男の子でもあった。


    　そして二人だけの誓いをした、大切な思い出を共有している人。


    　半信半疑ではあった。いや、面影はとてもよく似ている。身体からだも同年代よりずっと大きかった。


    　名前……というか、その子のことをアタシは『どーくん』って呼んでた。


    　ただその子はよく笑う子だったので、巨人くんは違うかもしれないと思っていたが。


    　こ、この人が……っ!?


    　だ、だって『どーくん』って、よく考えたら不ふ々ふ動どうの〝動〟から来てるんじゃないの！


    　いや、でもまだぬか喜びかも。


    　だからアタシは極めて重要な質問をしてみることにした。


    「あ、あのね巨人くん。……小学生の頃は、こっちには住んでいなかったりする？」


    「よくご存じですね。実は他県に住んでいました」


    「!?」


    「ですが小学生の頃は、夏休みや冬休みなどにちょくちょくこちらにある祖父母の家には来ていました。まあ今は祖父母の家に世話になっていますが」


    　思わずゴクリと喉のどが鳴った。


    　その男の子もまた、夏休みの時期に数日間この街に来ていたのだったから。


    　会えた。ようやく会えた。会いたかった人に！


    　きっと彼はまだ気が付いていないだろう。何せあの頃の地味な自分と、今の派手なアタシとをリンクさせるのは相当難しいだろうし。


    　でも、これだけ条件が符合するということは…………そう、だよね。


    「……あの、どうかされましたか？」


    「えっ、あ、な、何？」


    「いえ、突然黙られたので。それと……顔が真っ赤ですから」


    「!?　にゃっ、にゃんでもないからっ！　ってか見るなバカッ！」


    　アタシは顔を彼に見られないようにクルリと踵きびすを返して背中を見せる。


    　ヤッバイ、嬉うれし過ぎて顔に出ちゃってたか。


    　だってしょうがないじゃん！　いつか会いたいって思ってた人に会えたんだし！


    　で、でも……。


    　チラリと半身になって、彼──巨人くんの顔を見る。


    　バチッと目が合うと同時に顔から湯気が出るほどの熱を感じた。
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    「桃ももノ森もりさん？」


    「ひゃ、ひゃいっ！」


    「大丈夫ですか？　もしかして体調でも悪いんじゃ」


    「だ、だだだだだ大丈夫だからっ！　ああ、話はそれだけ！　じゃ、じゃあアタシあれだから！　ちょっと用事とか思い出しちゃったから！　それじゃ！」


    　アタシは急に話を続けるのが恥ずかしくなってその場から逃げるように教室を出た。


    　途中、友達から「もうすぐ授業始まるよ！」などという声が聞こえた気がしたが、今は授業どころではなかった。


    　アタシはトイレに駆け込むと、高鳴る心臓が収まるまで何度も何度も深呼吸をする。


    「っ…………巨人くんが…………あの子……どーくん、なんだ」


    　確信を持てると、つい頬ほおが緩んでニヤケてくる。


    　マズイ、このまま教室に帰ったら絶対変な子に思われてしまう。


    　実際飛ぶように逃げてきたし、かなり変だったよねアタシ。


    「どーくん……。不ふ々ふ動どう……悟ご老ろうくん」


    　彼の名前を呟つぶやき、軽く人差し指で自分の唇に触れる。


    「ねえ覚えてる？　アタシ……頑張ったよ。約束……守ったからね」


    　今は衝撃的事実を消化し切れなくて、彼にそう告げられないが、落ち着いたらいつかそう伝えたい。


    　だから…………だから君もアタシのことを思い出してほしいな。


    　これからのことを想い、思わず笑みが零こぼれる。それは普段の慣れた営業スマイルなんかじゃなく、心からの笑顔だ。


    「…………で、でも……今日は心の準備が必要ってことで…………サボってもいいよね？」


    　そしてアタシは、不々動くんと近づくのが恥ずかしくて、仕事もないのに仕事があるということにし六時限目をサボることに決めた。


    「…………そっかぁ。えへへぇ、ようやく会えた。嬉うれしいな」


    　次に話す時は、もっと彼に踏み込もう。


    　そうして会えなかった時間をじっくり埋めていくんだ。


    　何だか一気にあの時の気持ちが膨ふくれ上がってきて、生きてて、ううん、頑張ってきて良かったって思える。


    　無意識に顔を綻ほころばせながら、何気なくスマホを見つめた。


    　目線は日付へと向く。


    「ああそっか。もうそんな時期なんだね。……不々動くんも参加するのかな？」


    　アタシはあるイベントのことを考え、一人しばらくずっとニヤニヤしていたのであった。
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    　──放課後になり、僕は自転車置き場へと足早に向かう。


    　多た華か町まち先輩を、少しでも待たせてしまうのは申し訳ない。


    　……それにしても、六時限目前の桃ももノ森もりさんは変でしたね。


    　いきなり突とつ拍ぴよう子しもないことを聞いてきたかと思いきや、顔色を真っ赤にして慌あわてて教室を出て行った。しかもそのまま帰ってこなかったのだ。


    　やはり体調を崩していたのだろう。アイドル声優として、そして学生として過ごす二足の草鞋わらじは思った以上に大変なのかもしれない。


    　僕は自転車置き場へ着くと、周囲を見回しまだ誰も来ていないことを知るとホッと息を吐く。


    　するとスマホが震えたので確認してみると、多華町先輩からのメールだった。


    『すっぽかしたらお仕置きだからね』


    　そんなに念を押さなくても約束は破らないというのに。


    　僕は『もう自転車置き場にいます』とだけ送っておく。


    　数分後、多華町先輩がやってきた。


    「ごめんなさい。少し先生に書類を届けていて遅れたわ」


    「いえ、お気になさらないでください」


    「そこは『自分も今来たところ』と言うべきなのではなくて？」


    「ですがメールですでに送っていましたので」


    「ふふ、それもそうね。それにあなたは待ち合わせで時間ギリギリに来るような人ではないものね」


    　確かに誰かと待ち合わせをした場合、基本的には十分前には到着しておきたい。


    　今回は別に時間を決めていたわけではないが、それでもできる限り早く来るべきだと思っていた。


    「それでは行くわよ。ついてきなさい、ゴンザレス」


    「あの……ゴンザレスではなく不ふ々ふ動どうなんですが……」


    「あら、ふふ、ごめんなさい。あなたって私が飼っているゴールデンレトリバーに似ているからつい間違えちゃったわね」


    　犬……それにしても凄すごいネーミングセンスだ。今時ゴンザレスは…………ない。


    　ていうかまた先輩のお茶目モードが炸さく裂れつだ。こうなれば、いつもからかわれるのは目に見えている。


    　ただこういう時の先輩は上機嫌ということも知っているので、下へ手たなことを言わなければ問題は起こらずに済む。


    「というより犬を飼っていたんですね」


    「え？　もしかして信じたの？　犬なんて飼ってないわよ」


    「……は？」


    「私、一人暮らしだし、さすがに飼わないわよ」


    「…………なら何な故ぜいきなりペットの話を？」


    「う～ん、飼うならゴールデンレトリバーがいいから、かしらね。だからついそういう体ていで話をしただけ。困らせちゃってごめんなさいね、ゴンザレス」


    「だから不ふ々ふ動どうですから……はぁ」


    　やはり先輩は不思議というかミステリアスな人だ。掴つかみどころがない。


    　きっとこれからもこういうふうにからかわれるのだろう。ある程度は慣れたけれど。


    　そんな何でもない会話をしながら僕たちは肩を並べて歩く。


    　しかし当然というべきか、この異様な光景に下校途中の生徒たちは目を丸くする。


    「やはり現地集合の方が良かったのでは？」


    「愚問ね。私の隣に立つ者は、私が決めるだけよ。あなたはくだらないことを考えず、素直に尻尾を振りながら横にいなさい」


    「ですからゴンザレスではないのですが」


    「そう？　では改名するというのはどうかしら。不々動ゴンザレス、と」


    「何やら強そうなプロレスラーが出てきちゃいましたね」


    「ふふふ、いいわね。きっと連戦連勝、不敗神話の悪役ヒールよ」


    「あ、そこは悪役なんですね」


    「ヒーローが良かったかしら？」


    「…………いえ」


    　どう考えても僕の身み形なりでヒーローはないだろう。


    　特撮ものでも僕に似た怪人などはいるが、やっぱり悪役である。


    「でもヒーロー役のゴンザレスもいいわね」


    「そうでしょうか？」


    「だって──」


    　多た華か町まち先輩が一歩二歩と、僕よりも先に進んでサッと振り返って上目遣いでこう言う。


    「あなたはとても優しい人だもの」


    　優しげに笑う彼女を見て少し照れ臭くなる。


    　お祖じ父いちゃんには、男は優しく、逞たくましくあれと言われて育ってきた。


    　自分が優しくあれているかは分からない。


    　ただ自分のせいで誰かが傷ついたり悲しむのが嫌だから。


    　できれば笑っていてほしいから。


    　そして────ある人にそう誓ったから。


    「……自分よりも多華町先輩の方が優しいです。自分はそんな優しさが好きですから」


    「！　…………ほんま不意打ちばっかやねんから」


    「はい？　何か仰おつしやいましたか？」


    「……別に何でもないわよ。ほら、さっさと行くわよゴン──」


    「ゴンザレスではありませんよ？」


    「!?　……先回りとはやるわね」


    　そうして僕たちは二人だけの世界を創つくり、和なごやかに会話をしながら多た華か町まち先輩が予約してくれた店へと向かった。


    『シュティレ』という店で、主に洋食を中心とした料理を提供している。


    　多華町先輩がたまに家族と一緒に来るということで常連となっているらしい。


    　店内はシックな造りとなっており、心地ここちの良いクラシックなＢＧＭが流れていて大人な雰ふん囲い気きがあり少しばかり緊張してしまう。


    　その個室に通され、豪勢な料理やらケーキやらが次々と出されて驚いたが、どれもとても美お味いしく満足のいくものだった。


    　そうして多華町先輩と一緒に小説の話などをしながら楽しく食事をしていく。


    　誰よりも僕のファンだと言い、こんな形でお祝いしてくれる彼女に感謝して、僕はこれからも彼女が喜んでくれるような物語を書こうと決意したのであった。


    



    



    　家に帰ってきた僕は、仏壇がある和室へと向かい、いつものように本日あったことを報告する。きっと天国で、僕が作家になることや超絶美人のファンがいることを知って驚いていることだろう。


    　報告をし終えると、僕は珠たま乃のと一緒に風呂に入ってさっそくパソコンへと向かう。


    　もちろんプロット作りである。


    　日ひ中なかさんに教えてもらったことを参考にして改稿をしていく。


    　そしてちょうど十時。二時間近く集中していたようだ。


    　僕は完成したプロットを、日中さんに送り一息吐つく。


    　やはり日中さんの意見はとても素晴らしい。自分だけで作ったプロットよりも、明らかに密度が濃く内容がしっかりしているものに仕上がっている。


    　編集者さんというのは凄すごいものだ。僕も負けていられないなという気持ちになった。


    「…………そういえば、日曜日のことをお祖ば母あちゃんたちに伝えておかないといけませんね」


    　街の清掃で出掛けることを、だ。


    　すぐに多華町先輩からもらったプリントを手にお祖母ちゃんのところへ向かう。


    　僕の話を聞いたお祖母ちゃんとお祖じ父いちゃんは「これは都合が良かった」と笑う。


    　一体どういうことか説明を求めると、何でも道場に通っている子供たちにもボランティアとして手伝ってもらうことになっているという。


    　そして、僕にも手伝うように言うつもりだったらしい。


    　ここは自分たちが住んでいる街であり、だからこそ自分たちで綺麗にしなければならないとお祖じ父いちゃんは言う。


    　どうやら日曜日は、家族総出で清掃活動の一日になりそうだ。


    　話を終え自室へ戻ると、不意にあることを思い出す。


    「そういえば、できればもっと人手が欲しいと多た華か町まち先輩は仰おつしやってましたね」


    　僕にも誘えるような人材がいれば提供してほしいと。


    　ただ……残念ながら僕にそんな友人のような方は……！


    　そう考えた時にパッと思いついたのは、最近話すようになった人だ。


    　とはいっても二人しかいない。


    　桃ももノ森もりさんと、繭まゆ原はらさんである。桃ノ森さんに関しては連絡先も知らないし、普段から社会に出て仕事をしている人気声優ということもあり多忙だろう。


    「繭原さん…………一応聞いてみましょうか」


    　連絡先を交換したのはいいが、あれから一度もやり取りをしていない。


    　まあ元々自分からメールなどを送るような柄でもないし、ラノベのことも会って話ができたので問題なかったのだ。


    「しかしご迷惑ではないでしょうか……？」


    　電話ならともかくメールくらいならば大丈夫だろうか？


    　まだ十時過ぎだが、もしかしたらもう就寝しているかもしれない。


    　明日にした方が良いかと思ったが、一通くらいなら問題ないだろうと思い、


    『突然のメールすみません。少しお聞きしたいことがありますので、よろしかったらご都合の良い時間帯を教えてください。日曜日までに。もし就寝されていたのでしたら申し訳ありません』


    　……こんな感じでいいでしょうか？


    　あまり長々とメールをしても、読む方が苦痛を感じるかもしれない。


    　僕は思わず「すみません」と言いながらメールを送った。
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    　──ブゥゥゥゥン。


    　テーブルに置いていたスマホが震えた。


    　どうやら誰かからメールが来たようだけど、心当たりの人物は残念ながら思いつかない。


    　うぅ……どうせ繭原糸いと那なには友達いないもん。


    　ちょうど今日の授業で学んだ復習をしていた。…………と、賢く言えたなら良かったけれど、私はベッドの上で横になりライトノベルに没頭していたのである。


    　ちょうど本編を読み終わり、作者のあとがきを読んでいる時だったので、タイミング的には良い。


    　物語に集中している時は、スマホの音に気づかないことが多々あるので。


    　起き上がってスマホを手に取りベッドに腰掛ける。


    「ん……誰だろ？」


    　スパムとかそっちかな、と思いつつ画面を見て思わずギョッとしてしまう。


    　──不ふ々ふ動どう悟ご老ろうくん──


    　まったくもって予想だにしていない人物からの新着メールに、一分ほど頭が真っ白になって硬直していた。


    　そして──。


    「え、ええぇぇぇぇぇぇっ!?　ふ、ふふふふふ不々動くんからメールゥゥゥゥゥゥッ!?」


    　その驚きよう愕がくを声で目一杯表してしまった。


    　瞬間、タタタタタと激しい足音が近づいてきて、私の部屋の扉が勢いよく開く。


    「うっさいわね糸いと那なぁっ！　今何時だと思ってんの!?」


    「お、おおおお母さん！　ご、ごめんなさいっ！」


    「ったく、急に叫んで何だっての？　黒いアレでも出た？」


    　いえ、ゴキブリさんは出てません。というか出たら悲鳴になってると思うし。


    「あ、あの……その、別に……何でもないから」


    「んん？　今あんた、後ろに何隠したの？」


    　ギクッと心臓が鐘を鳴らす。何でそういつも鋭いの!?


    「か、かかかか隠してないよ？」


    「そんな分かりやすく動揺しながら嘘言ってんじゃないよ。……はは～ん、さては男からメールでも来たとか？」


    「べ、べ、別に不々動くんからメールなんてきてないからぁっ！」


    「おやおや、あたしは不々動くんなんて言ってないけどねー」


    　!?　は、嵌はめられた……っ!?


    　ニヤニヤ顔で見てくるお母さんに、私はあたふたしながら言う。顔が熱くなるのを感じた。


    「でもまあ、今まで男と交流がなかったあんたにしては良かったじゃないの。時間も時間だし、メールや電話をするにしても、あんまり長くするんじゃないよ」


    　すべてを悟ったような表情をしながらお母さんは部屋から出て行く。


    　と、思ったら扉を閉める前に一言。


    「ああそうそう。……付き合うんだったらちゃんと言いなよ？」


    「つ、つつつつ付き合うっ!?」


    「ひひひ、じゃあおやすみ」


    「も、もう！　お母さんっ！」


    　……はぁ。ほんとにお母さんは意地悪だ。とても勝てる気がしないよぉ……。


    「で、でも……」


    　スマホをチラリと見る。そこには間違いなく不ふ々ふ動どうくんの名前が記されていた。


    「は、初めてのメールだぁ……えへへ。あ、いけない！　さっそく中身確認しなきゃ！」


    　思わずほっこりとした気持ちになるが、こんな時間に連絡するくらいだから急ぎの用かもしれないのですぐにメールボックスを開く。


    　そこには私に聞きたいことがあるという内容が書かれていた。


    「わ、私に聞きたいこと？　不々動くんが……私に」


    　ま、まさか告白!?　…………なんてことはないよね。


    　仮にそうだったとしても、あの実直な不々動くんがメールなんかで想いを告げるようなことはしないと思うし。


    　……っていうか、不々動くんが私のこと好きとか有り得ないだろうしなぁ。


    　……はぁ。


    　彼と初めて会ったのは、飼育委員として一緒に仕事をした時だ。


    　その時に、逃げ出した馬に激突されそうだったところを彼に助けてもらった。


    　ようやく最近そのことを話せてこうして連絡先を交換できたことが嬉うれしかった……が、一体何を話せばいいのか分からず、結局一度もメールや電話はしていなかったのだ。


    　うぅ……ヘタレだなぁ、私ってば。


    　せっかくちょっとだけでも仲良くなれたんだから、もっと積極的にいかなければならないことは分かっている。


    　前に日直や飼育委員の仕事を手伝ってくれた時は楽しかったぁ。


    　自然と不々動くんのことを考える。


    　彼を見た第三者のほとんどは、彼に怯おびえ近づこうとしない。


    　すぐに暴力を振るってきそうだとか、ヤクザと繋つながっていそうとか、根拠もない話ばかり信じて距離を取る。


    　本当の彼はただただ優しさの塊かたまりだというのに。


    　確かに見た目はちょっと大きいし威圧感があるけど、話してみればどんな人柄なのかすぐに分かる。もっとも彼自身が他人と距離を取ろうとしている節が強いが。


    　それもきっと、彼の優しさからくる行動心理だと私は思っている。


    「………………で、電話してみてもいいかな？」


    　不々動くんについて考えていると、段々彼の声が聞きたくなってきた。


    　凄すごく。物もの凄すごく恥ずかしいけど、ちょっとくらい……大丈夫だよね？


    「そ、それにお話だって直接聞いた方が早いし！」


    　明らかに自分に言い訳していることは分かっているが、そこは勘かん弁べんしてほしい。


    　私は何度も何度も深呼吸を繰り返し、勇気をちょっとずつ溜ためていく。


    　そして彼の番号へと発信ボタンを押した。


    　呼び出し音が規則的に鳴る。


    　ああ、やっぱり止やめた方が良かったかな？　心臓がヤバイよぉ。顔が熱いよぉ。


    　ただ切る勇気もなく、私は流れに身を任せながら静かに待つ。


    　すると呼び出し音が途中で止まり──。


    「──はい、もしもし不ふ々ふ動どうですが、繭まゆ原はらさんですか？」


    　で、出た!?　出ちゃったよぉぉぉっ!?


    「ひゃ、ひゃい！　みゃ、みゃゆひゃらでしゅっ！」


    「……こんばんは。いきなりのメール、すみませんでした。何だか驚かせてしまったようで」


    「い、いいえ！　こ、こちらこそ唐とう突とつに電話してしまってその、あの、しゅみませんっ！」


    「お気になさらないでください。電話をくださったということは、今お時間大丈夫でしょうか？」


    「だ、大丈夫です！　もう全然暇ひまでしたから！　何ならこのままオールでもいけます！」


    「それは電話代が物もの凄すごいことになりそうなので止めておいた方が良いかと」


    「そ、そうですよね！　私ってば何言ってるんでしょうね！　あはははは！」


    　変な子って思われたかな？　でも不々動くんとならオールでも電話できるのは事実だ。


    　いやでも、この心地ここちの良い低音ボイスを聞きながら眠ると良い夢を見れそうだなぁ。


    「ところで繭原さん」


    「は、はい！　何でしょうか？」


    「メールに記載した通り、少しお聞きしたいことがあったのですが」


    「そうですね。どんなことでしょうか？」


    　ラノベの話かな、と思っていると……。


    「実は今度の日曜日に、ここら周辺の清掃活動があるのをご存じですか？」


    「清掃？　……ああ、確か今週はクリーン作戦でしたね」


    　私も何度か手伝った経験がある。


    「実はうちの学園の生徒会にも参加要望があったのですが、あいにく参加できるのが生徒会長だけということで、もう少し人手を増やすべく自分も手伝うことになったのです」


    「……不々動くん、生徒会長さんとお知り合いなんですか？」


    「ええまあ。少し縁あって」


    　縁……一体何があったんだろう。


    　彼には悪いが接点があるようには見えない。


    　あ、そういえば彼が一年の時、ちょっと噂うわさになってたっけ？


    　生徒会長が、不ふ々ふ動どうくんがいる教室に一人現れて、彼と一緒に教室を出て行ったことが数回あったとか。


    　周りでは不々動くんが生徒会長を脅おどしているなどと心無いことを言う人が多数だった。


    　だからきっと根も葉もない噂うわさだろうと思っていたけど……。


    「その……生徒会長さんとは仲良し……なんですか？」


    「仲良し……ですか。どうでしょうか。自分が困った時に、相談に乗ってもらったりはしたことありますが」


    　そ、それって結構親密じゃない!?　だって悩み事を言える相手ってことだもんね！


    　うぅぅ……気になるけど、これ以上聞くのは失礼かなぁ。


    「あの、清掃活動の件なんですが」


    「！　ああはい！　えと、脱線させてごめんなさい！」


    「いえ。その清掃活動にもう少し人手があればと生徒会長さんは仰おつしやっていまして。自分に誘えるような人がいれば声をかけてほしいと頼まれたのです」


    「……もしかしてそれで私に、ですか？」


    「突然すみません。何なに分ぶん、自分には親しい友人などがおらず。誘える人と考えると、頭に浮かんだのが二人だけだったので」


    「ふ、二人……ですか。ち、ちなみにもう一人は誰ですか？」


    　私が彼に選ばれたということは嬉うれしいが、もう一人の人物が気になって素直に喜べない。


    「桃ももノ森もりさんです」


    「桃ノ森さんって……同じクラスのですよね？　そういえば最近よく話してますよね」


    　私に言わせれば彼女はコミュ力の怪物って感じだ。


    　煌きらびやかなカリスマ性を持つアイドル声優で、誰とも気兼ねなく接することのできる、私には到底敵かなわないほどの魅力を持っている女子だ。


    「話しているというか、話しかけられているという方が正しいですが。しかし学園で自分と会話をする相手は、生徒会長を除けば、その桃ノ森さんと繭まゆ原はらさんくらいなので。ただ桃ノ森さんとは連絡先も交換していませんし、繭原さんほど親しくできているとは思いませんが」


    　──やった！


    　思わず小さく拳こぶしを握りガッツポーズをしてしまった。


    「そ、そうなんですね！　まあ、彼女は誰にでもフランクですから！」


    「はい。ああいうフレンドリーさは感心します。とても自分にはできません」


    　うんうん、私も同じだよ不々動くん！　似た者同士だね！


    「そっかぁ。だから私だけが頼りだったんですね？」


    「ええ。ご迷惑かもしれませんが、お声をかけさせてもらいました」


    「別に迷惑なんて思いません！　それどころか頼ってくれて嬉しいですから！」


    「そう言って頂けるとこちらとしても助かります」


    　ああ、本当にこの耳元で囁ささやかれる不ふ々ふ動どうボイスは反則だ。ずっと聞いていたいと思ってしまう。


    　それに電話の向こうで、恐らく申し訳なさそうに頭を下げているであろう彼の姿を想像すると、つい可愛かわいらしいと思い笑みが零こぼれる。


    「他ならぬ不々動くんの頼みですから！　是ぜ非ひとも参加させて頂きますね！」


    「本当ですか！　それは良かった。では詳しい時間と用意するものなどは、後程メールで送らせて頂きます」


    「はい、よろしくお願いします！」


    「それでは時間も時間なのでこのへんで──」


    　あ、もう……終わりなの？


    　一気に燃え盛っていた火が鎮ちん火かするような気持ちになっていく。


    「あ、その……！」


    「？　どうかされましたか？」


    「え、えっと……そ、そう！　もう少しお話ししませんか？　ラノベの話……とか」


    「別に構いませんが、ご迷惑ではありませんか？」


    「そんな！　こっちがお願いしているんですから」


    「……分かりました」


    「ほんとですか！　あ、あのですね！　今度とある新刊が発売されるらしくて──」


    　私はこの時間が終わらなければいいのにと思いながら、それから一時間ほど彼と他愛たわいもない話をして盛り上がった。


    　電話料金は痛い出費になってしまったが、私は後悔しない。


    　だってその分、見返りは大きかったんだもん。
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    　──日曜日。午前九時三十分。


    　珠たま乃のと手を繋つなぎ、僕は学校指定のジャージを着て、珠乃も汚れてもいい無地の服を着て近場にある【おおこま公園】へとやってきていた。


    　この公園はとても広く、子供たちが遊ぶ遊具区画や、釣りなどもできる池や緑豊かな木々と、カラフルな花々が彩いろどる住民に愛されている憩いこいの場である。


    　公園の入り口には、すでに多くの人が集まり賑にぎわっていた。


    　ここにいる人たちすべてが、これから行われる清掃イベントに参加するのである。


    　また昼には炊き出しも行われ、それが楽しみでイベントに参加する人も多い。


    　ちょうど公園の入り口で待ち合わせをしていた繭まゆ原はらさんと出会えた。


    「あー、いーちゃんだぁ！　はようなのぉ！」


    　珠たま乃のがいーちゃんこと繭原糸いと那なさんに向かって走り出す。


    「わー、おはよう珠乃ちゃん！」


    　彼女も学校指定のジャージを着ている。


    「おはようございます、繭原さん。この度たびは、お誘いを受けてくださりありがとうございます」


    「そんなそんな！　私だってこの街に住んでるんだし、参加するのは当然ですよ！　というより誘ってくれて嬉うれしかったですし」


    「やはり繭原さんはお優しいですね」


    「や、優しいとか……そういうことじゃなくて……うぅ」


    「いーちゃん？　おかお、まっかだよ？　おこった？」


    「えっ!?　ううん、怒ってないよ！　それよりも珠乃ちゃん、短くツインテールにしてるんだね、可愛かわいいねー」


    「にへへ～、にぃやんにしてもらったのー！　いいでしょー？」


    　クルリと身体からだを回転させて珠乃が自慢げに笑みを浮かべる。


    「あはは、本当に器用ですね不ふ々ふ動どうくんは」


    「いえ、ただ単に慣れているだけですから。それより多た華か町まち先輩……生徒会長さんと合流しましょうか」


    「はい。どこにいるか分かるんですか？」


    「恐らく公園の中かと。同じジャージ姿だと思いますのですぐに分かるかと」


    　そう言って公園の中に入って行く。珠乃はすっかり繭原さんに懐なついているのか、彼女と手を繋つないで歩いている。ちょっと寂さびしいと思ったのは内ない緒しよだ。


    　そして大勢の人が集まる中、自分たちと同じジャージ姿の人たちを発見した。


    　一人だけ際立って見えるのは、やはり多華町先輩である。


    　その佇たたずまいの美しさだけで、他の者たちの視線を独占するのだからさすがだ。


    　もうすべてが黄金比で完成されている存在なのではなかろうか。


    　ただ注目を浴びているのは、僕自身もそうなのだが。


    　もちろん多華町先輩とは真逆の理由がほとんどだろう。


    　そんなざわめきに気づき、多華町先輩もまた僕の存在を認める。


    「おはようございます、多華町先輩」


    「ええ、おはよう。今日は晴れて良かったわね。実に清掃日和びよりだわ」


    　清掃日和などというのは初めて聞いたが、確かに気持ちの良い晴れ晴れとした日になった。そのまま多華町先輩は、僕から視線を繭原さんへと移す。


    「あら、もしかして助すけっ人とを確保してくれたのかしら？」


    「はい、一人だけですが」


    「わ、わわわわ私は不ふ々ふ動どうくんと同じクラスの繭まゆ原はら糸いと那なと申しますぅ！」


    　慌あわてたように多た華か町まち先輩に自己紹介とともに頭を下げる繭原さん。


    　そんな繭原さんを見て多華町先輩もまた姿勢を正し対面する。


    「私は三年の多華町紗さ依いよ。不々動くんから聞いていると思うけれど、参加してくれて感謝するわ」


    「い、いえ！　精一杯努めさせて頂きます！」


    「ええ、よろしくね。……ところで」


    　今度はその視線が繭原さんの足に抱き着いている珠たま乃のへと向かう。


    「その子はもしかして繭原さんの妹さんかしら？」


    「ああいえ、多華町先輩。この子は自分の妹の珠乃です。ほら珠乃、挨あい拶さつしてください」


    「う、うん。……えと、たまの……なの」


    「まあ！　その子が例の!?　そういえば何となく不々動くんに…………似てないわね」


    「ええ、本当にありがたいことに」


    　ガッツリ美人の母親似で本当に助かった。


    「ふふ、珠乃さん、私は紗依っていうの。よろしくね。その髪型、とても可愛かわいいわ」


    　そう言いながら、膝ひざを曲げて珠乃と視線を合わす多華町先輩が良い人だと察したのか、少し警戒していた珠乃はにんまりと笑みを浮かべ「うん！　これね、にぃやんがしてくれたのー」と嬉うれしそうに言った。


    　どうやら仲良くできそうでホッと息を吐く。


    「ところで多華町先輩、彼女たちも助すけっ人とですか？」


    　先輩以外に集まっているジャージ姿を見て聞いた。どうやら女子生徒ばかりだが。


    　珠乃が僕の妹だと知り、ほぼ全員が目を剥むいて固まってしまっている。


    　その中でも珠乃の愛らしさに頬ほおを緩めている人も多い。


    「そうよ。美化委員の子たちや他にも手の空いている子を誘ったのよ」


    　結構集まってくれているようで、もしかしたら僕が気を回す必要はなかったかもしれない。


    　これも先輩の人徳あってのことだろう。


    　それからすぐに、お祖ば母あちゃんとお祖じ父いちゃんも、道場の子たちと一緒に駆けつけてきた。


    　そして九時四十五分になると、イベントの代表者が集まった人たちに挨拶をして、それぞれ清掃を行う場所の説明に入っていく。


    　ちなみに僕たちの担当場所は公園内となっている。


    　運営の人たちからゴミ袋を受け取り、家から持ってきた軍手を装着した。


    「では手分けして清掃するわよ。みんな、【真ま志し羽ば学園】の生徒である誇りを持った行動をすること。それと怪け我がなどないようにしなさい」


    　多た華か町まち先輩の言葉に、僕たちは返事をした。


    　それから僕は珠たま乃のと繭まゆ原はらさんと一緒に遊具がある区画へと足を延ばす。


    　空き缶やタバコの吸い殻などを拾いゴミ袋に収めていく。


    「こうして見ると結構ゴミがありますね」


    　繭原さんの言う通りだ。せっかく憩いこいの場なのに、自分勝手な人たちが多いようだ。


    　それから黙々と作業を続けていく。


    　まだ夜は肌寒い季節だが、あちこち動き回りゴミ回収をしているとじんわりと汗が滲にじんでくる。


    「珠乃、喉のどが渇いたらちゃんと水筒に入れてきたお茶を飲むんですよ？」


    「うん！　わかったー！」


    　珠乃は首から下げている小さな水筒を掲げる。


    　小さい子供は体温が高いし汗をかきやすい。脱水症状だけは起こさせてはならない。


    「繭原さんも水分補給はこまめにお願いします」


    「はい。お気遣いありがとうございます」


    　当然僕たちも自分たち用の水筒を用意してきている。


    「にしても本当にここの公園の遊具って結構ありますよね。滑り台にジャングルジム、砂場に鉄棒、雲うん梯ていにブランコも」


    「そうですね。繭原さんも小さい頃はお世話になったのでは？」


    「あー私はその、どちらかというと外に出て遊ぶというよりは家で本を読んでるような子だったので。ていうか今もそうですけど」


    「それは奇遇ですね。自分もどちらかというと家にいる方が多かったですね」


    「……ここの公園も来たことはなかったんですか？」


    「いえ、何度か。とはいっても、夏休みとか長期間の休みに、この街に来た時だけですが」


    「？　……もしかして不ふ々ふ動どうくん、この街の出身じゃないんですか？」


    「はい。生まれは他県ですよ。父が他界して、それがきっかけでこちらに住む母方の祖父母の家に住まわせてもらうことになりました」


    「!?　ご、ごめんなさい……」


    「ああいえ、父のことはお気になさらないでください。自分には母や祖父母、それに珠乃もいますから」


    　そう、寂さびしくはない。


    　ただたまに……たまにだが、〝あの時〟のことは夢に見る。


    　一生忘れることのないあの出来事のことを──。


    「あ、あの不々動くん？」


    「！　は、はい？」


    「どうかしましたか？　何だか悲しそうな顔をしていたので……」


    「い、いえ、ちょっと昔のことを思い出しただけです。この公園には、あまり良い思い出がなかったものですから」


    「えっ……大丈夫なんですか？」


    「大丈夫ですよ。心の傷とかそんなことではないので。ですから安心してください」


    「そう、ですか？　なら良かったですけど」


    「にぃやーん、こっちにもゴミあったぁー」


    　茂みの近くに四つん這ばいになりながら珠たま乃のがこちらに向けて手を振る。


    「ふふ、行きましょうか不ふ々ふ動どうくん」


    　僕はチラリと視界に映ったブランコを一いち瞥べつすると、そのまま珠乃のところへ向かう繭まゆ原はらさんを追って行った。


    



    



    　もうすぐ昼を迎える頃、僕たちに任された遊具エリアはかなり綺麗になっていた。


    　普段掃除などしない遊具も、雑ぞう巾きんやデッキブラシなどを活用してだいぶ輝きを増しているような気がする。


    　これで子供たちも気持ちよく遊ぶことができるだろう。


    「にぃやん、おなかへったぁ」


    　珠乃もずいぶんと働いてくれた。途中鳩はとや野良猫を追いかけたりと脱線した部分もあったが、動き回ったせいでエネルギーをかなり消費したと思う。


    「そうですね。そろそろ戻りますか。もう炊き出しが用意されているかもしれませんし。繭原さんもそれでいいですか？」


    「あ、はい。問題ありません」


    　ということで三人で炊き出しが行われるエリアへと向かうことになった。


    　その途中、お祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんとも遭遇し、彼らも道場の子たちを連れて炊き出しへ向かうところだったらしい。


    「「「「ちゅーすっ！」」」」


    　道場の子たちが、僕の姿を見て元気よく挨あい拶さつをしてくる。


    　まさに体育会系の挨拶に、僕も丁てい寧ねいに一礼を返す。


    「ゴローさん！　今度型を見てくれよ！」


    「ダメだっつうの！　ゴローさんは家のこととか珠乃ちゃんの相手とかで忙しいんだよ！　だから見てもらうのは俺だけだ！」


    「そういやこの前、先生と打ち合ってたゴローさん、めっちゃカッコよかったけどなぁ」


    「だよなだよな！　先生の強さは知ってっけど、ゴローさんも強かったよな！」


    　などなど、子供たちが寄ってきて賑にぎやかになる。


    　確かにたまに身体からだを動かしたい時に、道場でお祖じ父いちゃんと打ち合うことがあるのだ。


    　いつも邪じや魔まにならないように、子供たちが来ていない時を見越してお祖父ちゃんに相手してもらうが、その時はたまたま子供たちが遊びにやってきていたのである。


    　そこで僕の動きなどを見て感動したのか、以来よくこうして声をかけてくれるようになった。


    「こらっ！　あんま悟ご老ろうさんを困らせんなっ！」


    　子供たちの中で、一ひと際きわガタイの良い少年が子供たちを叱しかる。


    　丸刈りが光っているが、キリッとした端整な顔立ちをしているので結構女の子にモテる。


    　実際、同じ道場に通う女子たちに黄色い声援を送られていることが多々あり、他の男子たちの嫉しつ妬との対象となっていた。


    　そんな彼の名前は闘とう希きくんといって、中学三年生の一番の年長者で皆のリーダー役もこなす。剣道の腕もかなりの実力を持つ少年だ。


    　ちなみにうちの道場では、小・中学生を対象とした指導を行っている。


    「すみませんっす、悟老さん。コイツらが勝手なことばかり言って」


    「いえ、闘希くん、お気になさらないでください。元気があって何よりですから」


    「そう言ってくれるとありがたいっす。ほらお前ら、さっさと行け」


    　子供たちも闘希くんを慕したっているようで、しっかり言うことを聞いて歩き出す。


    　珠たま乃のも繭まゆ原はらさんと一緒に手を繋つないでついていく。


    　僕もまた闘希くんと肩を並べて歩を進める。


    「本当に闘希くんは真ま面じ目めで頼りになりますね」


    「そ、そんな！　俺はただやらなきゃならないことをしてるだけっすから！　というより真面目で頼りになるのは悟老さんっすから！」


    「？　そんなことはないと思いますが」


    「いいえ！　たまに道場に来てくれて、いつもアイツらの面倒を見てくれるし、俺にはその……勉強とか普段の愚ぐ痴ちとか聞いてもらってるし。本当に頼りになる兄貴みたいな存在で……」


    「え？　でも確か闘希くんにはお兄さんがいるのでは？」


    　以前そう彼に聞いたことがある。


    「いや……まあ、いるにはいるんすが……アレは美少女フィギュアとかエ、エ、エッチな同人誌？　とか集めてる、なよっちぃ奴やつっすから」


    　闘希くんはまだまだ初心うぶらしく、エッチという言葉は非常に言い辛づらそうだ。顔も紅潮してしまっている。


    　ちなみにお姉さんもいるそうだが、闘希くんも思春期のせいか、姉弟とはいえ異性であるお姉さんとはあまり積極的に会話をしないそうだ。


    「そ、そうですか。でも……はい、自分も闘希くんのことは弟のように思っています」


    「！　マ、マジっすか!?」


    「ええ。弟がいたらきっとこんな感じだろうと思うことが多々ありますから」


    「嬉うれしいっす！　じゃあいっそのこと悟老兄って呼んでもいいっすか！」


    「別に構いませんが」


    「よっしゃあっ！」


    　そんなに嬉しいものなのか、手をバタバタとさせて全力で喜びを表現する彼。


    　余程実のお兄さんが、お兄さんっぽくないんでしょうか……？　確か前にお兄さんとケンカして、一方的に闘とう希きくんが勝ったようなことを言っていた気もします。


    　お兄さんは二十歳を越えているのにもかかわらず、それが本当に情けないと彼は言っていた。


    　ケンカの強さだけがすべてではないと思いますが、この年頃の男子からは腕っぷしの強さが尊敬される傾向にあるようですね。


    「おっ、良いニオイがしてきましたっすね！」


    　闘希くんの言う通り、目の前から腹の虫を刺激する香りが漂ってきた。


    　どうやらこれは炊き出しのカレーのニオイのようです。


    　ご飯とうどん、どちらでも好きにカレーをかけて食べていいらしい。


    　珠たま乃のではないが、自分も結構お腹が減っていたようで、カレーを見てよだれが口内に溢あふれているのが分かる。


    　珠乃も我慢できずに、繭まゆ原はらさんの手を引っ張って急いでその場から離れていく。


    　すると、そこへ多た華か町まち先輩も戻ってきて、僕に話しかけてきた。


    「お疲れ様、不ふ々ふ動どうくん。だいぶ、頑張ってくれたようね」


    　僕の汚れた姿を見て満足そうに微ほほ笑えむ多華町先輩のジャージも、立派に務めを果たした様相を見せていた。


    　僕は彼女と一緒にカレーを受け取りにいくと、少し先に同じように仲なか睦むつまじく手を繋つないでカレーをもらっている珠乃と繭原さんがいる。


    　繭原さんにお任せしていれば珠乃も安心だろう。


    　先輩はカレーライスを、僕はカレーうどんをもらった。


    　濃厚なドロリとしたカレーがうどんに絡からみついてとても美お味いしい。


    　疲れた身体からだが一気に癒いやされていくのを感じる。


    「あら、うどんも美味しそうね」


    「そうですか？　良かったら召し上がりますか？」


    「えっ！　あ、えと……いいのかしら？」


    「はい。それでは……あーん」


    「!?　ふ、ふふふふ不々動くんっ!?」


    「ん？　どうかされましたか……って、すみません！　ついいつも珠乃にやっている癖くせで！」


    　やはり疲れていたのか、相手が身内ではなく、さらに年上の女子だということを失念していた。


    「べ、べべべ別にええで。あ、あーんくらいどうってことあらへんしな！」


    「え？　……いいんですか？」


    「え、ええって言うとるやろ？　ほら、さっさとし」


    　と言いながら多た華か町まち先輩は小さな口を開いてこちらに向けてきた。
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    「そ、それでは……あーん」


    「あーん……ん。…………んく。うん、美味やね」


    　その瞬間、彼女が見せた笑顔は強烈だった。


    　潤うるんだ瞳ひとみに、濡ぬれた唇から覗のぞいた赤い舌。それに生温かい吐と息いき。


    　どれも色っぽくて、思わずドキッとしてしまった。


    「…………不ふ々ふ動どうくん」


    「た、多華町先輩……」


    　少しの間だが、そうやって互いに顔を見合わせたまま時間が過ぎていく。


    　するとそこへ──カシャッ！


    　何やら無機質な音が聞こえたため、互いに正気を取り戻し、音のした方へ顔を向けた。


    　そこには──。


    「わわっ、まさかこんなとこで会長のイチャイチャシーンが見られるなんて！」


    「何ともお可愛かわいいです。是ぜ非ひともこの写真は待ち受けにしましょう」


    　と、二人組の少女が立っていた。


    　僕と多た華か町まち先輩は一瞬呆ほうけていたが、すぐに多華町先輩の方がハッとなって、その二人組の正体を知るや否いなやわなわなと震え出した。


    「っ…………夏なつ灯ひ、秋あき灯ひ？　あなたたちは一体そこで何をしているのかしら？」


    　そう、そこにいたのは生徒会役員の柴しば滝たき姉妹であった。


    　二人ともスマホを構えている。


    「いやぁ、思ったより用事が早く終わっちゃったんで、お手伝いにきてたんですよー。まあお手伝いできたのも一時間くらいでしたけどねー」


    「はい。その一時間は、全力で務めを果たさせて頂きました。そして会長に報告をと探していたところ、予想だにしない会長のピンクムードなワンシーンがあったものですから、後世に残そうとこうしてスマホで写真を」


    「け、消しなさいっ！　今すぐ！　会長命令よ！」


    「えぇー、せっかく良い雰ふん囲い気きだったのにー」


    「そうですよ会長。ほら、これを見てください」


    　柴滝姉さんの方が、スマホで撮った画像を多華町先輩に見せる。


    　最初は焦しよう燥そうにかられていた多華町先輩だったが、画像を見ると表情が一変し、食い入るように見出した。


    　そして何やら柴滝姉さんが、多華町先輩の耳元でゴニョゴニョと呟つぶやき始める。


    「どうです？　こんなに良い写真はなかなか撮れませんよ？　それにほら、隣には少し照れ臭そうにしている不ふ々ふ動どうくんも」


    「こ、これは……何ともレアや……！」


    「もしよろしければデータをお送りしますが？」


    「むむむ！　…………お願い」


    「了解しました」


    　恥ずかしそうに俯うつむく多華町先輩と、互いにグーポーズで示し合う柴滝姉妹。


    　一体彼女たちの間で何が起こっているのかは分からない。ただ多華町先輩の怒りは急激に萎しぼんだことは確かのようだが。


    　それに柴滝姉妹はとても楽しそうだ。コロコロ変わる多華町先輩の表情が面おも白しろいのかもしれない。


    「ふっふっふー、こんにちはー、不々動くん！」


    「はい、こんにちは。柴滝の妹さん」


    「ぷぷっ、妹さんってそれ呼びにくくない？　同い年なんだからー、アキのことは下の名前で呼んでくれていいよー。苗みよう字じだとお姉ちゃんと被かぶっちゃうしねー」


    「いえですが……」


    「んん？」


    「その……女性を下の名前で呼ぶのは少々恥ずかしくて……はい」


    「わお！　その顔良いね！　パシャリ！」


    「あ、あの、できれば撮らないで頂きたいのですが」


    　何が良かったのか、僕の顔をまたスマホのカメラで撮る柴しば滝たきの妹さん。


    「むふー。消してほしくばアキのことを下の名前で呼ぶのだー！」


    　何とも子供っぽい人である。こういうフレンドリーな女性はあまり得意ではないので対応に困ってしまう。


    　ただ確かに二人の柴滝がいるのなら、呼び方を変えた方が良いのも分かる。妹さんやお姉さんと呼称したところで彼女たちには、ちゃんとした名前があるので失礼だろう。


    「じゃあさー、あだ名とかはどう？　アッキーとかでもいいよー？」


    「こら、あなたはどうして不ふ々ふ動どうくんに絡からんでいるの、秋あき灯ひ」


    「あ、お姉ちゃん！　えっとねー……」


    　妹さんの説明を受けた姉さんは「ふむ」と顎あごに手をやる。


    「確かに柴滝と呼ばれても、二人いる時はどちらか分かりませんね。そうですね。不々動くんなら面倒なことにもならないでしょうし、下の名前で呼ばれても構いませんよ」


    「ほらほらぁ、お姉ちゃんもこう言ってるしさー」


    「……本当に嫌ではありませんか？　自分なんかに呼ばれても」


    「えー、どうしてー？　アキは自分から呼んでって言ってるよ？」


    「そうですね。私もあなたなら問題ありません。何よりあの会長が認めている殿方ですから」


    　本当に変わった人たちだ。


    　今まで自分の周りにいた女子たちは、一見して怯おびえ近づこうともしないし、用事があり苗字を呼んだり「あの？」と呼びかけただけで「ひぃっ!?」となっていたのに。


    　下の名前で呼ぶ女性など、妹の珠たま乃のだけだ。だから結構気恥ずかしい。


    　それでも彼女たちがそう望むのなら……。


    「っ…………で、では秋灯さん……に夏なつ灯ひさんと、呼ばせて頂きます」


    「あはっ、やったー！」


    「殿方に名前で呼ばれるのは少しこそばゆいものですね」


    　両者それぞれ反応が異なるのは面おも白しろい。


    　嬉うれしそうにはしゃぐ秋灯さんと、僕から視線を切って若じやつ干かん頬ほおを赤らめる夏灯さん。


    　…………本当に嫌がったりしませんね。不思議な人たちです。


    　初めての経験だが、どこか新鮮であったかいものを感じた。


    「そういえば多た華か町まち先輩は？」


    　こういう時、真っ先にからかってきそうな多華町先輩が静かなのが気になった。


    「ああ、あそこですよ」


    　夏なつ灯ひさんが示した先にいたのは、自分のスマホを見てニヤニヤしている多華町先輩だった。


    「何だか嬉うれしそう……ですね」


    「ふふ、会長も乙女だということですよ」


    「は、はぁ……？」


    　乙女だからスマホを見てニヤニヤと。…………分からない。


    「ねえねえ不ふ々ふ動どうくん！　せっかくだから連絡先交換しない？」


    　秋あき灯ひさんが距離を詰めながら提案してきた。


    「え？　えっと…………メリットはないと思いますよ？」


    「むぅ、ほんとーに不々動くんってば自己評価低いよねー」


    　そうだろうか。自分としては正しい評価をしていると思うのだが。


    「ほらほら、しよ？」


    　そう言いながらさらにグイッと顔を近づけてくる。


    　何と言うか秋灯さんは距離感が近い。


    　他人の懐ふところに入るのが上う手まいというか、あまりに近過ぎて困惑してしまう。


    　きっと普通の男子なら、勘違いした末に告白してしまい玉砕するのではなかろうか。秋灯さんにとっては、この距離感が普通なのだろうけど。


    　せっかくのご厚意だということで、夏灯さんも含めて連絡先を交換することになった。


    「えへへ～、いっぱいメールとかしようねー」


    「もうこの子ったら、少しは自重しなさい。すみません不々動くん。くだらないメールがほとんどだと思うので、そういう時は存分に無視してやってください」


    「ヒ、ヒドいよ、お姉ちゃーん！」


    「大体あなたはいつもいつも──」


    　何やら急に説教をし始めた夏灯さんから離れて、僕はいまだにスマホを眺めている多華町先輩へ近づく。


    「多華町先輩？」


    「ふへへぇ…………へっ!?　あ、な、何や不々動くんがここにも!?」


    「は？」


    「え？　あ、い、いやいや何でもあらへんよ！」


    　ササッとスマホを後ろ手に隠す多華町先輩。何か見られたくないものでもあったのだろうか。


    「多華町先輩、炊き出しを食べ終わったら解散だったと思うのですが」


    「あーせやな……おほん、そうね。今日は本当に手伝ってくれて感謝するわ、ありがとう不ふ々ふ動どうくん」


    「いいえ、こちらこそ誘って頂いて嬉うれしかったです。こんなことでいいのでしたら、またいつでもお声をかけてください」


    「あら、なら毎日でもこき使ってあげようかしら。私専属の執事として。ね、不々動セバスチャン？」


    「いえ、さすがにそれは……。ていうかまた変な名前を」


    「ふふふ、冗談よ。……ただ、ちょっと聞きたいことがあるのだけれど？」


    「？　何か？」


    　今までの和なごやかな雰ふん囲い気きから一転し、少し探るような目つきを向けてくる。


    「あの子……繭まゆ原はらさんとは仲が良いのかしら？」


    「仲が良い……かは分かりません。こうして話すようになったのも数日前からですし。まあ向こうは以前から自分のことを知っていたようですが」


    「……どういうこと？」


    　僕は一年前、繭原さんが同じ飼育委員で、馬の暴走から助けたことを教える。


    「っ……何やそれ、まるでヒーローやんか……！　ま、まさかあの子、不々動くんのことを？　いや、そうとは限らへんけど……」


    　今度は思案顔で少し焦あせりを見せながらブツブツと小声で話し始めた。


    　今日の多た華か町まち先輩はいろいろな表情を見せてくれる。


    「不々動くん！」


    「あ、はい！」


    　急に名前を呼ばないでほしい。ビクッとしてしまうから。


    「いいかしら不々動くん！　金、酒、女！　男をダメにする三禁よ！　特に女には注意すること！」


    「え？　あの……お酒は飲みませんし、お金も物欲がそうないので散財することもありません。それに女性に関しても……」


    「いいから返事！」


    「は、はいっ！」


    　思わず背筋を伸ばして応えてしまった。だって彼女から並々ならぬ気迫を感じたからだ。


    「うん、良い返事よ。私の忠告を努ゆめ々ゆめ忘れないようにね。では私は助すけっ人とで来てくれた子たちに挨あい拶さつをしてくるわ。今日は本当にお疲れ様。ほら二人とも、行くわよ」


    「あ、はーい。じゃあねー、不々動くぅん！」


    　秋あき灯ひさんが大きく手を振り、夏なつ灯ひさんが恭うやうやしく一礼をしてから、二人は先導する多華町先輩を追って行った。


    　そこへ珠たま乃のと一緒に繭原さんがやってくる。


    「お疲れ様です、繭まゆ原はらさん。そろそろ解散ですね」


    「はい。いい汗かきましたね。街も綺麗になって清すが々すがしいです。ねー、珠たま乃のちゃん」


    「うん！　たまね、い～っぱいキレイキレイしたよ？」


    「あはは、偉い偉い」


    　繭原さんに褒ほめられながら頭を撫なでられ「にへへ～」と喜ぶ珠乃。こうして見ると、二人は姉妹のように見える。


    　あ、いくら繭原さんの頼みでも妹は渡しませんよ、はい。


    　シスコン魂を滾たぎらせていたところで、ふと珠乃に違和感を覚えた。


    「……珠乃、水筒はどうしたのですか？」


    「すいとー？　…………あれ？」


    　首から下げていたはずの水筒がない。


    「そういえば戻って来る時も持ってなかったかも。わ、私捜してきますね！」


    「ああいえ、お疲れでしょうから自分が行きます。多分遊具エリアで掃除している時に、置き忘れたのでしょう。繭原さんもお昼から用事があると言っていましたよね？　でしたらお祖じ父いちゃんたちに珠乃を預けて解散してください」


    「え、でも……」


    「本日は急な頼みにもかかわらず、力を貸してくださりありがとうございました。それでは」


    「あ、不ふ々ふ動どうくん！」


    　僕は一度頭を下げたあと、遊具エリアへ向かって走り出した。


    　この時間、気持ちの良い陽気なので、散歩をしている人もちらほらいる。


    　可愛かわいらしい犬を連れている人も見かけた。


    　そんなのどかな風景を見ながら、ようやく目的地である遊具エリアの入り口が見えてきた。


    



    「────ちょっ、危ないから止やめなさい！」


    



    　遊具エリアに辿たどり着ついた時、女性の声が響き渡っていた。


    　見るとブランコの近くだ。


    　子供二人がブランコを漕こいで遊んでいて、その傍かたわらにいる自分と同じジャージ姿の少女が心配そうに声をかけていた。


    「あれは────桃ももノ森もりさん？」


    



    　　　[image: ]


    



    　今日はアタシが住んでいる街のクリーン作戦で清掃活動があった。


    　本当は仕事が入っていたけれど、それは夕方に回してもらい清掃活動を優先させてもらったのだ。一年に数回あるが、毎年参加させてもらっている。


    　それは何な故ぜか。理由は簡単だ。


    　小学生の頃、引っ込み思案で地味だったアタシを、巨人くんが──彼が覚えてるかは分からないけど──強引に引っ張って清掃イベントに連れてきてくれたことがきっかけ。


    　一緒にこの公園内を駆け回りながら掃除をした時間はとても楽しくて、また一緒に参加しようねって約束もしたからだ。


    　それで毎回参加して、彼らしき人物がいないか捜しているのだが結局見つからないのは残念だったが。


    　しかし今日は違う。


    　何と、巨人くん──ううん、不ふ々ふ動どうくんが参加していたからだ。


    　とはいっても、彼ももしかしたら何度かこのイベントに参加していたのかもしれないけれどね。


    　ただ、アタシが彼を『思い出の人』──どーくんだと認識していなかっただけで。


    　本当はこの清掃イベントに、今度はアタシから誘おうと思ったけど、まだ二人きりで会ったりする心の準備ができていなくて、結局一人で参加することになった。


    　だから、彼を見かけた時は嬉うれしさのあまり声をかけようとした。


    　しかし彼の傍そばには、何故か同じクラスの繭まゆ原はらさんと小さな女の子がいたのである。


    　とても仲が良さそうで、教室にいる時はそんな素振りは欠片かけらもなかったので驚いた。


    　同時に胸が締め付けられるような痛みも覚える。


    　生徒会長も、彼に近づいて楽しそうに会話をしていた。


    　自分の知らない彼がたくさんいる。


    　この数年、彼がそうだと気づかなかったため仕方ないかもしれないが、彼が築き上げてきた過去だって存在するのだ。


    　不々動くんに、自分があの時の女の子だよって言ったらどうなるのかな。


    　また前みたいに仲良く……できるかな。


    　それとも彼にとっては、あの数日の出来事は何でもない数ある思い出の中の、ただの一ページに過ぎないのかな。


    　そう思うと声をかけて、真実を告げるのが怖くなった。


    　だからアタシは極力出会わないように、清掃活動をすることになったのである。


    　し、しょうがないじゃん！　だって怖いもんは怖いんだもん！


    　再会できたことは嬉しいけど、アタシだけが思い出を美化してるだけかもしれないし……。


    　それでも…………羨うらやましいな。


    　生徒会長や繭原さんを見ると、ついそう思ってしまう。


    　やきもきしているうちに時間は刻々と過ぎて、気づけばイベントも終わり。結局、巨人くんとは話せなかった。


    　最後に思い出の場所を堪たん能のうしようと、遊具エリアがあるところへ向かった。


    　ここにあるブランコ。


    　アタシにとっては良い思い出と同時に悪い思い出の場所でもある。


    　ここはアタシが恋を実感した場所であり、その大切な人を傷つけた場所でもあるから。


    　見るとブランコには先約があり、二人の子供が大きくブランコを漕こぎながら遊んでいた。


    　ああ、アタシも二人で一緒に笑いながら漕いでたなぁ。


    　そんなふうに懐なつかしい思い出に浸っていると、一人の子供が漕いでいるブランコから手を放し前へジャンプした。


    「ひゃっ!?」


    　思わず声が出たアタシだったが、子供は体勢を崩すことなく見事に着地をした。


    　ああもう、落ちたのかって思ったし。ビックリしたぁ。


    「へっへーん！　見ろよ、すっげぇ飛んだし！」


    　まだブランコを漕いでいる子供に向かって自慢げに胸を張っている。


    　地面には線が引かれていた。その線をブランコから飛んだ子供が越えていたのだ。


    　どうやらどっちが前に飛べるか勝負しているらしい。


    　その光景を見た時、アタシは頭をガツンと殴なぐられるような衝撃を受けた。


    　そして脳裏にフラッシュバックするのは、ブランコの前に倒れる思い出の少年の姿。


    　頭から血を流し、その少年を見てただただ泣くことしかできない自分がそこにいる。


    「よーし、見てろよー！　ぜったいこえてやるからな！」


    　息巻きながらブランコを漕ぐ力を強めていく子供。


    　その瞬間、アタシはブランコに駆け寄り叫んでいた。


    「────ちょっ、危ないから止やめなさい！」


    　子供たちはアタシの声にビクッとしたが、すぐに不機嫌そうになる。


    「んだよねえちゃん、あっちいってろよ！」


    「そうだそうだ、ジャマすんな！」


    　その言い分にイラっとしたが、こっちも負けてられない。


    「うっさい！　危ないでしょ！　普通に漕いで遊びなさいよね！」


    　それでもアタシの言うことは彼らには響かないようだ。まだ小学生低学年くらいだから、アタシみたいな年上に反発してしまうのも無理はない。


    「もう、いいからムシして早く飛べよタケル！」


    「オッケー！　じゃあおれは立ち漕ぎから飛んでやるよ！」


    　タケルと呼ばれた子供は、さっきの座りながら飛んだ子とは違い立って漕ぎ始めた。


    　どんどんブランコは加速していき、大きな振り子のように軌道を描く。


    　そしてその少年の姿は、過去のアタシと重なる。あの時もそうだった。


    　アタシは思い出の子に褒ほめられたくて、ただ『すごいな！』と言われたくて無茶をやった。


    　そして──失敗したのだ。


    　だからか、悪い予感しかしない。


    「い、いい加減にしなさい！　危ないって言ってるでしょうが！」


    　怒鳴ったが、子供たちは我関せずといった感じで楽しんでいる。


    　もう！　どういう教育してるのよっ！


    　彼らの親に怒りが向く。


    　しかしその時、悪い予感が当たってしまう。


    　思った以上に勢いが強かったせいか、体勢を崩しブランコが前に行ってる時に、タケルくんは足を踏み外して落下してしまった。


    「「あっ!?」」


    　アタシと、近くにいる子供が同時に声を上げる。


    　タケルくんは地上に落下し、尻しり餅もちをつく。


    　足元は砂場のようになっているので落下の衝撃は少ないだろう。


    　しかしまだ、この事故は終わらない。


    　これからが最大の危険なのである。それをアタシは誰よりも予感していた。


    「い、いた……いっ……！」


    　タケルくんはこれからくる危険にまったく気付かず、痛みに顔を歪ゆがめながらお尻を撫なでている。


    「あ、危ないっ、避よけてぇっ！」


    「え？」


    　アタシは咄とつ嗟さに彼のもとへ駆け寄ろうとしたが、残念ながら時間がない。


    　何せもう、タケルくんに向かって大きく反動をつけたブランコが返ってきているのだから。


    　このままいけばタケルくんの頭に激突するような位置だ。


    　そう、あの時と同じ。


    　そんなっ──────間に合わないっ!?


    　助けたいのに、この手が届かない。


    　誰か助けて──っ！


    　そう思った直後だった。


    　大きな人影が物もの凄すごい速さでタケルくんの傍そばに駆け寄り、今まさにタケルくんに衝突しようとしていたブランコを片手で受け止めたのである。


    　──え？　う、嘘……っ!?


    　それを成した人物を見て、アタシは言葉を失ってしまう。


    「…………ふぅ、ギリギリでしたね」


    　誰もが沈黙する中、救世主の人物が大きく溜ため息いき交じりに声を発した。


    「…………巨人……くん？」


    　そう、彼だったのだ。


    　どうしてここに……？


    　疑問を抱いだいたのも束つかの間ま、


    「……っ、ひっ……ひぐ……うわぁぁぁぁんっ!?」


    　タケルくんが堰せきを切ったかのように泣き始めたのだ。


    　多分痛みもそうだが、もう少しで大おお怪け我がを負ったかもしれないと自覚したのだろうか、気持ちが緩んで涙が流れたのだ。


    　そんな彼に対し、何を思ったのか巨人くんは優しく頭を撫なで始めた。


    「だいじょーぶだいじょーぶ」


    　安心させるような声音とともに溢あふれてきた言葉。


    　命を慈いつくしむかのような撫で方に、タケルくんは次第に泣き止やむ。


    　もう一人の子供も、ホッとしたような表情をしている。


    　だがこの中でアタシだけは顔を真っ赤にして、巨人くんに見入っていた。


    『だいじょーぶだいじょーぶ』


    　かつてアタシのために、彼が笑顔で言ってくれた言葉を思い出す。


    　…………やっぱり巨人くんに間違いない！


    　今の彼は無ぶ骨こつな無表情で、あの時のような笑顔を見せていないが確信した。


    　あの言葉、そして彼が醸かもし出す雰ふん囲い気きが瓜うり二ふたつだ。


    　それから落ち着いた子供たちに向かって、巨人くんがブランコでの注意事項を教え、それにアタシも加わった。


    　タケルくんたちはアタシたちに感謝と謝罪をして、公園から出て行ったのである。


    　良かった。誰も大怪我しなくて。


    　それにタケルくんたちも、二度と同じ過ちを犯しはしないだろう。


    「良かったね、素直な子たちで」


    「はい。ところで桃ももノ森もりさんも参加されてたんですね？」


    　アタシの姿を見てそう判断したのだろう。


    「ま、まあね。この公園は思い出の場所だし、綺麗にしときたいし、さ」


    　アタシはチラチラと思い出を促すように巨人くんを見る。


    「そうなんですか。奇遇ですね。自分も少なからずこの公園、いえ……このブランコには思い出があります」


    「!?　そ、そそそそそれってどんな思い出なの！」


    　ついつい食いついてしまった。


    　巨人くんはビクリと肩を震わせていたが、静かに語り始める。


    「…………小さい頃の話です。ここで怪け我がをした少年の話」


    　もう絶対間違いない。これだけ符合しているのだから。


    　彼がどーくんだ！


    　勇気を……出すのよ、アタシ！


    　アタシは咳せき払ばらいをすると、意を決して話し始めた。


    「え、えっとね……巨人くん。じ、実はね……その、アタシと巨人くんは…………前にここで会ってるんだ」


    「へ？　前に？　……いつ頃のことですか？」


    「……小学二年生の頃。このブランコで」


    「小学二年生……ブランコ……！」


    　巨人くんは、そのワードを繰り返すと何かを悟ったように目を細めた。


    「う、うん。そこで一人の男の子が、一人の女の子を庇かばって大おお怪け我がを負っちゃったの。その……ね、その時の女の子が──アタシなの！」


    「!?　……なるほど。あの時の子が……桃ももノ森もりさんでしたか」


    　覚えていてくれた！


    　アタシの胸は嬉うれしさで満たされる。


    　これでまた彼と一緒に楽しい日々を過ごせるんだ。


    　そう思うだけで、これまでつまらなかった生活に華が咲いたように思えた。


    　思い出の子に会えただけでこんなにも心躍るものらしい。


    「じゃ、じゃあ巨人くんは──」


    「すみません、桃ノ森さん」


    「え？」


    　どうして、謝るの……？


    「申し上げにくいのですが……」


    　ああ、彼の辛つらそうな顔を見てアタシは何となく察してしまった。


    　だから──。


    　嫌だ。嫌だ。その先を聞きたくない。そう心が拒否する。


    「あなたが仰おつしやっている、その男の子のことですが──」


    　言わないで──。


    　しかし無情にも彼からその言葉が紡つむがれてしまう。


    「────────────自分ではありません」


    　一瞬にして喉のどが渇く。心が悲鳴を上げる。


    　それまで抱いだいていた熱が急速に冷えていく。


    「っ……どう、して？　どうしてそんな嘘を言うの？」


    「嘘ではありません」


    「だって！　その傷！　その傷はアタシのせいで！　アタシを庇かばったせいで負ったものでしょ！　絶対に忘れない！　忘れられるわけなんてないし！」


    　気づけば涙目でアタシは訴えていた。


    　そんなアタシを、申し訳なさそうな表情で見つめる巨人くん。


    　何な故ぜそんなに悲しそうな顔をするの？　どういうこと？　何が何だか分からない。


    　すると巨人くんは、自分の傷に触れてこう言う。


    「この傷は誰かを守ってできたような誇れるものではありません。これは小学六年生の時に事故で負った傷なので」


    「!?　…………嘘よ。嘘でしょ？」


    「いいえ、自分は嘘は言いません」


    「嘘よっ！」


    　アタシはそれ以上、真実を知りたくなくて逃げ出すように公園から跳び出していく。


    　運命という名のフラグが、バキッと折れた音が頭の中で寂さびしく響いた。
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    「────ちょっと、どういうこと不ふ々ふ動どうッ！」


    　翌日のことだ。いつものように学園へ行き自分の席に座っていると、突とつ如じよ同じクラスの女子が凄すごい剣幕で近づいてきて怒鳴ってきた。


    　僕はそんな彼女──舞まい川かわさんの怒気に満ちた瞳ひとみを、驚きながらも見返す。


    　当然周りにいる人たちも何事かと注目している。


    「どういうこと、とは？」


    　彼女とは接点というか、話したことはなかったはず。


    　だから怒りを向けられるようなことをした覚えなど……。


    　そう思いつつも記憶を探っていると、すぐに答えを彼女が示してくれた。


    「ウチさ、昨日見たのよ！　アンタが【おおこま公園】でももりと話してたの！」


    「──!?」


    「アンタ、ももりに何かしたでしょ！　あの子が泣きながら公園から走り去ってくの、ウチ見たんだからっ！」


    　その言葉で、クラス中の皆がざわつき始める。


    「おい、マジかよ。巨人が桃ももノ森もりを泣かせた？」


    「女に手を上げるような奴やつだったのかよ。最低だな」


    「つーか、学園のアイドルに何してんだよアイツ」


    　などなど、侮ぶ蔑べつや憤ふん怒ぬといった感情が込められた視線が僕を貫く。


    「……桃ノ森さんが泣きながら？　それは本当ですか？」


    「マジだから言ってんでしょ！　あれからメールしても『何でもないから』の一点張り。絶対アンタが何かしたはずよ！」


    「それは……」


    　昨日のことを思い出す。桃ノ森さんが語った過去の話。


    　確かにあの話がきっかけで、桃ノ森さんの態度が豹ひよう変へんしたように思える。


    　桃ノ森さんが語ったのは間違いなく事実だ。


    　しかし彼女の思い出の中にいる人物は──僕ではない。


    　そしてそれが誰か、彼女の話を聞いた僕だけが真実を知っている。


    　結局伝えられないまま別れてしまった。だから今日、会えれば話をしようと思っていたのである。それがすべてを知っている僕の義務のような気がしたから。


    「一体何したのよ！　いつも笑ってて、元気で、そんなウチの大好きな親友を泣かせるなんてアンタ絶対許さないから！」


    　舞まい川かわさんはいつも桃ノ森さんと一緒にいる女子生徒だ。


    　見れば若じやつ干かん唇は震え、視線を落とすと手もまた震えている。


    　きっと怯おびえているのだろう。


    　僕に関して怖い噂うわさは数知れない。そんな相手に面と向かって怒鳴ったのだ。


    　もしかしたら……と、考えるのも無理はない。


    　それでも彼女は恐怖に負けず、友達のために言葉を尽くしている。不謹慎かもしれないが、そんな友達を持てた桃ノ森さんのことを羨うらやましいと思ってしまった。


    「…………すみません」


    「は、はあ？　何が？」


    「桃ノ森さんを泣かせてしまったのなら、それは間違いなく自分のせいでしょう」


    「！　や、やっぱりアンタ、あの子を怖がらせたりしたんでしょう！」


    「……分かりません」


    「……分からないって、何言ってんのよ！」


    「自分は確かに彼女と……桃ノ森さんと言葉を交わし、その結果、彼女は突然立ち去りました」


    「い、一体どんな話をしたのよ？」


    「それは……すみません。自分だけの話ではないですし、桃ノ森さんのプライベートにも関わるであろう話なので、彼女の許可がないと話せません」


    「っ!?　だから、その彼女が話してくれないからアンタに聞いてんでしょうが！」


    　周りからも「そうだそうだ」と真実を語るように追及してくる。


    　だがこの話は当人同士以外でするような話ではない。


    　鈍感と言われる僕でも、それだけは気軽に越えてはいけない一線だと分かっている。


    　だから……。


    「自分から話せることはありません」


    「～～～～っ！　ふ、ふっざけんなっ！」


    　舞まい川かわさんは堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたように、真っ赤な顔をして右手を振り上げる。


    　それが僕の頬ほおに向けて振り抜かれようとした直後、


    「──待ってくださいっ！」


    　制止の声が響き、誰もが一瞬固まった。舞川さんもまた手を止め、声の主を見る。


    　それは──繭まゆ原はらさんだった。
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    「何？　アンタいきなり」


    「あ、あのあの！　……不ふ々ふ動どうくんは、悪い人ではありません！」


    「はあ？　何なの急に？　横やりとかマジでウザイんだけど？」


    　舞川さんがギロリと睨にらみつけると、繭原さんはビクッと身体からだを震わせ今にも逃げ出したそうな雰ふん囲い気きだが、それでもその場から立ち去らずに皆の注目を浴びつつ声を上げる。


    「そ、その…………多分、行き違いか何かがあったんだと思います」


    「行き違い？　何それ？」


    「それは……分かりません。……でも、不ふ々ふ動どうくんはとても……とても優しい人です」


    「優しいって。アンタね、コイツの噂うわさくらい知ってんでしょ？」


    「…………噂は噂でしかありません」


    「はあ？」


    「噂が真実だって、何で言い切れるんですか！」


    　……繭まゆ原はらさん。どうしてそこまでしてあなたは……。


    　あなただって目立つのは嫌なはず。こんなふうにクラスのトップカーストにいるであろう人物に歯向かった発言をすればどうなるか、賢いあなたなら理解しているというのに。


    　それなのにどうして彼女が、自分なんかのために皆の敵になろうとしているのか分からない。


    　ただたまに、ライトノベルの話をするくらいの間柄だというのに……。


    　いつも物静かで、決して感情を表に出さないように振る舞っている繭原さんの強気な発言によって、クラス中が静まり返る。だがすぐに……。


    「んだよ繭原の奴やつ、なに巨人を庇かばってんの？」


    「もしかして二人付き合ってるとか？」


    「あはは、ないない。美女と野獣かってんだ。いや、地味女の繭原じゃ美女役は無理か」


    「ていうか二人グルなんじゃないの？　ああ見えて繭原さんってば結構腹黒そうだし」


    　マズイ。このままでは敵意が繭原さんの方へと向かってしまう。


    　僕はすぐさま席から立ち上がり皆の注意を引き付ける。


    「……すみませんが、これ以上不毛な言い合いは止やめにしませんか？」


    「ふ、不毛……!?　アンタ何言って──」


    　舞まい川かわさんの額に青筋がくっきり浮かび上がる。


    「それに繭原さんも……自分を擁よう護ごしてくれるのはありがたいですが、ハッキリ言って必要ありませんし…………迷惑です」


    「不々動……くんっ……！」


    　悲しそうな、困ったような表情を浮かべた繭原さんの顔を見て思わず目を逸そらしたくなる。


    「うっわ、巨人ってば庇ってくれた繭原に容よう赦しやねー」


    「マジでそれな。繭原さん可か哀わい相そう～」


    「やっぱアレだわ。巨人は俺たち庶民には理解できない存在なんだよ。あー怖こえ怖こえ」


    「つーか、あんま刺激しない方が良いんじゃね？　暴れられたら俺ら終わっちゃうよ？」


    　再び彼らの敵意が僕へと集中する。


    　……これでいい。


    　繭原さんにはキツイ言い方になってしまったが仕方ない。


    　……もうあの本屋さんには行けませんね。


    　今の発言で繭まゆ原はらさんを傷つけてしまった。あとで謝るつもりではあるが、きっと許してはくれないだろう。何せ彼女の勇気を出した厚意を無下にしたのだから。


    「アンタ……マジで最低だね」


    　舞まい川かわさんから冷たい言葉が放たれる。完全に軽けい蔑べつしている眼まな差ざしだ。


    　そうですね。最低……でしょうね。


    　しかしそんな中、空気を一変させるような人物が教室の扉を開けた。


    　その人物を見て、舞川さんが目を丸くしながら名を呼ぶ。


    「っ…………ももり!?」


    　そう、桃ももノ森もりさんの登場だった。


    「……え？　何この雰ふん囲い気き？　アタシ、何かやっちゃった？」


    　当然桃ノ森さんは、教室の異様な雰囲気を察して困惑している。


    「アンタ、無事だったの!?」


    「はい？　ど、どゆことだし？」


    　そこへ桃ノ森さんの傍そばにいたクラスメイトが、彼女に事情を伝える。


    　桃ノ森さんは黙って「ふんふん」と聞きながら、要所要所で僕や繭原さんをチラチラと見てきた。


    「…………ふぅん、なるほどね」


    　すると桃ノ森さんは、カバンを自分の席に置くと、真まっ直すぐ僕のところへ歩いてくる。


    　そして手を伸ばせば触れられるような距離で立ち止まり、バッと頭を下げた。


    「ごめんっ！」


    　突然の謝罪に僕もまた混乱してしまう。


    　すぐに彼女はクルリと踵きびすを返しクラスメイトたちに対面すると、同じように「ごめん」と頭を下げる。


    「ちょ、ももり、何で謝るのさ？」


    「理り菜な……心配かけてごめん。みんなも」


    　舞川さんの下の名前を呼び、申し訳なさそうにもう一度謝る桃ノ森さん。


    「繭原さんもその……巻き込んじゃってごめんね。うん、あなたの言う通り巨人くんは悪くないの。……全部アタシが勘違いしてただけで……さ」


    「ももり……」


    「理菜、あとでちゃんと話すから。だからみんなも巨人くんを責めないで。巨人くんも……迷惑かけてマジでごめんね」


    「……いえ、自分はこういうの慣れていますので」


    「むっ……そういうのダメだから。アタシは君もクラスの人と仲良くしてほしいし」


    　別に一人でも困ることはないので構わないのですが……。


    「でも…………アタシのために詳しいことは話さなかったって聞いた。……ありがと」


    　それとね……と、彼女は続ける。


    「巨人くんにも話したいこと。ううん、話さなきゃならないことがあるしね。えへへ、昨日はビックリしたでしょ？　だからお詫わびに、ね」


    　化粧でいくらか誤ご魔ま化かしているが、目が若じやつ干かん腫はれていて充血している。


    　夜中ずっと泣いていなければこうはなっていないだろう。


    　それも僕があの時、去っていく彼女を止めることができずに真実を話さなかったせいだ。


    　だから僕は彼女の話を聞く義務があるし、僕の知ることを伝える義務もまたある。


    「…………分かりました。自分もあなたに話したいことがあるので」


    「うん。……じゃあお昼に……あそこでね」


    　そう言って、皆が何だか釈しやく然ぜんとしない様子のなか、一応の区切りは見せたのであった。


    



    



    　授業中も教室の空気はどこか緊張感が漂い、クラスメイトたちの多くはチラチラと僕や桃ももノ森もりさんを見ては、何かを書いた紙を回し読みしていた。


    　休み時間に入る度たびに、繭まゆ原はらさんが僕の方を見て寂さびしそうな表情をしていることにも気づく。


    　だから彼女にはメールで「先程は不快な思いをさせて申し訳ございません。いずれお話しさせてもらいますので、よろしかったらお待ちください」とだけ送った。


    　たとえ嫌われたとしても、不快にさせた分は謝らなければ筋が通らない。


    　するとそれを見たのか、繭原さんは何やらホッとした様子を見せてくれたので、こちらとしても対応は間違ってなかったのだと思い安あん堵どしたのである。


    　そして、昼休みになった時のことだ。


    　桃ノ森さんとの約束を果たすべく、あそこに向かおうとした矢先、僕のスマホが震える。見ると多た華か町まち先輩からメールが来ていた。


    『良くない噂うわさを耳にしたのだけれど、その真実を知りたいので良かったら生徒会室に来てはくれないかしら？』


    　恐らくは朝の騒ぎを聞いた他の生徒がいて、面白半分で吹ふい聴ちようして回ったのかもしれない。


    　もしくはクラスメイトが口を割って、それが歪ゆがんで伝わっていき『よくない噂』に繋つながった可能性もある。


    　まあ、良くも悪くも桃ノ森さんを泣かせてしまったのは事実ですからね。


    　これは真実だ。このことだけでも広まれば、もともと悪い噂しかない僕と、皆のアイドルである桃ノ森さんのどっちが正しいかなどすぐに決定してしまうだろう。


    　とはいえまずは多華町先輩だ。


    　僕は『すみません、先約があります。事情はまたいずれ』とだけ送り、桃ももノ森もりさんを待たせないように向かう。


    　到着した先は、屋上の一角。


    　以前、桃ノ森さんと二人で会話をしたあのベンチである。


    「あ、良かった。来てくれたんだね。アタシが教室を出る時、スマホ触ってたからまた先約とかでドタキャンされるかもってドキドキしてたし」


    「安心してください。今回はこちらが先約なので」


    　桃ノ森さんは「えへへ、そっかー」と持っていた小さな弁当箱を膝ひざの上に置きながら、両腕を高く上げて大きく伸びをする。


    「う～ん、ここって気持ち良いよね。巨人くんが何でここでお弁当を食べてるのか分かったかも。……って、何突っ立てるの？　ほらほら、横に来て」


    　ポンポンと自分の隣を軽く叩たたく桃ノ森さん。


    「……失礼します」


    　短く応えて、少し距離を開けて座る。


    　そしてすぐに……。


    「あの、あの時はすみませんでし──」


    「待って」


    「え？」


    「……謝っちゃダメだし。あれは完全にアタシの勘違いというか自爆で、うわぁぁ～今思い出しても恥ずかしいし～」


    　両手で顔を覆おおっている桃ノ森さんの表情は確かに紅潮している。


    「はぁぁぁ～。……だからね、巨人くんは巻き込まれただけ。謝るのはこっちだから」


    「いえ……」


    　今、そのことを言おうかどうかタイミングを見計らっていると、先に桃ノ森さんが口を開く。


    「ちょっと聞いてもらっていいかな？」


    「？　……はい」


    　桃ノ森さんは大きく深呼吸をすると、顎あごを軽く上げ青く晴れた空を見上げて語り出す。


    「アタシはね、小さい頃から引っ込み思案で人見知りで……ものすごーく地味な女の子だったのよ」


    　それは……とても信じられない。


    　僕から見ればコミュ力が限界突破したような人物だから。


    「それは本当ですか？　桃ノ森さんは気さくで人ひと懐なつっこいというか、明るくて誰からも好かれるような印象があったのですが」


    「う～ん……それは表向きの顔……みたいなもんかな」


    「表向き？」


    「だってアタシ、家の中とかもうめっちゃ暗いよ？　弟とかに話しかけられてもすぐに会話とか終わらせたりするし」


    「暗い……想像もつきません」


    「あはは……でも地味だった時よりは良かったって思ってる。友達もいなくて、いつも一人っきりだったもん」


    　ふぅ……と自じ嘲ちよう気味に苦笑したあと、彼女は続けて言う。


    「そんなぼっちで地味だったアタシをね、変えてくれた子がいたの」


    「…………」


    「それが──昨日話した思い出の子」


    「……！」


    「小学二年生の頃ね、いつものように一人でブランコに乗って、他の子たちが楽しそうに遊んでいるのをぼ～っと眺めていたの。ああ、羨うらやましいなぁ、楽しそうだなぁって。でも自分から声をかける勇気とかないヘタレっ子だったし、ただ見てることしかできなかった」


    　そこへね、と桃ももノ森もりさんが続ける。


    「ある一人の男の子が近づいてきて、アタシに手を差し伸べてこう言ったの。『いっしょにあそぼ！』って。嬉うれしかったなぁ」


    　桃ノ森さんは懐なつかしいような表情を浮かべ、本当に嬉しかったのか自然な笑みを浮かべている。


    　それは心からの笑顔のような気がした。


    「その子は夏休みにこの街にやってきていた他県の子でさ、アタシはその子のことを『どーくん』って呼んでた」


    　!?　どーくん……


    　それはとてもとても聞き覚えのある──懐かしい名前だった。


    　しかし口は挟まずに、彼女の声に耳を傾けていた。
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    「どーくんは、ほんっとーに強引でね。知り合ってからは毎日アタシの家まで来て、アタシを家から引っ張り出しいろんなとこに連れ出された。最初は戸惑ってたけど、アタシは…………とっても楽しかった」


    　たった数日の、幼い頃の記憶だというのに鮮明に覚えている。


    　それだけあの出来事は、アタシの中では人生で最高の思い出なのだろう。


    　どーくん──彼と一緒に行った場所は全部記憶にある。もちろんそこで何をしたかも、だ。


    　よく笑い、ハキハキと物を言う子で、それにつられてこっちも笑顔になる。


    　まるで太陽のような、傍そばにいるだけで心がポカポカする子だった。


    「あ、昨日の清掃活動だけど、それも一緒に参加したんだ。どーくんってばはしゃぎ過ぎて池に落ちちゃって大変だったんだから」


    　ああ楽しい。こうして思い返しているだけで笑みが零こぼれてくる。


    「お互いの夢も語り合ったかなぁ。どーくんの夢は『サッカー選手』。あはは、子供っぽくて良いよね。そしてアタシは…………『アイドル』になること」


    　どちらも子供が抱いだく夢としては普通だ。ありふれた可愛かわいらしい夢だろう。


    　アタシのはただ、キラキラしているアイドルが可愛くて、自分も一度はあんな素敵な舞台で歌ってみたいなぁという幻想だった。


    「それでね……もうすぐどーくんが実家に帰らなきゃって日がどんどん近づいてきたの。それを聞くとね、やっぱり……悲しかった」


    　初めてできた友達。いつまでも一緒に遊びたいと思っていた。


    　でも夢のような時間はもうすぐ終わる。


    　だから寂さびしくて帰らないでって何度も泣きながら言った。


    「けど、どーくんは約束してくれたの。また会おうって」


    「…………」


    　巨人くんは余計な言葉を入れず、真まっ直すぐアタシの話を聞いていてくれる。


    　ただ少し彼の表情も懐なつかしそうにしているのが気にはなったけれど。


    「そんでね、二人である誓いを立てたんだ」


    　それは──。


    



    『こんど会うときは、夢がかなうようにがんばってるすがたを見せあおう！』


    



    　夢は人を強く逞たくましくする。


    　どーくんは、それを父親から教わったのだと言う。


    　何でも祖父からは、『剣道家』になってほしいと言われているが、父親は好きな夢を叶かなえろと背中を押してくれているとのこと。


    　だからどーくんは、自分が凄すごいと思ったサッカー選手を超えるような選手になりたいと思ったらしい。


    「アタシもどーくんみたいに頑張ろうって思った。でも子供の時の何気ない約束だから、あまり重くは受け止めてなかったかな。その時はね」


    「本当にお二人は仲が良かったのですね」


    「うん。……でも、誓いを立てた翌日に、ある事件が起きた」


    



    



    　これは約九年前の出来事──。


    　いつものように朝食を食べ終わり、どーくんと一緒に【おおこま公園】で遊んでいた時だ。


    　アタシはその時、密ひそかな決意をしていた。


    　もうすぐどーくんがいなくなる。


    　アタシにとって身を引き裂かれるような思いだった。


    　でもこのままじゃ彼にもらってばかりだ。それで本当にいいの？


    　何か彼に恩返しがしたいと思った。どうすれば彼が一番喜んでくれるのか。


    　そう考えた時、やっぱりアタシが頑張る姿を見せるのが一番だ。


    　今まで自分で率先して何かをやったことのないアタシ。怖がりのアタシ。勇気のないアタシ。


    　だからアタシは、以前どーくんが見せてくれたブランコ飛びというのをやることを決意していたのだ。


    　前に見た時はとても自分にできるようなことじゃなく、怖過ぎて無理だったけれど、だからこそ成功すればきっとどーくんは喜んでくれる。


    　そう思い──。


    「どーくん、そこで見ててね！　アタシだってできるってとこ、ちゃんと見せるから！」


    「は？　何を……」


    　アタシはブランコに飛び乗り大きく漕こいでいく。


    　どーくんは、ブランコに座りながら飛んでいたが、同じことをするよりは、さらに一歩先にあることをすれば、より彼に喜んでもらえる。そう、思ったからアタシはブランコに立ったのだ。


    「お、おいモモ！　まさかそれでとぶつもりなのか！」


    「うんっ！　見てて！」


    「止やめろって！　あぶねえから！」


    「だいじょーぶ！」


    　でも……怖い。こんなに全力でブランコを漕いだことなんて今までなかった。


    　大きく振り子現象を起こすブランコにしがみつくのには結構な力もいる。


    　やっぱり止めよう……かな。


    　一瞬諦あきらめの心が浮かんでくるが、アタシは頭を振る。


    　ここが勇気の見せどころだと言い聞かせ、さらに漕ぐ。


    　そしてジャンプするタイミングを見計らっていたその瞬間──ズリッ！


    　ブランコから片足が滑り落ち体勢がぐらついてしまう。


    「モモッ！」


    　そのままアタシはブランコから落ちてしまう。


    　幸い地面が砂場だったのでお尻を打っただけで済む。


    「い、いたぁ……っ！」


    　失敗してしまったことと、痛みによって自分が情けなくなり泣きそうなる。


    　しかし直後、アタシの身体からだが誰かに弾はじき飛ばされてしまう。


    「きゃっ!?」


    　一体何が起きたのか分からず、起き上がって確認してみてアタシは絶句した。


    　いまだに緩く揺れてギシギシと乾いた音を立てるブランコの前。


    　アタシがさっきまでいた場所らへんで──どーくんが倒れていたのだ。


    　それも額から真っ赤な血を流して。


    「……ど、どー……くん？」


    　まだまだ短い人生だけど、目の前で誰かが倒れているのも、血を流しているのも初めて見た。


    　しかもそれが知り合い……ううん、友達だということが信じられない。


    「どーくんっ！　どーくんっ！」


    　普通は誰か大人を呼ぶか、[image: ]に電話をすればいいのだろうが、この時のアタシにそんな冷静な判断ができるわけがない。


    　彼に寄り縋すがりただただ泣くか戸惑うしかできなかった。


    　運の悪いことに、公園で遊んでいたのはアタシたちだけ。


    　アタシはどうすればいいか見当もつかずに、彼の名前を呼び続けることしかできなかったのだ。


    　そんな泣きじゃくる、どうしようもないアタシの頭にポンと何かが置かれる。


    　ハッと顔を上げると、片目を開けたどーくんがアタシの頭を撫なでていたのだ。


    「だいじょーぶだいじょーぶ」


    　絶対に痛いはずで、アタシよりも泣きたいはずなのに、どーくんはアタシを安心させるためだろう、笑顔を浮かべてそう言ってくれた。


    　その時だ。


    　アタシはこのどーくんという少年に、本当に心を奪われたのである。


    



    



    「──と、バカな女の子の初恋の話……かな」


    　黙って聞いてくれていた巨人くんは、こんな話を聞いてどう思っただろうか。


    「初恋……ですか」


    「う、うん。あはは、ちょっと照れるし。……でもそう、あれがアタシの初めての恋だと思う。あっ、その子は無事だったよ？　あれからすぐに泣き喚わめいたアタシの声を聞いて駆けつけてくれた大人の人たちがいてね。すぐにどーくんは病院に行ったし」


    「……なるほど」


    「でもお見舞いもできなかったなぁ。病院には親と一緒に行ったんだけど、会えたのはどーくんの親御さんだけだった。翌日にはそのままどーくんが住んでる街の病院に行ってしまっちゃってさ…………それっきり」


    「そう、だったんですか」


    「えへへ……あ、あのね、そのどーくんって子がね、何となくというかすっごく巨人くんに似ててさ。傷とか身体からだが大きかったこととか、小学生の頃に怪け我がをしたこと、住んでた場所は違って、夏休みとかにこっちに来てたってこととか、いろいろどーくんと同じでさ…………勘違いしちゃった」


    　まあでもこんだけ似通ってたら普通間違うよね。……多分。


    「ああっ、でもマジで恥ずかしいことしちゃったし！　一人だけ盛り上がっちゃうし、それが完全に空回りするし！　それに巨人くんにも迷惑かけて！　ほんっとーにごめんっ！」


    　何の落ち度もない巨人くんに期待を勝手に寄せていただけ。


    　それが間違いだと分かり、ちゃんと説明もしないまま逃げ去って、巨人くんはクラスメイトたちに詰め寄られていた。


    　全部アタシのしたことが原因だ。彼には本当に申し訳ないことをしてしまったと思う。


    「いえ、お気になさらないでください。行き違いがあっただけのことですから」


    「……はは、そういう優しいとこも似てるんだけどなぁ」


    　その優しさでアタシは救われたんだ。


    　ああ、思い出したらまた涙が出そうになってくる。


    「まあでも、別れたっきりでそれから会えてないんだよね。長期の休みになったら、またどーくんが来てくれるって思って待ってたんだけどさ」


    　それでも彼をこの街で見ることは叶かなわなかった。


    「ご両親が忙しかったのか、それともどーくんがアタシのことを忘れちゃったのか。まあでも友達がいっぱいのどーくんだったから、アタシなんか忘れてもしょうがないけどね」


    「そんなことはありません！」


    「へ？」


    　突然声を張り上げた彼にアタシは面食らってしまう。


    「あ、すみません、いきなり大声を上げて」


    「う、ううん。……でも何で？」


    「それは…………っ」


    　その時、巨人くんが悲痛そうな表情を浮かべたのをアタシは見た。


    　どうして？　どうして君がそんな顔をするの？


    　すると意を決したかのように巨人くんが口を開く。


    「……桃ももノ森もりさん」


    「な、何？」


    「あなたに……伝えなければならないことがあります。それに……お渡ししたいものも」


    「……え？」


    「長い話になるかもしれません。もうすぐ昼休みも終わりますし」


    　そこで一度間を取った巨人くんが予想だにしないことを言った。


    「今日の放課後、自分の家に来てくれませんか？」


    「…………………………ふぇ？」


    



    



    　突然の男子宅への訪問。


    　いや、まあうん。アタシってばこういう見た目だし、遊んでるっぽく見えるかもしれないけど、今まで男子の家に行ったことってなかったんだよね。


    　だからキンチョーするぅ……って、そんな軽い話じゃない！


    　何で!?　何でアタシは今、巨人くんの家の前まで彼と一緒に来てるの!?　彼はどーくんじゃないんだよ！　何ドキドキしてんのアタシッ！


    　……いやまあ、彼に来いって言われたから来たんだけどね。


    　彼が深刻そうに言うもんだから断れなかったし。……まあちょっと巨人くんがどんなところに住んでるのか興味があったのも事実だけど。


    　でもそんな気軽な気持ちで誘われたわけじゃないことは分かってる。


    　だって学園から一緒に帰る時も、巨人くんは怖い顔というか真剣な顔でずっと黙って自転車を押して歩いていたし。


    　アタシ的には街を歩けばよくナンパされるから、良いボディーガードになって助かったけどね。


    「ここが、巨人くんの家なんだ。へぇ～立派だね」


    　敷地面積は一般家庭よりも断然に広い。しかも中には道場もあるってんだから凄すごいよね。


    　聞けば剣道の道場をやってるらしい。


    　……あれ？　うちの弟も剣道やってて道場に通ってるって聞いたけど……まさかね。


    「うわ、畑？　なに巨人くんの家は自給自足なの？」


    「いえ、趣味の一環です……自分の」


    「まさかの巨人くんの畑だった!?　……ほんとーに文化系なんだ」


    　家がガッツリ運動系だというのに不思議なこともあるものだ。


    　アタシは古民家のような佇たたずまいの家の中に通される。こういう和を重んじる家というのはどこか落ち着く。畳のニオイもするし癒いやしさえ感じる。


    「あら、ゴローさんがお友達を連れてくるなんて驚きですね。それもこんな可愛かわいらしい子なんて」


    　家にはお祖ば母あさんが一人いて、巨人くんの祖母らしい。


    　まったくもって似ていない。小さくて可愛らしいお祖母ちゃんだ。


    「お、お邪じや魔ましますっ！」


    「うんうん。ゆっくりしてってくださいね」


    　でも穏やかで優しげな喋しやべり方は、何となく巨人くんを思わせた。


    「珠たま乃のは？」


    　……たまの？


    「お祖じ父いさんと一緒に道場へ行ってお手伝いをしていますよ」


    「それは……好都合ですね」


    　そして巨人くんはそんなお祖母ちゃんに何かを告げると、一瞬心配そうな表情をお祖母ちゃんが見せたが、すぐに巨人くんが話しかけてきた。


    「こちらです、桃ももノ森もりさん」


    「ひゃ、ひゃい！」


    　何よひゃいって。どんだけ緊張してんのよアタシ。


    　ていうか何で巨人くんは女子を家に上げて普通なの？　慣れてるの？　それともアタシを女として見てない？


    　何だかどっちでも嫌な感じなんだけど……。


    　そうしてそわそわしながらも、彼の案内に従い一つの部屋へと足を踏み入れることになった。


    　その部屋は畳部屋で、余計なものなど一切置いておらず、突き当たりには大きな仏壇がぽつんと存在感を示していた。


    「仏壇……？」


    　立派な仏壇だ。埃も一切なく、毎日手入れが行き届いていることは明らかだった。


    　最初に目が向かったのは一つの写真立て。


    　そこには一人の男性が映っていた。


    　そしてその横に添えるように、もう一つの写真立てがある。


    　アタシはそのもう一つの写真立てに飾られた写真を見て言葉を失ってしまう。


    「紹介します。桃ノ森さんに向かって左側の写真は自分の父親です。そして──」


    　止やめて、言わないで──。


    　そう心が騒ぐが、巨人くんは容よう赦しやなく写真に写った〝少年〟の正体を明らかにする。


    「右側の写真が、自分の双子の兄──不ふ々ふ動どう悟ご道どうのものです」


    　そこには大きな傷を額に刻んだ、とても見覚えのある笑顔を見せる男の子の姿があった。


    



    　　　[image: ]


    



    　今、桃ももノ森もりさんはどんな気持ちなのだろうか。


    　彼女は自分を兄と間違ってはいたものの、心の底から再会できたと喜んでいたと思う。


    　それは言葉の端々から嬉き々きとしたものを感じていたから分かる。


    　だからきっと今、彼女の心は圧おし潰つぶされそうな感情が渦巻いていることだろう。


    　本当はこんな真実、あまりにも重くて知らない方が良かったかもしれない。


    　でも…………どうしても伝えざるを得なかった。


    　それが兄の────どーくんの願いでもあったから。


    「桃ノ森さん……」


    　名前を呼ぶも、彼女はいまだ理解し得ないのか時計が止まったように動かない。


    　すると突然彼女はゆっくりと仏壇に近づき膝ひざを折った。


    　恐る恐るといった様子で、兄の写真立てを手に取りジッと見つめる。


    「…………うん。どーくん……だよ」


    　小学二年生からはずいぶんと成長しているが、額の傷や一度見たら忘れない朗ほがらかな笑顔は、彼女にとって十分な証あかしとなったのだろう。


    「…………あはははは……そっかぁ。……巨人くんと間違うはず……だよね。だって……双子なんだもん」


    「自分と兄は一卵性双生児で、小さい頃は親でさえ見分けがつかないほどよく似ていたそうです」


    　ただ自分は兄とは違い、物静かで感情の起伏も薄く、家からあまり出ない消極的な性格だったが。


    「…………そっかぁ。どーくん……いなくなっちゃったんだ……あはは、そっかそっかぁ……っ」


    　彼女が写真立てを抱きしめ静かに嗚お咽えつし始めたのを見て、僕はサッと踵きびすを返し部屋から出た。


    　出るといつの間にかお祖ば母あちゃんが立っており、僕は悲しそうな顔を浮かべるお祖母ちゃんに頷うなずきを見せる。


    　後ろからは桃ノ森さんの泣き声が聞こえてきた。


    　僕は聞いてはいけないと思い、ここはお祖母ちゃんに任せてリビングの方で待つことにしたのである。


    　しばらくすると、そこへ桃ノ森さんとお祖母ちゃんが姿を見せた。


    　お祖母ちゃんが「お茶を入れてきますね」と席を立ち、代わりに桃ノ森さんは僕と少し距離を開けた場所に座る。


    「ご、ごめんね。その…………気を遣わせちゃったみたいでさ」


    「とんでもありません。少しだけでも気持ちは分かりますから」


    　好きのベクトルは違うものの、大切な人を失った悲しみは理解できるつもりだから。


    「…………聞いても、いい？」


    「兄が亡くなった理由、ですね？」


    　桃ももノ森もりさんは力なくコクンと頷うなずく。


    　僕もまた、この話をするために彼女を連れてきたのだ。覚悟はある。


    　そして約五年前、僕がまた小学六年生だったあの日の出来事を語ることにした。


    



    



    　その日はとても気持ちの良い青空が広がり、まるで何かおめでたいことを祝福しているようだった。


    　少なくとも、僕と兄の悟ご道どう──どーくん、そして父親の真しん悟ごだけはそう思っていただろう。


    「なあなあ、ろーくん。いつ生まれると思う？　もうすぐって話だけど、早く生まれてきてほしいよな！」


    　現在車の中。助手席でどーくんが満面の笑みを浮かべてこっちを見ていた。


    　ちなみにどーくんには、小さい頃から〝ろーくん〟と呼ばれていたのである。


    「そうですね。女の子ってことですけど、きっと可愛かわいいと思います」


    　母親が妊娠しており、妹がもうすぐ生まれるということで数日前から病院に入院しているのである。


    　より安全で万全を期した状態で産んでほしいというところで、何があっても大丈夫なように父が入院させたのだ。


    　そしてもしかしたら今日、生まれるかもしれないと医者に言われていた。


    「だよなだよな！　あー、絶対嫁になんかやらねえし！　なっ、父さんもそうだよな！」


    「もちろんだ！　いいか、もし愛する娘にろくでもない男が近づいてきたら、お前らが身体からだを張って追い返せ。お前ら二人なら下へ手たなＳＰよりも信用できる」


    　まだ生まれていないというのにもう親バカと兄バカが発動している。


    　でも僕も楽しみなのは事実だ。


    　どーくんみたいに目に見えてはしゃぐわけじゃないが、それでもさっきから読んでいる本の内容がさっぱり頭の中に入ってこないほど集中できていない。


    　しかし、このドライブは僕の一言で始まった。


    　せっかくだから出産を頑張ったお母さんと、生まれてきてくれた妹に何かプレゼントしたいと口にしたのである。


    　その言葉に「「ナイスアイデアッ！」」と、父さんとどーくんは二人して了承してくれた。


    　そこでお母さんには、かねてから欲しがっていた炊飯器、妹には可愛かわいらしい服を家から少し離れたデパートにまで買いに行ったのだ。


    　買い物が終わり、病院に向かって車は走っている。


    　車内はこれからくる幸せいっぱいの空気で満たされていた。


    　そこへ一本の電話が、お父さんへと入る。


    　車を路肩に停止させたお父さんは、自分のスマホを取り出し通話をした。


    「──ほ、本当ですか！　分かりました！　今すぐ向かいます！」


    　驚きの声と一緒に、その顔は嬉うれしさで溢あふれていた。


    「おい、お前ら！　もうすぐ生まれるってよ！」


    「おおっ！　マジか！　よし急げ父さん！」


    「任せろ！　Ｆ１レーサーも真っ青になるほどのテクで走ってやるよ！」


    「いえ、安全運転でお願いします。事故でもしたらどうするんですかもう」


    　浮かれ過ぎている二人に溜ため息いき交じりで注意をしておく。


    　とはいっても僕だって心はウキウキだ。普段から無表情というステータスが定着している僕の顔に、しっかりとした笑みが浮き出るほどに。


    　そうして高速道路に入り、ちゃんと法定速度を守りながら走っていた。


    　今日は４月29日の『みどりの日』で、祝日にもかかわらず結構空すいている。


    　お父さんは急せく気持ちのせいか飛ばしがちになるが、その都度、僕が諌いさめて安全運転を心がけていた。


    　すると背後から物もの凄すごい速度で駆け抜けていくトラックがある。


    「おわっと！　ったく、危ねえ奴やつだな。あれ絶対[image: ]キロくらい出てんだろ。いやもっとか？」


    　荷台には大きな丸太が何本も重なって積み込まれている。たまに見かける輸送トラックだろう。


    　僕もまた危ないなぁと思いながら何気なく、遠ざかろうとしていくトラックをぼんやり見ていた。


    　すると突然、目の前を走るトラックがユラユラと揺れ出したのである。


    「……！　おいおい」


    　お父さんがトラックの怪しい動きを見て表情を強こわ張ばらせる。


    　横に座るどーくんも何事かといった様子で見つめていた。


    　直後、トラックが大きく横に揺れたことから、スリップしたように左側へ大きく進路を変え、その先にある壁に激突してしまったのだ。


    　同時に荷台に積んでいた丸太の拘束が解けたらしく、地面に雪な崩だれ込んでくる。


    「嘘だろっ!?」


    　一瞬にして険しい顔つきから焦あせりを見せたお父さん。


    　当然すぐにブレーキを踏むも、80キロを出している車は急に停止することなどできない。


    　それに前からは巨大な丸太が何本も迫って来る。


    　それでもお父さんは転がってきた丸太を一本、何とか回避した。


    　だがすぐに次の丸太が直前に迫って来ている。


    「ぐっ、くそぉっ！」


    　慌あわててハンドルを左に切ったことで、こっちの車もスリップしてしまいコントロールを失う。


    　トラックのように大きく揺れ、そのまま先程の事故を再現するかのように壁へと車が向かう。


    「「「うわぁぁぁぁぁぁっ!?」」」


    　僕たち三人の声が車中に響き渡る。


    　──瞬間、僕の全身に強烈な衝撃が走り、意識が暗転した。


    　そして目を覚ました時、僕の視界には快晴の広がる空が映し出されていた。


    　それと同時に胸の辺りをグッ、グッ、グッとリズミカルに押される刺激を感じる。


    　まだ意識は朦もう朧ろうとしていて、瞼まぶたも開けにくい。


    　それに全身のあちこちが痛いし、額もズキズキとした痛みが伴っている。


    「安心しろ！　兄ちゃんが守ってっ……やっからな！」


    　聞き慣れた声が耳じ朶だを打つ。


    　ぼやけていた視界がどんどん定まっていき、その声の持ち主──どーくんが傍そばにいることが分かった。


    　先程から感じていた胸への刺激だが、どうやらどーくんが僕に対し心臓マッサージを行っていたらしい。


    「っ……どー……くん……？」


    「!?　ろーくん！　目ぇ覚ましたんだな！　……良かった」


    　心の底からホッとしたような表情をすると、そのままどーくんが僕の上に倒れ込んできた。


    「……どーくん!?」


    　僕は痛みを我慢して身体からだを起こすと同時に、自分が額から血を流していることに気づく。


    　さっきからのズキズキはこれのせいだったらしい。


    　周りを見回せば、いつの間にか道路に投げ出されたのか、地面に横たわっていた。


    　それに自分たちが乗っていた車が壁に突っ込んでおり、大破という言葉に相応ふさわしいほど見るも無残な形になっている。


    　いや、今はそんなことどうでもいい。


    　僕はどーくんを抱き起そうとする──が、そこで彼の状況を知ってギョッとする。


    　彼の腹部から流れた血液によって、服が血ち塗まみれになっていたのだ。


    　どうしてこんな大量出血をしているのか理解できなかった。


    「どー……くん？　……どーくんっ！」


    　僕はすぐにどーくんを寝かせ、彼の名前を何度も呼ぶ。目を開けてほしい、と祈りつつ。


    　すると願いが叶かなったのか、どーくんの瞼まぶたがそろりと開く。


    「どーくん！　良かった！　大丈夫ですか！　すぐに病院に運びますから！」


    「…………ろーくん」


    「？　何ですか？　何か言いたいことでもあるんですか？」


    　僕は口を動かすどーくんに顔を近づける。


    「…………だいじょーぶ……だいじょーぶ……」


    　彼が言ったのは、これまた自分に馴な染じみ深いセリフだった。


    　幼い頃から僕が落ち込んだりしていた時は、その言葉をいつもかけて笑ってくれていた。


    　どんなことも率先してやり、いつも笑顔を絶やさず、それでいて弟の僕のことを常に気にかけてくれている優しいお兄ちゃんだ。


    　とても頼りになり、僕が誰よりも憧れている人。


    「ろーくんは……もうだいじょーぶ……だから」


    「どーくんのおかげです！　だから今度はどーくんが！」


    　しかしどーくんは微かすかに首を左右に振る。


    「……っ、…………妹……を…………頼む……な」


    「っ!?　何を……何を言ってるんですか！　気をしっかり持ってください！」


    「………………なあ……ろーくん」


    「ど、どーくん？」


    「……俺は……笑顔が…………好きだ……」


    　それは知ってます。どーくんが、みんなの笑った顔が好きなことくらい。


    　だからいつも自分が笑顔を見せていることも。そうすることで、自然と周りもまた笑顔になれることも。


    「だから……さ、家族……とか……周りの奴やつらが…………笑って……いてほしい…………」


    「大丈夫です！　どーくんならできます！　僕だってそんなどーくんを支えていきますから！」


    「……へ、へへへ……嬉うれしい……な」


    　一点を見つめながら薄く笑みを浮かべるどーくん。


    　その瞳ひとみに灯ともった光が徐々に消えかけていることが不安を煽あおってくる。


    「でも……さ、それ以上に…………ろーくんに……笑って……ほしい」


    「どーくん……っ」


    「ごめん……な」


    　何で……何で謝るんですか！　止やめてください！


    　こんなんじゃ、まるでこれで最後みたいじゃないですか！


    「…………もっと……いろんなことを…………してみてえ……な」


    　できますよ。どーくんなら何にでもなれます。なれないものなんてありません！


    「ろーくんと……一緒に…………それに……！」


    　その時、どーくんの瞳ひとみが若じやつ干かん見開いた。何かを思い出したかのように。


    「……ああ、そう……だった。……アイツにも…………悪いことしちまった……なぁ」


    　アイツというのが一体誰のことなのか、その時の僕には見当もつかなかった。


    「アイツ……きっと頑張って……んだろうな…………また会い……てえ」


    　会えますよ。誰だか分かりませんが、どーくんが望むならそんなこと簡単です。


    　それから喋しやべらなくなったどーくんに、今度は僕が心臓マッサージをし続けた。


    　何度も。何度も。


    　愛する兄の名を呼びながら何度も。


    　しかし──もう二度と兄が僕の名を呼んでくれることはなかった。


    



    



    「────そんな、ことが……っ」


    　過去の話が一段落し、愕がく然ぜんとした表情で桃ももノ森もりさんが言葉を発した。


    「辛つらかった……よねっ、辛くないわけ……ない……よねっ」


    　桃ノ森さんが両手で鼻と口を覆おおい、また涙を流し始める。


    　自分だって辛いはずなのに……。


    　やはり桃ノ森さんはとても優しい子なのでしょう。


    　あの事故からいろいろ大変だった。


    　警察の人に聞いたところ、トラックの運転手の明らかな過失でありながら、その運転手もまた亡くなってしまっていたのだ。


    　事故の最中にいた人間で無事だったのは僕だけ。


    　お父さんも車が壁に衝突した瞬間に即死だったと聞いた。


    　そんな中、辛かろうじて意識があったどーくんが、息をしていない僕を車内から引っ張り出して、その上で心臓マッサージを行い僕を蘇そ生せいさせたのだ。


    　何でも車が衝突した時に、壊れた車の破片がどーくんの腹部を貫いたというのである。


    　普通なら歩くことすらままならない大おお怪け我がだったと医者は言う。


    　どーくんのあの大量出血の謎はそういうことだ。


    　それでも弟の命を救うために、最後の力を振り絞ってちゃんと救ったのだから信じられないと周りの者たちは絶賛していた。


    　とても小学生ができる行いではない、と。


    「自分は最さい期ごの最期まで兄に救われました。兄がいたから今自分がここにいます」


    「巨人くん……っ」


    「ですが一番辛つらいのは、父と兄の命日に生まれた……珠たま乃の──妹でしょう。今はまだ理解できないでしょうが、いずれ自分の誕生日に嫌でも家族を失ったということを理解します。……それもこれも、全部自分のせいです」


    「！　何で？　何で君のせいになるの！」


    「自分がプレゼントを買いに行きたいと言わなければ、事故に巻き込まれなかったはずですから」


    「それはっ……………………違うから」


    「は？　違う？」


    「だって巨人くんがしようとしたことはとってもとっても素晴らしいことだもん！　家族にプレゼントしたいなんて、家族を大事にしてる人だからそう思えるんだし！」


    「桃ももノ森もりさん……」


    「だから……自分が悪かったとか……言わないでよぉ」


    　さらに涙を流し始める彼女を見て、自分が悲しませてしまっていることに気づく。


    「すみません。少し……自棄やけになった言い方になってしまいました」


    　実際自分のせいで、と何度も思ったことはある。


    　どれだけ悔くいても、あの日は戻らないというのに……。


    　だが何度も何度も夢であの光景を見る度たびに思ってしまうのだ。


    　──何で自分だけが生き残ったんだ、と。


    　あの事故のあと、衝撃的な事実を受け入れざるを得なかった母は、それでも僕や妹の前で泣き言や悲しそうな素そ振ぶりなど一切見せなかった。


    　ずっと気丈に振る舞って、育児と仕事に精を尽くしていたのだ。


    　しかし育児をしながらの仕事は大変だということで、僕と妹は祖父母の家に預けられ、母は仕事優先で頑張ってくれることになった。


    　いや、正しくは僕が祖父母の家で過ごしたいと口にしたのである。そうすれば母も仕事に集中できると思ったから。


    「……少し、待っていてもらってもいいですか？」


    「あ、うん」


    　僕は席を立つと、自室へと向かい机の引き出しから〝あるもの〟を取り出し、再び彼女が待つリビングへと向かう。


    「実はこれを桃ノ森さんにお渡ししたかったのです」


    「え？　て、手紙？」


    　それは封筒に入った一通の手紙だった。


    「そういえばアタシに渡したいものがあるって……これのこと？」


    「はい、そうです」


    「……読んでいいの？」


    　僕は「はい」と頷うなずき、彼女が読み終わるまで待つことにした。


    　そうして桃ももノ森もりさんは不思議そうに封を開けて中身を確認する。


    　そこにはこう書かれていた。


    



    『〝頭の中の君へ〟　たまに夢でよく見る女の子がいる。でも顔がハッキリとしない。それはきっと前に会ったことがある奴やつなんだろうけど。思い出せなくて悪い。ごめん。でもいつか絶対思い出すからゆるしてくれ。夢じゃ俺たちは一緒に遊んでて、将来の夢を語り合ったりもしてた。遊んでた時、楽しかったんだろうな俺。だって俺の夢を知ってんのは、家族以外じゃお前くらいだしな。大事な奴……なんだと思う。だから少し待っててくれ。思い出したらすぐに会いに行くから。そんでまた一緒に遊ぼうぜ！　じゃあな。　不ふ々ふ動どう悟ご道どうより』


    



    　ポタポタと、桃ノ森さんの目から雫しずくが手紙に落ちる。


    　僕はあることを言わなければならないと静かに語り出した。


    「兄は小学二年生の頃に額に怪け我がを負いました。……桃ノ森さんも知っての通り、ブランコでの事故です。病院に搬送され、二日ほど眠り続けたんです。命には別状はなかったのですが、目を覚ました兄は…………記憶を失っていました」


    「!?　記憶……を？」


    「はい。とはいっても眠る前の二週間ほどですが。お医者さんは一時的なものだろうと仰おつしやいましたが、両親の意向で実家がある街の病院にすぐに移送し、詳しい検査をすることになったのです」


    　検査結果は特に変わりはなかった。


    　ただ額をぶつけた時のショックで、記憶が飛んでしまっているだけ。


    「兄に何があったのか。桃ノ森さんの事情のことも親は知っていましたが、兄にはあなたのことや事故のことは詳しく伝えられませんでした。無理矢理思い出させようとするのは身体からだに良くないということで。ですから兄が自然に思い出すのを待っていたんです」


    　僕は親からある程度聞いていた。


    　一人の女の子を庇かばったことで兄が怪我を負ったことを。


    　それが桃ノ森さんだということは全まつたく気付いていなかった。


    「ただ事故から一年ほど経った頃でしょうか。兄が妙なことを言い始めたのです」


    　最近夢の中に一人の女の子が出てきて、一緒に遊ぶ夢を見るとのこと。


    　それから夢を見る頻度が高くなり、多分自分が過去に会った子で、忘れているだけのような気がするとどーくんは言った。


    「兄はその子のことを『頭の中の君』と称し、こうして手紙を書きました。いつか記憶を思い出し、その子にお詫わびの印として渡すためだと」


    「どーくん……っ！」


    　唇を噛かみ締しめて桃ももノ森もりさんが嗚お咽えつする。


    「そっか……そっか……思い出そうとしてくれてたん……だね」


    　大事そうに手紙を抱きしめる彼女の姿を見て思う。


    　本当にどーくんのことが好きだったんですね。


    　そしてきっとどーくんもまた彼女のことが好きだったに違いない。


    　桃ノ森さんは言った。これが初恋、だと。


    　もしかしたらどーくんもまた、恋をしていたのかもしれない。


    「最期……兄が思い出したかのように〝アイツ〟と口にし、誰かを強く想っていました。兄の遺品を整理している時、この手紙を見つけ、そして生前彼が言っていた『頭の中の君』を思い出し、あの時兄が思い描いていた人物がその子──桃ノ森さんだと理解しました」


    　だからこそ、この手紙を彼女に渡し真実を伝えてあげたかった。


    　辛つらい結果にもなるだろうが、それでも彼女には知ってほしかったのだ。


    　どーくんは最期に桃ノ森さんのことを思い出したということを。
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    　今日は本当に泣きっ放しだ。


    　しかも同級生の男の子の前で。あーもう絶対黒歴史ってやつだし。


    　でも……うん。本当に驚いた。


    　まさかアタシの思い出の人が、巨人くんの双子のお兄さんで……もうこの世にはいないってことも。


    　もちろん悲しかった。せっかく行方が分かったというのに、もう二度と会って会話をすることができない。それが言葉にできないほど心に痛みが走った。


    　けれど、巨人くんから真実を聞き、どーくんが書いた手紙を見て切なくて苦しくて……。


    　それでも──────嬉うれしかった。


    　自分を庇かばったせいで記憶をなくしてしまったことは本当に申し訳ない。


    　だけど彼は記憶の片隅で覚えててくれた。


    　そしていまわの際ではあるが、アタシのことを思い出してくれたことに心が打ち震えた。


    「…………ありがとね、巨人くん」


    「桃ノ森さん？」


    「……ちゃんと話してくれて良かった。どーくんのこと…………知ることができて良かった。だから…………ありがとう」


    　これは心からの気持ち。


    　アタシのために辛つらいであろう記憶を呼び覚まし、骨を折ってくれた一人の男の子への細ささやかながらの感謝。


    　そしてもう一つ。


    「それと、アタシのせいでどーくんに怪け我がさせて、記憶まで奪ってごめんなさい」


    　親御さんには過去に謝罪をしていた。


    　でも、彼にはまだだったから。


    　彼の親切に報むくいるためには、こちらも真しん摯しな対応を見せなければならない。


    「いえ、本当は知らせない方が良かったのではと思いました。桃ももノ森もりさんが泣かれたのを見て、もっと辛い想いをさせてしまうのではないかと」


    「ううん。知って良かったし。あーでもごめんね。アタシのせいで巨人くんを困らせてさ」


    「別に困ってなどいません。それに今は兄の言葉を……あなたに伝えられて良かったと思います。聞いてくださり、ありがとうございます」


    　……ふふ。本当にこの人って面おも白しろい。


    　初めて会ったタイプの人だ。


    　アタシに興味無いって普通に言うとか、ちょっと失礼かもって思ったけど、よく考えればただただ真ま面じ目めで素直なだけ。


    　どーくんも素直だけど、真面目……じゃなかったかな。よく意地悪とかされたし、からかうような嘘もたくさん吐つかれた。まあ別に楽しかったし嫌じゃなかったけどね。


    　でもそっかぁ。どーくんの弟なんだぁ。


    　改めて彼を観察するように見る。確かに顔立ちは似ているかもしれない。


    　どーくんが成長すれば将来的にこうなっていたのか。


    　まあどーくんの場合は愛想もいいし、よく笑うのできっと人付き合いも良かったし、クラスでも人気者になっただろう。


    　それでもこの男の子にも、どーくんに負けないくらいの優しさがあるのを知っている。実際に体験しているからだ。


    「──たらいまーっ！」


    　ドタドタと激しい足音を出して誰かがこちらへとやってきた。


    　見ればそこにはピンク色のワンピースを着た、とてもキュートな女の子がいた。


    　その子はアタシのことを見てハッと驚くと、すぐに巨人くんの背中へと走り寄って、そこからジッと見てくる。


    「…………だ、だれー？」


    　その不安気に見てくる姿はとてつもなく愛らしい。


    　一瞬で心を奪われた。もし二人っきりだったら即座に抱きしめていたかもしれない。


    「こら珠たま乃の。お客さんですよ。桃ももノ森もりさん、この子は妹の珠乃です。ほら珠乃、自己紹介をしてください」


    　うわ、巨人くんてば家族というか、こんな小さな子にも敬語なんだ。


    　アタシは彼の背中からスッと出てくる子に笑顔を向ける。


    「た、たまは、ふふどうたまの、でしゅ」


    　でしゅってマジで!?　可愛かわい過ぎでしょ！　若じやつ干かん顔も赤らめて、もう抱きしめたい！


    「あはは。よろしくね珠乃ちゃん。アタシは桃ノ森ももりだよ」


    「…………！　──マジカルまかろん？」


    　アタシの自己紹介を聞いてキョトンとなった珠乃ちゃんが突然首を傾かしげながらそう言った。


    　あーそっかそっかぁ。このくらいの女の子なら観てるよねぇ。


    「マジカル……まかろん？　確かそれって日曜の朝にやっているアニメですよね？　え？」


    「おねえちゃから、マジカルまかろんのおこえするぅ」


    　巨人くんはアタシと珠乃ちゃんを交互に見ていまだに戸惑い気味だ。


    　しょうがない。ここはサービスしておこう。


    「おほん。──まーかろんろん、マジカルレボリューション！　世界の平和を乱す人は、このマジカルまかろんが許さないんだからね！」


    　巨人くんの前でやるのはちょっと恥ずかしいけど、珠乃ちゃんの瞳ひとみがこれでもかというほど開き、キラキラと輝き出す。


    「しゅっごい！　なんで！　なんでおねえちゃ、マジカルまかろんのおこえだせゆの！」


    「……！　ああ、もしかして」


    　巨人くんも思い至ったようだ。


    「えへへ、うん。アタシ、マジカルまかろんの声優やってるからね」


    　でも珠乃ちゃん、よく声だけで分かったよね。すっごいファンなのかも。何だか嬉うれしい。


    「なるほど。そういえば桃ノ森さんは人気声優でしたね。マジカルまかろんを見て、誰かの声に似ていると思っていましたが、ようやくスッキリしました」


    「ねえねえおねえちゃ、もっとやってやって！」


    「珠乃、その前に手洗いうがいをして服も着替えてください」


    「えぇー」


    「あはは、珠乃ちゃん。ちゃんとお兄ちゃんの言うこと聞いたら、いくらでもやってあげるよー」


    「ほんと！　じゃあちょっとまっててー！」


    　無邪気に返事をすると、そのままスタスタと足早に部屋を出て行く。


    「あ、お茶のおかわり用意してきますね。ついでにお菓子なども見み繕つくろってきます」


    　そう言うと、巨人くんも出て行った。


    　ここからは縁側が見え、その先には広々とした巨人くんの畑が見える。


    　都会の中にあって、どこかのどかな空気感を覚え心地ここち好よい気分を味わえた。


    　そこへ先程会った巨人くんのお祖ば母あちゃんが姿を見せた。


    「少しお話、いいでしょうか？」


    「あ、はい。どうぞ！」


    　背筋がピンと伸び、とても綺麗な姿勢だ。少なくともアタシよりも。


    「ふふふ、こうしてあの子──ゴローさんのお友達とお話しするのは初めてですね。ゴドーさんはたまに近所の男友達を連れてきていましたけれど」


    　そこで女友達じゃないということに少しホッとしたのはアタシだけの秘密だ。


    「……ゴドーさんのことはお聞きになったのですね」


    「……はい」


    「ふふふ、ゴドーさんが庇かばった女の子がこんなにも立派に成長したなんて。きっと天国でゴドーさんも喜んでいますよ」


    「そうならいいんですけど」


    「……辛つらかったですよね。すみません、私どもがゴドーさんが生きているうちにあなたのことを伝えておけば、もしかしたらもっと早く記憶を取り戻していたかもしれないのに」


    「い、いいえ！　それはどーくん……悟ご道どうくんの身体からだのことを思ってのことですから！　それに……ちゃんと知ることができたのでアタシはそれだけで」


    　それでもやっぱり悲しいことは悲しい。気を抜けば不意に涙が零こぼれそうになる。


    「…………ゴドーさんはとても賢く、元気いっぱいで、人の心を惹ひきつける魅力を持った子でした。ゴローさんも、そんなお兄ちゃんのことを誰よりも尊敬していました」


    「巨……悟ご老ろうくんがですか」


    「ええ。とても懐なついていました。そしてゴドーさんもまた、そんな弟のことを目一杯可愛かわいがっていましたから。本当に二人は仲が良かった。……ですから、あの事故で最も傷ついたのはきっとゴローさんなんです」


    「え……彼がですか？」


    　巨人くん自身は珠たま乃のちゃんだと言っていた。


    「今もその時に負った心の傷は癒いやされていないでしょう。……それは普段のゴローさんを見ていると一いち目もく瞭りよう然ぜんです。……あの子はとても自己評価が低いんです。だからいつも、自分が損をするような……いえ、自分では損とすら思っていないでしょう。それが当たり前だと、常に自分以外の誰かを優先してしまう。たとえ自分が傷ついたとしても……」


    　それは…………分かる気がする。


    　巨人くんがアタシのプライベートを守るため、繭まゆ原はらさんの立場を守るために、わざと突き放した言い方をしたことを教えてもらった。


    　それに思い起こせば彼はよく〝自分なんかが〟と口にするという。


    　明らかに自己評価が低い証拠だ。


    「あの子は、大好きなお兄ちゃんが死んだのは自分のせいだと思っているんです。もしかしたら、あの場で自分が代わりに死んだ方が良かったとさえ思っているのかもしれませんね」


    「そ、そんな！」


    「優秀で、誰からも好かれて、必要とされるお兄ちゃんの方が世の中にも必要だから……。口には出しませんが、きっとそんな悲しいことをあの子は思っているんでしょうね。だからいつも自信がない。小学生の頃はまだマシでしたが、中学生の頃、その見た目や大人し過ぎる性格から、他の人には怯おびえられ、距離を取られ、心無い言葉も送られてさえ反論せずに受け入れていたのは、きっとそういう考えに起因しているんでしょう」


    　何よそれ。そんなの…………苦しいだけじゃん！　間違ってるよ！


    　だって……だって！　本当の巨人くんは、とても優しい人だもん！


    「あの子は優しい子です。人の心の痛みを受け止められる器の広い子です。ふふふ、これでは孫バカでしょうか。……どうか仲良くしてあげてください。お願いしますね」


    　お祖ば母あちゃんは頭を下げるとその場から立ち去っていった。


    　入れ替わりに巨人くんと一緒に珠たま乃のちゃんも姿を見せる。


    　珠乃ちゃんの要望通り、マジカルまかろんを演じ、それを巨人くんは微ほほ笑えましそうに眺めていた。
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    　──４月29日。


    　桃ももノ森もりさんと話してから数日が経ち、僕たち不ふ々ふ動どう一家は、父と兄の墓参りにやってきていた。


    　毎年恒例の行事でもある。


    　ただ今回は少し異なる状況も一つ。


    　それは──。


    「……うん、これで綺麗になったんじゃない、巨人くん？」


    　墓石を磨みがいてくれていた桃ノ森さんがにこやかな表情でそう言う。


    　今回の墓参りだが、せっかくだからとお祖ば母あちゃんが彼女を誘った。


    　お祖じ父いちゃんも話を聞いて二つ返事で了承してくれたのだ。


    　今は二人で墓石を磨いており、祖父母と珠たま乃のは世話になっている霊園の管理人に礼を言いにいっている。


    「先にお線香をあげておきましょうか」


    　最初に僕が父と兄に近況の報告を簡潔にした。


    　そして次は桃ノ森さん。彼女は墓石の前にスッと膝ひざを折って手を合わせる。


    「……どーくん、久しぶりだね。どう？　アタシ……約束守ってるよ」


    　僕はただただ彼女の言葉を黙って聞く。


    　ちなみに彼女は長めだったその髪をバッサリと切ってショートボブになっている。


    　彼女曰いわく、気分を一新したらしいが、真実を知ったあの日がきっかけになったことを僕は知っていた。


    「あれから頑張って夢を叶かなえたよ。アイドルというかアイドル声優だけど、自分のなりたいものになれた。毎日忙しいし、授業とか大変で……それでもちゃんと笑ってると思う」


    　彼女の普段の笑顔が自然に見えなかったのは、彼女が培つちかったコミュニケーションが為なせるものだったからだ。


    　いつも笑顔だったどーくんに負けないように。


    　忙しくて、辛つらくて、心から笑えないような時でも、彼女は他人に弱みを見せないように笑顔だけは浮かべていた。


    　そうすることで、離れていてもどーくんと繋つながっている気がするのだと彼女は言ったのだ。


    「だから……褒ほめてほしかったな」


    　……どーくん、聞いていますか。


    　今ここに、どーくんのことを心から好きと言う女の子がいます。


    　ずっとずっと想い続けて、どーくんの元へ辿たどり着ついた少女が。


    　願わくば、こんな結末じゃなければ良かったんですが……。


    　……やっぱり僕よりもどーくんがここにいた方が良かった……ですね。


    「…………こーらっ」


    「!?　……も、桃ももノ森もりさん？」


    　気づけばすぐ目の前に桃ノ森さんの顔があった。


    　何やら膨ふくれっ面つらで怒っていらっしゃる。……どうしてでしょうか？


    「何だか良くないこと考えてたっしょ？」


    「え？　あー……その」


    「ダメだよ！　巨人くんの考えてることなんて筒抜けなんだし！」


    　そのままゆっくりと距離を取って、僕に向けてビシッと指を突きつけてきた。


    「いい巨人くん……ううん、ろーくん！」


    「え……は？　ろ、ろーくん？」


    「うん！　だってどーくんの弟だしろーくん！　これからはそう呼ぶから！」


    「い、いやそれは……」


    「何言ってもムダー、はいバリアー」


    　そんな子供みたいに……。


    　両手をクロスさせて笑う桃ノ森さんに呆れてしまう。


    「アタシこれからもっと頑張る！　だからろーくんも夢に向かって頑張ること！　夢はね、人を強く逞たくましくするんだよ！」


    「夢……ですか」


    　一応プロの作家としてデビューするのですが、それは夢……なのでしょうか？


    「今のアタシの夢はそうだなぁ…………あ、そうだ。巨人くんってば、今度プロ作家としてデビューするんでしょ？　だったらそれがアニメ化したらアタシがヒロインを演じる！」


    　彼女には作家になることを伝えてある。


    　あれから定期的に家に来て仏壇にお線香をあげてくれて、その関係から家族とも仲良くなった。


    　それで僕がライトノベルを書いていることもバレ、今度デビューすることも知られた。


    　一応オフレコにしてもらうようにお願いはしたが。


    「アニメ化……ずいぶんと現実感のない夢ですね」


    　何せ僕の作品が大ヒットしなければならないという前提なのだから。


    「いいの！　夢はそれくらい難しい方が目指し甲が斐いあるし！　昔地味っ子だったアタシが、今じゃ超人気アイドル声優だよ？　やってやれないことはないと思うし」


    「はぁ……前向きですね」


    「うん！　ここに眠ってる人のせいでねー」


    　どーくん、聞いてますか。あなたのせいにされてますよ？


    　しかもあなたのせいで僕まで巻き込まれたんですが……。


    「ほらほら、ろーくんの夢は？」


    「う、うーむぅ…………分かりません」


    「そこは嘘でもアニメ化って言うべきだし。あーでも嘘はダメかぁ。……じゃあ夢を見つけることを夢にしよ！」


    「夢を……見つけることが夢？」


    　ハッキリ言って意味が分からない。


    「うんうん、何だか激爆な夢だよねー！　滾たぎってきたよね！」


    　いえ、むしろ冷めてきましたが。だからげき……ばく？　の意味も分かりませんよ。


    　でも……夢、ですか。


    　そういえば考えたこともありませんでしたね。


    　漠然とどーくんがサッカー選手になるので、自分もそれを支えるような職種につけばいいかなと思っていた。


    　ただそれが夢だったかといえば違う……と思う。


    　ふんふんふん、と上機嫌な桃ももノ森もりさんを横目に、僕はどーくんの墓石を見つめる。


    　…………どーくんはどう思いますか？　自分は夢を持っていいんでしょうか？


    　どーくんのすべてを奪ってしまったのは僕なのに。


    　するとその時、一陣の強い風が吹き、どこからか飛んできた葉っぱが右みぎ頬ほおを打った。


    「……どーくん？」


    　それはまるでどーくんが叱しかったように思えた。


    　どーくんは言った。


    　僕にもずっと笑っていてほしい、と。


    　なら自分のできることは何だろうか。


    　…………分からない。不ふ甲が斐いないが、自分だけで何かを決めることが怖い。


    　また何か取り返しのつかないことを招いてしまいそうで。


    　だけど……。


    「少し……考えてみましょうか」


    「ん？　何か言った、ろーくん？」


    「……いいえ。それより桃ノ森さん、今日の珠たま乃のの誕生日パーティに出席してくださるんですよね？」


    「とーぜんっ！　ああもう、タマちゃんが可愛かわい過ぎてアタシの妹にしたいぃ！」


    　それは断固拒否します。奪うというなら全戦力をもって戦いますから。


    「ではこのあと買い出しに行きますか。……珠たま乃のも一緒に」


    「！　うんうん！　行くに決まってるし！」


    　そこへ珠乃たちもやってきて墓参りはつつがなく終了した。


    　去る時、僕はどーくんと父の墓石に振り返る。


    「──来年もまた来ます」


    　願わくば、今度来る時は少しでも成長した自分が見せられるように、と。


    



    



    「「「「お誕生日おめでとうっ、珠乃ちゃん！」」」」


    　多くの人に見守られながら、珠乃が口いっぱいに膨ふくらませた息を、目の前にあるホールケーキに立てられた五本のろうそくに向かって吹く。


    　ろうそくの火は、彼女の息でどんどん消えていく。


    　すべての火が消えた瞬間、僕たちは盛大に拍手を送る。


    「にへへ～、あいあとぉ～！」


    　皆からの祝福を受けて、満面の笑みで喜ぶ珠乃。


    　今日は４月29日。珠乃がこの世に生を受けた日だ。まだまだ小さいが、もう５歳。あっという間だったような気がする。


    　きっといつか、珠乃に父やどーくんのことを告げる日が来るだろう。


    　それでも今は、彼女がこうして笑顔で誕生日を迎えられたことを嬉うれしく思う。


    「はいタマちゃん、これアタシからプレゼントね！」


    「わぁ～！　もーちゃんあいあとぉ！」


    　桃ももノ森もりさんから可愛かわいくラッピングされた細長い箱を受け取った珠乃は、すぐに中身を確認したいらしく開けていく。


    「…………ああっ！　マジカルまかろんのシュテッキだぁ！」


    　中から出てきたのは、アニメでも活躍する魔法少女──マジカルまかろんが愛用している魔法のステッキだった。


    　先端がハート形になっており、握り手にある幾いくつものボタンを操作すれば、様々な色に発光したり、まかろんの声が出る仕組みのようである。


    「よ、良かったんですか桃ノ森さん。物もの凄すごく高そうな感じが……」


    「まあイベント限定版のやつだしね。結構高いやつだけど、ほら、アタシがまかろんの声優やってることもあって、イベントの運営さんたちからもらったものなんだ」


    　さすがは主役。普通では手に入らないレアものなのに。


    　それから、お祖ば母あちゃんやお祖じ父いちゃんからもプレゼントをもらう珠乃。


    　他にも珠乃のために集まってくれた幼稚園の友達も来ていて、彼女たちからもプレゼントをもらっている。


    　そして最後は僕で、珠たま乃のにプレゼントを渡す。


    「お誕生日おめでとうございます、珠乃」


    「あいあとぉ、にぃやん！　……わぁっ、おえほんだぁ！」


    　そう、僕が用意したのは絵本だ。繭まゆ原はらさん家の本屋さんで手に入れた。


    　本当は繭原さんも、この誕生日会に出席したかったらしいが、家族で食事に出かけることになっていて残念ながら出られなかったのだ。


    　それでも後日プレゼントを渡す予定らしいので、珠乃にとっては嬉うれしいサプライズになるだろう。


    　ちなみに繭原さんには、教室で舞まい川かわさんと衝突した時に、酷ひどく突き放してしまったことについて、ちゃんと事情を説明し謝罪をした。一方的に拒絶した僕を、彼女は「良かったです」と言って、すぐに許してくれたのである。こんな優しい人に、本当に申し訳ないことをした。


    　珠乃は自分の傍そばに置いたプレゼントに囲まれながら、テーブルに置かれた豪勢な料理に手を伸ばしていく。


    　とても幸せそうな珠乃の顔を見ていると本当に嬉しくなる。


    「しかしあのバカ娘め、こんな時くらい帰ってきてもいいと思うがな」


    　珠乃に聞かれないように愚ぐ痴ちを零こぼすのはお祖じ父いちゃんだ。


    「しょうがないですよお祖父さん。何でも急に天候悪化で飛行機が飛ばなくなったらしいので」


    　お祖ば母あちゃんが困った様子でそう言う。


    　彼らが話題に出している人物は、僕と珠乃の母親のことである。


    　海外で忙せわしなく働いている人だが、いつも僕たちそれぞれの誕生日には帰ってきてくれて一緒に過ごす。


    　しかしここ数日、お母さんが乗る飛行機が天候のせいで飛ぶことができないでいるのだ。


    　それでも明日には何とか帰って来られそうというので、珠乃にもそのことを教えたら嬉しそうに笑っていた。


    　お父さん、どーくん。


    　珠乃はこんなにもお友達に囲まれて幸せそうですよ。見てくれてますか？


    　きっと天国で見てくれている。そう思うだけで心がポカポカと温かくなってくる。


    「はぁ～、タマちゃん可愛かわいいよねぇ。ウチのとえらい違いだし」


    「そういえば桃ももノ森もりさんには弟さんがいらっしゃったんでしたね」


    「そうそう。昔は小さくて可愛かったのにね。今じゃアタシなんかチョー上から見下ろすくらいにデカくなっちゃってさ。それに生意気だし」


    「仲が悪いんですか？」


    「え？　ううん。でもまあ思春期だしねぇ。いろいろあるって。それにウチにはチョー変なアニキもいるしね」


    「お兄さんもおられるんですね」


    「そう。変人の中の変人」


    　変人……桃ももノ森もりさんからは想像しにくいが、一体どんな人なのだろうか。


    「まあ……ろーくんと無関係ってわけでもないかも」


    「え？　それはどういう……」


    「えへへ、ひみつー。まあそんなんだから男に挟まれてんの。はぁ～、アタシにもタマちゃんみたいな可愛かわいい妹が欲しい。……ねえろーくん、ちょーだい」


    「ダメです。珠たま乃のはずっと自分の傍そばに置いておくので。誰にも渡しません！」


    「うわぁ、シスコンだぁ……」


    　桃ノ森さんが若じやつ干かん引き気味で僕を見てくる。


    　まったく、シスコンの何がいけないというのか。これだけ可愛いのだから、兄として無上の愛を与えてしまうのは当然だ。


    「……あ、そうです。桃ノ森さんにもお渡ししたいものがあったんです」


    「へ？　アタシに？」


    　僕は持ってきていた一枚の写真を手渡す。


    「あ……これ」


    　そこには幼い頃のどーくんと桃ノ森さんが写っていた。


    【おおこま公園】にある池の前で撮られたもので、どーくんは笑顔でピースサインをしている。そして桃ノ森さんは、遠慮がちにどーくんの服を背後からキュッと掴つかみながらも嬉うれしそうに微ほほ笑えんでいた。


    「昔の清掃イベントの時、一緒にいた父が撮ったものです。実は桃ノ森さんのことを母に話すと、あることを教えてくれました」


    「あること？」


    「父の遺品にはカメラがあって、まだ現像されていないフィルムがあったのを思い出したそうです。それでカメラを保管している場所を聞いて焼いてみると……」


    「……そっか。思い出した。どーくんに無理矢理清掃イベントに連れて行かれたけど、そういえば彼のお父さんも一緒だったし」


    　ただその頃、僕は母と祖母と一緒に買い物に出かけていたらしい。よく覚えてはいないが。


    　清掃イベントに参加したのは、父、祖父、どーくんの三人だった。


    　父はカメラが趣味ということもあって、僕たちが生まれてから僕たちの成長記録をしっかりと写真に残していたのである。


    　きっと生きていたら、お父さんは顔をデレデレにしながら毎日珠乃の写真を撮っていたでしょうね。


    　容易にその姿が目に浮かんでくる。


    「これ、もらっていいの？」


    「はい。他にもイベントの時に幾いくつか撮った写真があったので、それもすべてお渡しします」


    　そう言って残りの写真を彼女に渡す。


    　桃ももノ森もりさんは写真を一通り見ると、大事そうに胸に抱える。


    「……ありがと、ろーくん。一生大事にするね」


    「はい。どーくんもきっとそれを望みます」


    　彼女にとって特別な思い出が、こうして形に残ってくれていて本当に良かった。


    　真実は彼女を傷つけてしまったが、この思い出が彼女の支えになってくれることを願う。


    「──あ、そうだ！」


    「どうかされましたか、桃ノ森さん？」


    「ほら、どーくんのお墓の前で夢について話したでしょ？」


    「話しましたね」


    「もう一つ、これは夢っていうか…………〝誓い〟かな」


    　誓い──それはかつて彼女がどーくんと結んだ約束でもある。


    「アタシね、ろーくんが自分のことを自信持って好きって思えるように。笑いたい時に笑えて、友達もい～っぱいできるような、そんな人にしてあげたい！」


    「!?　……桃ももノ森もりさん」


    「これがね、アタシの新しい〝誓い〟！　だから覚悟するし、ろーくん！　君を目一杯幸せにしたげるからね！」


    　──トクン。


    　白い歯を見せて笑う彼女の表情が、とても魅み力りよく的てきだったせいか、心臓が大きく脈打った気がした。思わず見み惚とれてしまい言葉を失う。

  


  [image: ]


  
    　きっと彼女のこの無む垢くな優しさに、どーくんは惹ひかれたのかもしれない。


    「もーちゃん！　これおいひーよ！」


    「あ、タマちゃん！　よーし、今日はお腹いっぱい食べるぞーっ！」


    「おおー！」


    　何だかテンションの上がった桃ノ森さんは、珠たま乃のと一緒に料理を勢いよく食べ始める。


    　その隣に座る珠乃も楽しそうに桃ノ森さんと笑い合っていた。


    　何だか本当の姉妹みたいですね。


    　思わずほっこりと笑みが零こぼれるほど、その光景は温かいものだった。


    　──どーくん、お父さん。僕たちは元気に過ごしていますよ。


    　僕は笑顔溢あふれる賑にぎやかな光景を、ずっと静かに見守っていた。

  


  
    　あとがき


    



    



    　皆様初めまして、十とお本もとスイと申します。


    　この度たび、人生初のラブコメを書籍化させて頂くことになりました。


    　今までバトルものしか書いてこなかったので、きっとラブコメらしいラブコメなんて書けないだろうと思っていました。


    　ですから試しに書いたラブコメで書籍化のお話を頂いた時は驚いたものです。と同時に、自分にとっても新たな試みのチャンスだと思い、ありがたくお話を受けました。


    　この物語は、不ふ々ふ動どう悟ご老ろうを主人公として、できるだけリアルな青春を描いたものです。


    　それまでその見た目から避けられ、怯おびえられ、友人一人すらいないぼっちの彼が、様々な人と出会い認められていく。


    　過去の出来事のせいで、自己評価が限りなく低い彼だが、いろいろな出会いとともに成長していき、いつか自分を認め、誰かに〝好き〟と言えるまでの物語。


    　人は一日一日で良くも悪くも成長していきます。ですからこの物語もリアルさを追求し、一日を時間をかけて大切に描いていくように心掛けています。


    　なので時間の進み具合がかなり遅いかもしれませんが、悟老の青春の日々をじっくり堪たん能のうして頂ければ幸いです。


    



    



    　最後に謝辞を述べさせて頂きたいと思います。


    　僕の作品を認め、書籍化のお話をくださった担当編集者さんのＴさんを初め、書籍化に際し尽力して頂いたすべての皆様に心から感謝申し上げます。


    　またイラストを担当してくださったＵ３５うみこ先生には、美麗で躍動感溢あふれる悟老たちを描いて頂き大変嬉うれしく思っております。


    　そしてこの物語をＷＥＢ版から応援してくださっている方、また実際に本を手に取って頂いた方々、本当にありがとうございます。


    　この感謝に報むくいるためにも、さらに喜んで頂けるような物語を描けるように努めていきますので、どうぞ今後ともよろしくお願い致します。


    　ではまた、是ぜ非ひ皆様にお会いできることを祈っております。


    　そして皆様が素晴らしい本に巡り合えますように。
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    十本スイ


    Sui Tomoto


    



    『金色の文字使い』で作家デビュー。小説を書いている時に幸せを感じる創作中毒者です。人生で一番大きな買い物は〝猫〟。最近実家の家電製品が次々と壊れていき出費に嘆く日々です。いつの日か、猫を越える大型ルーキーを購入する日が来るのだろうか。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    コワモテの巨人くんはフラグだけはたてるんです。


    



    ２０１９年10月18日　電子書籍版発行


    著　者　十本スイ


    発行人　立川義剛


    編集人　星野博規


    編　集　田端聡司


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１９年10月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸSui Tomoto 2019　ISBN978-4-09-451814-6


    



    



    ※製品版の巻末についている『ガ報』の情報は底本発行日時点のものです。


    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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